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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「愚ぐ直ちよくすぎるな」

　騎き士し候補生は、驚きよう愕がくしていた。目の前の光景が信じられなかった。

　相手は端たん正せいな顔立ちの少年である。鼻筋の通った顔はまるで少女のよう、けれど女め々めしさはなく、ひたすら凜り々りしい。髪は黄金色。蒼そう穹きゆうの瞳にあるのは、力強い意志。

　候補生は、勝算はあると思っていた。最終試験の課題は、獅し子し皇おうに一撃入れること。これまで数々の訓練をこなし、優秀な成績を修おさめてきた候補生は、正式騎士に最もつとも近いとさえ周囲に言われていた。

　しかし──気が付くと、敗北していた。欠点を即座に見抜かれ剣を弾はじかれるや、反動で呆あつ気けなく転ころんだ。呆ぼう然ぜんとする目の前で、獅子皇が冷然と瞳を向けてくる。

「軌道が単純過すぎる。それと機転も足りない。もっと動きに緩かん急きゆうをつけろ」

「くっ……」

　これが世界を救った英雄の力なのだと、候補生の中に嫉しつ妬とに似た熱さが湧わく。けれど諦あきらめきれない。自分はまだやれるのだと、意志を瞳に込める。

「──納得できないという顔だな」

「再試験をすぐにやりたいと言えば、応おうじてくれますか？」

　獅子皇の少年は笑った。

「駄だ目めだ、出直してこい」

「俺はビストラール公爵家の三男です。入団させ騎士団に箔はくをつけるべきでは？」

「名門ならば、それに恥はじない実力と風格を身に付けろ」

「……ぐっ」

　氷のような瞳に射いすくめられる彼を見て──観衆である他の騎士候補生らはささやいていた。なんて勇ましい獅子皇だろう。なんて恐ろしい眼だろう。あの方の瞳には怒りも哀かなしみもない。淡たん々たんとした、未熟者への平坦な視線のみがある。

　人を超こえた蛇の神を倒すには、人を超えた強さがいる。これこそ世界を救った英雄、『獅子皇ウィズ』なのだと、騎士候補生達は思っていた。





　　　　　†　　†






　二百年に一度、世界は伝説の蛇、『災さい禍かの翠すい蛇じや』に襲われる。

　天を衝つく巨体を持ち、魔術一つで都市を消し飛ばす災禍の翠蛇には、どんな剣士の技も賢者の策さくも無力だった。

　唯ゆい一いつ、災禍の翠蛇に対抗できるのは、『凪なぎ姫ひめ』と呼ばれる最高の術者のみ。

　凪姫を覚かく醒せいさせる力を持つ少年ウィズは、六人の凪姫を率ひきい、災禍の翠蛇を討とう伐ばつした。

　わずか十一歳で世界に救済をもたらしたウィズは、人々の賞しよう賛さんの的だった。最年少の英雄。希望の光。運命の子。人々は彼を崇あがめ、尊敬し、多くの物語が編へん纂さんされた。

　そうして、彼らが救世主となってから、五年の歳月が流れていた──。













　獅し子し皇おう。

　凪なぎ姫ひめを覚かく醒せいさせられる人間のことを、そう呼ぶ。

　腕力や脚力に秀ひいでて、生命力も高い。災さい禍かの翠すい蛇じやとの決戦では、凪姫と共に司令塔として最前線で戦う英雄である。

　中でも当代の獅子皇ウィズは、幼い頃から勇ゆう敢かんだと有名だった。剣技、体技、精神力、どれをとっても完璧、荒々しく冷れい徹てつな獅子皇として名を馳はせていた。

　人々は言う。ウィズは暴君だと。目が合っただけで猛獣は怯おびえ、身を隠す。

　獅子皇と凪姫を補佐する騎士達も、常に緊張を怠おこたらない。酔よった騎士も一発で酔いが覚めるほど、ウィズは皆に恐れられていた。

　けれど。

　じつは、彼が優しい性格だということは、ほとんど知られていない。

「はあ……」

　覇気のない溜ため息いきだった。獅子皇神殿、その中ちゆう枢すう棟とう。獅子皇と凪姫のために造られた神殿の廊下を、ウィズはとぼとぼと歩いていた。

　豪ごう奢しやな神殿だった。天を衝つく塔や、迷路のような回廊を、魔術による障しよう壁へきで強化した神殿。内部は異界から召喚した土巨人ゴーレム百数体が見回り、要よう塞さいじみた護まもりを誇ほこっている。

「さっきは言いすぎだったかな。もう少し、優しく言えば良かった……」

　普段のウィズを見る者がいれば、誰だれもが目を疑う光景だろう。なにしろ今の彼は、足取りが重く、溜息ばかり。顔つきにも荒々しさはなく、眼は小動物のように優しい。

「自や棄けになっていないだろうか。心配だ……」

　嘆たん息そくする。ウィズ個人としては、彼の再試験をさせてやりたかった、しかし獅子皇とは、厳きびしくあらねばならない英雄だ。『次の』災禍の翠蛇が復活するまで約二百年。騎士団を、皆を導く象徴シンボルとして君臨しなければならない。

　五年前、ウィズは凪姫達と共に災禍の翠蛇を討伐した。けれどそれで完全な平穏が訪れたかと言えば、否いなだ。

　災禍の翠蛇は討伐しても、二百年後に更に力を得えて復活する。以前の戦術は通じず、二百年後の獅子皇と凪姫は、より高い戦術を求められる。さらには《霧む幻げん種しゆ》という、災禍の翠蛇の分ぶん体たいは未いまだに世界にはびこっており、その撃退も必要となる。

　平和を護り、士気を保たもち、次代へ繋つなぐための英雄。ウィズは皆を導く立場にある。

　気が緩ゆるんだ組織で紡つむがれた物は役に立たない。誰かが厳しく引き締める必要がある。獅子皇への羨せん望ぼう、畏おそれの維い持じ──それは八百年間、初代獅子皇から受うけ継つがれる伝統だ。

　回廊の向こうから、白銀色の甲かつ冑ちゆう騎き士し達が来るのが見えた。正式騎士達だ。

「獅子皇さま、先ほどの戦いぶり、見事でした」

「冴さえ渡わたる剣技、見事です。参考にさせていただきます」

「──ああ。弛たゆまぬ努力に励はげめ」

　かけられる声に応じ、内心でウィズは思う。

　──僕は、本当は獅子皇という立場は好きではない。

「ウィズさまの絶技に感動を覚えました。また、ご教授してください」

　──武器を振り、相手を倒すことも好きじゃない。

「ウィズさまがいるから我らは戦えます。ウィズさまは、我らの希望です」

　賛さん辞じと尊敬が、すれ違う騎士から送られる。けれどウィズは、その度に苦しく思う。

　母であり先代の獅子皇が、災禍の翠蛇の分体に殺されて八年。獅子皇の力を引き継いだウィズは、ひたすらに獅子皇として恥はじない日々を送ってきた。

　単独でも災禍の翠蛇に挑いどめる剣技。

　長期間の戦闘に耐たえる精神力。

　六人の凪姫を一つの力に束ねる、戦術眼。

　それらを得て、災禍の翠蛇を倒し英雄となった。けれども彼の道はまだ半なかば、災禍の翠蛇の討伐後は英雄として、各地の祭さい祀し参加、騎士育成、さらには世継ぎを二人以上残すなど、様々な義務が控ひかえている。

　宿命とはいえ長い道のりだ。自分を騙だまし、いつまで完璧な獅子皇でいられるかわからない。今夜もまた、騎士達への訓練指導で、厳しく彼らを焚たき付つけねばならない。

「はあ……」

　騎士がいなくなり、思わず溜息が出た。獅子皇として過ごす日々は、ひどく辛つらい。

　獅子皇としての自分と、本当の自分との乖かい離りに──ウィズはこらえるように窓の縁ふちへ手をかけて──。

「──ウィズ、見つけました。こんなところにいるなんて」

　そのとき、聞き慣れた少女の声が、飛び込んできた。

　すらりとした肢し体たい、透けるような白はく磁じの肌。長い銀髪が美しい。涼やかな雰ふん囲い気きが、まるで雪か氷の妖精かと思わせる。

　優美な光の衣をまとう少女だった。《羽は衣ごろも》と呼ばれる、獅子皇と契約した者のみに与えられる聖衣がなびいていた。

「メロフィーユ……」

　災禍の翠蛇に対抗できる、最強の術者の一人。ウィズが獅子皇として、初めて契約を交かわした美しい少女。

　凪姫メロフィーユ。

　光芒五里に及およぶとも評される美貌を不満に染そめ、銀髪の少女は腰に手を当あてる。

「午後はわたしとの訓練があるからと言っていたのに。忘れたのですか？」

　ウィズは「あっ」と小さく声を漏もらした。

「ごめん。すっかり失念していた。あはは……」

　思わず笑う。まさか、自分の使命について悩んでいたなど言えるわけがない。頰ほおをひきつらせながらの怪しい笑みで答えると、小さな溜息が少女から漏れる。

「まったく。今度の『生誕祭』では獅子皇と凪姫の演舞があるから、練習しようと言ったのはウィズではありませんか。もうあまり時間はないですよ。しっかりしてください」

「本当にごめん。ちょっと考え事をしてて……忘れていたわけじゃないんだ」

　今のウィズには、『獅子皇』としての威厳はない。メロフィーユや、他の五人の凪姫など、親しい人間には本当のウィズを見せている。とはいえ、そんな彼女に対しても、ついごまかしてしまったのは、あまり弱い自分を見せたくはなかったからだ。

「……考え事ですか？　今日の最終試験のことでしょうか」

「うん。候補生にひどいことを言ってしまって……ちょっと自己嫌悪に」

「まったく、そんなことだろうと思っていました。ウィズは優しいですから」

　咎とがめるでもなく、慰なぐさめるでもなく、彼女はただ思ったことだけを口にする。

「それで？　その候補生、見込みはあったのですか？」

「あった。愚直さを矯きよう正せいできれば、いい騎士になれる。なのに、悪い事をしてしまった」

「……そうですね。確かにわたしもそう思います」

「見ていたのか？」

　凜りんとした顔を頷うなずかせ、淡々と少女は語る。

「ええ、ウィズの剣技は見ていて楽しいですから。でもウィズ、あなたは何も悪いことはしていませんよ」

「そうかな」

　メロフィーユは落ち着いた声音で言う。

「あなたが成なすべきことは、最終試験の合否を定めることでしょう？　ですが候補生は、あなたに一撃も入れられなかった。どこに悩むことがあるのです」

　正式騎士になるには、最低でも半年の訓練の後、最終試験を突破する必要がある。本部の獅子皇神殿では、ウィズ自ら戦い、各街にある支部では、ウィズを模もした魔術の人形が戦い、候補生は一撃を入れねばならない。それを、先ほどの騎士は果はたせなかった。

「確かに規定上は問題ないよ。獅子皇としても正しく振る舞ったと思う。でも僕個人としては……再試験の許可を出したかった。そこが、割り切れないんだ」

「でも割り切ってください」

　まるで剣つるぎのように鋭い一言に、ウィズは苦笑する。

「……相変わらず、メロフィーユは厳しいな」

「だってそうではないですか。彼は、勢いはあったのでしょうが、それだけです。今再試験しても、あなたへの攻撃はかすりもしません」

　紅あかい宝石のような瞳が、ウィズを真まっ直すぐ見つめる。

「いいですかウィズ？　弱者に騎士は務つとまりません。時には命も掛かけるのです。冷静に自分の力量も測はかれない者は、聖アヴェル騎士団に必要ありません」

　聖アヴェル騎士団とは、獅子皇と凪姫を補佐する集団だ。災禍の翠蛇との決戦では囮おとりや支援攻撃、平時では災禍の翠蛇の分体の排はい除じよや、街の治安補佐など、多た岐きに亘わたる。危険な仕事もあるため、強さは必ひつ須すだ。冷たく聞こえても、メロフィーユの言葉は正しい。

「四代前の獅子皇コルワートの時代、規定を緩ゆるめたために、大量の未熟な騎士が出たのは知っているでしょう？　任務中の死亡が多かったのも知っているはず。あなたは彼を棺かん桶おけの仲間にしたいのですか？」

「それはしたくない、でも──」

　まだ悩む彼に、メロフィーユはやや口調を和やわらげて提案する。

「そうですね、では特別講習を設もうけてみてはどうでしょう。最近、彼を含め、猪ちよ突とつ猛もう進しんな候補生が目立ちます。彼とその他含ふくめ、意識の改変を求めるのです」

「特別講習？」

「そうです。先代獅子皇──あなたの母君の時にはよくやっていましたよね。正式騎士が数時間、一対一で候補生と特訓するのです」

　確かに母の代では、特別講習と称しようして、個室で講義や演習が行われていた。そのとき鍛えられた騎士の数名が、騎士団の中核にもいる。

「先代が亡くなった後は自然消滅していましたが……復活させても問題ないはずです」

　母は災禍の翠蛇の分体によって殺された。その混乱や、本体である災禍の翠蛇への対策もあり、そちらに特化した訓練に移行した事を、ウィズは思い出す。

「……そういえば、あったね。確かにその方が目標も身近で、士気も高まるな」

「はい、その通りです」

　言い含めるように、必要以上にウィズが気き負おわないように、メロフィーユは続ける。

「素質ある候補生ならば多くを学べるでしょう。そうでない候補生も、自分を見つめる機会になります。志さえ高ければ今が未熟でも、将来は関係ありません。必ず、一人前の騎士となり、人々の剣となり盾となるでしょう」

「……そう、だな。確かにそうすればいいんだ。なぜ気付かなかったんだろう」

「まあ、あなたは神様じゃありませんし、いつでも最善の方法が浮かぶわけではありません。でも……」

　強い光がこもった瞳で、メロフィーユは見つめる。

「一つ言っておきます。悩んだときは相談してください。あなたは一人ではないのですよ。あなたの目の前にいるのは、いったい誰ですか」

「メロフィーユだ。僕の最高の相棒パートナーだよ」

　一瞬──ほんの一瞬だけ、微笑の欠片かけらをメロフィーユは見せた。

「ではさっそく行きましょう。あ、ウィズは先に演舞の訓練場に向かってください。わたしは騎士団長ヨシユアに話をつけてきます」

「ありがとう、メロフィーユ。君がいてくれて良かった」

「大げさな。こんなことで嬉うれしくなるなんて、単純ですね」

　憎まれ口を叩たたく銀髪の少女に、ウィズは苦笑してしまう。

　メロフィーユは現在、獅子皇神殿に残っている唯一の凪姫だ。五年前、災禍の翠蛇との戦いを経へて、六人のうち五人が獅子皇神殿を後にした。家族に会うため故郷へ帰った者。新天地に活躍を夢見た者。腕を磨みがくため魔境に踏ふみ入いった者。

　世界の救世主となった凪姫には、いくつかの選択肢が与えられる。獅子皇は二百年後の災禍の翠蛇の襲来に備そなえ、跡継ぎを得る準備や、平和の象徴として君臨しなければならないが、凪姫にはその義務はない。新たな希望を胸に、旅立つことも許される。

　けれど、あえてメロフィーユだけは、獅子皇神殿に留とどまり続けた。

　ウィズとしてはそのおかげで助かったことも多い。心の支ささえであり、頼もしくも思っている。けれど同時に、申し訳なくも思っていた。

　彼女にも、やりたいことはあったのではないか。自分の夢を押し殺し、自分に付き合ってくれたのではないか。それが少し、気になっている。

「……メロフィーユって、夢とかないの？」

　唐とう突とつだな、という顔をして、少女は振り返った。

「夢ですか。もちろんわたしにだってそれくらいあります」

「それはなに？」

「あなたの──、です」

「え？」

「世界の永えい久きゆう的てき恒こう久きゆう的てきな平和です」

「へえ、やっぱり夢もすごく真ま面じ目めだな……つくづく凄すごいよ、メロフィーユは」

「まったく、あんぽんたんですね」

「え……？」

「いえ、何でもないです。聞こえなかったのならいいです」

　思わず立ち止まり目を瞬またたかせるウィズに向かって、颯さつ爽そうと羽衣を翻ひるがえし、メロフィーユはその場を後にしたのだった。







　鋼はがねの軌き跡せきが夜気を斬きる。燦さん然ぜんたる月明かりを受け、空を裂さく。

　野外の訓練場で、ウィズは正式騎士の指導を行っていた。斬りかかってきた五人の騎士を、まとめて薙なぎ払う。

　獅子皇の力とは一子相伝の力である。先代の獅子皇が亡くなったとき、自動的にその力は子に受うけ継つがれ、獅子皇の称号と共に継けい承しようされる。ウィズも八歳のとき、母からその力を受け継ぎ、常人を超えた筋力や敏びん捷しよう性せいを得た。

　軽い一撃だったが、ウィズの剣撃が、騎士の重い甲冑ごと吹き飛ばす。

「ぐあっ」「うぅっ」

「──よし、今日はこのくらいだろう。各自、装備の点検と課題の検けん討とうに勤いそしめ」

「「ハッ、武芸の指導、ありがたく思いますっ！」」

　夜の帳とばりが降り、美しい月明かりが映はえていた。

　握っていた剣を鞘さやに収め、ウィズは礼をして去る騎士達を見送る。野外訓練場を後にし、神殿の中枢練へ向かう。夜空を見れば、満月が闇を彩いろどっていた。ほのかな風が肌に優しくなびく。野外訓練場の脇に張り巡らされた水路のせせらぎが、心地よかった。

「……メロフィーユと、もう少し演舞の練習をしようかな」

　ウィズの脳のう裏りには、数日後に控ひかえた、大事な祭りが浮かんでいる。

　生誕祭。五年ごとに行われる、初代獅子皇『聖アヴェル』の誕生日を祝う祭りだ。世界最大規模の祭典であり、十日後に開催される。

　聖アヴェルとは、災禍の翠蛇を初めて倒した伝説の英雄のこと。

《覚かく醒せい》の魔術を使い、史上初めて六人の乙女達を、凪姫へと目覚めさせた存在。災禍の翠蛇を討伐したのみならず、獅子皇神殿を建て、獅子皇と凪姫を『平和と希望の象徴』として確立させた偉人。

　獅子皇や凪姫が巨大な力を持ちながらも、政策や軍事に利用されることなく『人々の希望』と扱われているのは、初代獅子皇、聖アヴェルの功績が大きい。

『獅子皇と凪姫は、災禍の翠蛇の討とう滅めつに励むこと。人間同士の争いに介かい入にゆうせず、介入もさせず、質しつ実じつ剛ごう健けんなる日々を送ること』。つまり獅子皇と凪姫を、人類の守護者と聖アヴェルは定めたのだ。以後八百年、獅子皇と凪姫は、平和の護まもり手として在あり続つづけている。

　ウィズにとっては、偉大な祖先を祀まつる生誕祭だ。前回は災禍の翠蛇が襲来したため、今回が初めての主催になる。演舞の主役も任まかされており、緊張しない訳がなかった。

　歩きながら星々を見ていると、兵舎から騎士達の声が響いてきた。

「ちくしょう、お前はいいなぁ」

「ほんとほんと。メロフィーユ様と一緒に生誕祭へ行けるなんて」

「あの美貌、護衛としてずっと近くで見られるんだろ？」

「でもあれだぜ。メロフィーユ様、粗そ相そうがあったらめっちゃ怖いぜ」

「あー、うん。確かに。メロフィーユ様、怒ると鬼神のごとき形ぎよう相そうだしな……」

「あれだよ、頑張れ。マジ頑張れ」

　不安がる騎士を慰める会話が続いた。

　彼らと同じく、ウィズにも期待と不安が宿っている。

　獅子皇と深い絆きずなで結ばれた最強の術者──凪姫。獅子皇の《覚醒》の魔術によって、友情、愛情、羨望、信頼など、強い感情を媒ばい介かいに契約した乙女達。彼女らは《羽衣》と呼ばれる聖衣に護られ、非情に強力な魔術を使用できる。

　ウィズも獅子皇として常人以上の能力を持つが、凪姫は全員、強さの次元が異ことなる。

　山を砕くだき海を割り、天空に魔術を展開させることは当たり前。

　大国が全軍を差し向けても傷一つ負わせることは叶かなわない。

　武器を一閃させたと思ったら千回は振っていたなど、逸いつ話わに事欠かない。

　ゆえに民衆には戦せん姫きや戦いくさ巫み女こ、正義の女神アストレアとも言われ、敬慕の対象となっている。

「みんな、元気かな」

　生誕祭は、そんな凪姫全員と久しぶりに会える機会になる。災禍の翠蛇との決戦当時、ウィズは十一歳。凪姫達も、メロフィーユが十二歳、他の五人も全員が十代と、皆若い。あれから五年、凪姫達がどう成長しているのかウィズの中に期待が湧わく。

　様々な思い出があった。苦難や困難を超え、たった六人で災禍の翠蛇と渡り合った少女達との記憶が蘇よみがえる。

「ともかく、演舞は成功させないと。騎士達にも凪姫達にも笑われたくはない」

　夜の月明かりに彩られた獅子皇神殿の回廊を歩く。メロフィーユの部屋に行ったが、彼女は留守だった。メロフィーユは読書が趣味で、暇ひまがあれば部屋にこもり、歴史書や恋愛物語を読みふけるのだが、この時間に自室にいないのは珍しい。

　他に寄るところがあったかなと、ウィズが回廊を歩いていたところで──。




「では、やはり生誕祭は中止にせざるを得ないか」




「──!?」

　驚きに立ち止まりウィズは自分の耳を疑う。神殿の中枢、騎士団長室と書かれた部屋を通りがかった矢先、密ひそやかな声が響いてくる。

「そうですね。その話が本当なら猶ゆう予よはありません」

　話し合っているのは、メロフィーユとヨシュアだ。

　聖アヴェル騎士団の騎士団長であるヨシュアは、ウィズの後見人だった。先代獅子皇であるウィズの母の代から騎士団を率いており、現在ではウィズの親代わりと言える。

　そのヨシュアとメロフィーユの密談に、ウィズは気配を殺し扉の前で耳を澄すます。

「この半年間、部下を世界各地に派は遣けんした。だがその結果は、無む残ざんなものだ」

「摑つかめないというのですか？」

「ああ、摑めなかった。そもそも凪姫のいずれもが、目立つ人間だ。何かあればすぐに知らせは入るはず。それはお前もわかっているだろう、メロフィーユ」

「ええ。五人とも個性と強さが同居していた、得え難がたい戦友達です。それが……」

「一人や二人だけなら、偶ぐう然ぜんだと断じていたろう。だが五人全員では、明らかに異常だ」

　メロフィーユが息を呑のむ気配が伝わってくる。

「……本当に、一人の手がかりもないのですか？」

「ない。全員、現在の消息は不明だ」

「シトリンは帝国の支部に所属していたはずです。彼女もですか？」

「彼女は頻ひん繁ぱんに、決戦の地だった《ヴォルレイン氷脈》へ行ったことがわかっている。だが九ヶ月前から消息が不明だ」

「ベアトリスはどうですか？　《剣けん匠しようの里》を継ついだはずです。確認は容よう易いでは？」

「駄だ目めだった。里の者に何度も確認をしたが、十一ヶ月前から姿を消していると」

「まさか……」

　──何、を。メロフィーユとヨシュアは、何を話しているんだ……。

　震ふるえて聞き入るウィズをよそに、なおも深刻な会話は続く。

「調査は一部の者だけだが、全体に隠し続けるのも限界がある。目ざとい騎士は疑いを持ち始めている。そして……関連があるかはわからんが、まだ悪い知らせがある」

「それは、なんですか？」

「神殿の宝ほう物もつ庫こから、《ナルシェラの聖せい槍そう》と《洗せん脳のう縛ばく鎖さグリム》が盗まれた」

　絶句するメロフィーユ。それらは、極きわめて強力な魔術具である。

「……『次の』災禍の翠蛇への切札すら、失ったというのですか？」

「三ヶ月前、といったところか。お前とウィズが留る守すのところを狙ねらわれた」

「親衛隊と管理隊は何をしていたのですか？　平和ボケして昼寝していたわけではありませんよね」

「巧こう妙みような手口だった。守しゆ護ご錠じようは破やぶられ、魔術で作られた偽にせ物ものが置かれていた。判明したのは今日だ」

　メロフィーユの憤いきどおりが、扉越しから伝わってくる。

「大失態ではないですか。ウィズの暗殺も計画されているのでは？」

「『敵』の狙ねらいはそれではない。それならばもっと楽だった。だが現実は遙はるかに厳きびしい」

　そうして、ヨシュアは口にした。




「──残る五人の凪姫が、全て行方不明。それに加えて、災禍の翠蛇に、復活の兆ちよう候こうが見られる。これ以上ない異変が、世界を覆おおっている」




「なんだ……って……？」

　ウィズの体が衝撃と混乱で硬直する。背筋を悪お寒かんが這はい、痛いほどに心臓が高く鳴る。

「やはり、災禍の翠蛇の方も確定ですか」

　驚愕の念に襲われている最中、メロフィーユとヨシュアの密談が続く。

「五年前、災禍の翠蛇が復活したときと同じ現象だ。研究隊の報告では、死し骸がいが一週間前より発光を開始。調査によれば遅くて三年、早くて一年以内に、災禍の翠蛇は蘇る」

　ウィズの総身が、大きく震ふるえる。口の中が急速に乾かわき、寒気が止まらない。

「何かの間違いであればよいと思い、今日まで調査を続けてきた。だが結果は、この様ざまだ。メロフィーユ、お前を除のぞく五人の凪姫が蒸じよう発はつし、災禍の翠蛇が復活の兆候を見せたとなれば、生誕祭を行うわけにもいかない。各国の王侯貴族には真実を伝え、民衆にはひとまずの偽ぎ報ほうを流し、生誕祭を中止するしかない。世界は、再び危機に陥おちいったのだ」

「ある意味で、五年前より酷ひどいですね。今度は凪姫がわたしだけですから」

　冷静の鑑かがみであるはずのメロフィーユですら、その声には覇気が薄い。

　世界を再び混沌へと落とす災禍の翠蛇が、目覚めかけ、頼みの綱の凪姫のほとんどが行方不明。まさに悪夢としか言いようがない。

「──どういうことだ、それは。メロフィーユ、ヨシュア……っ」

　思わず部屋に飛び込んだウィズは、その場で叫さけんでいた。

　ハッとして椅子から立ち上がったのは、騎士団長のヨシュアだ。

「ウィズ……聞いていたのか」

「凪姫達が行方不明……？　それに、災禍の翠蛇が復活って……いったい、どういう」

「聞いていたのなら、わかるでしょう、ウィズ。言葉通りです」

　こんな時でも、いや、だからこそ平静を保とうというのだろう、振り返ったメロフィーユの顔は、毅き然ぜんとしていた。

「今から約一年半前、まず凪姫エマの消息が不明となりました。その後次々と残りの凪姫も失しつ踪そう、あるいは神隠しとしか思えない状況に陥り、半年前の時点で、わたし以外の全員の消息がわからなくなりました」

「そんな……」

「調査は行ったそうですが、いずれも成果はなかったようです」

　メロフィーユが振り返る。その後をヨシュアが引ひき継つぐ。

「一ひと癖くせも二ふた癖くせもある凪姫達だ。あるいは何人かで企たくらみ事をしているのかとも思ったが──その線も消えた。度が過すぎている。調査した騎士団員も数名が行方不明。何者かの陰いん謀ぼうとしか思えん」

「そんな、馬鹿なことが……」

「災禍の翠蛇の方も聞いていた通りだ。一週間前から復活の前兆たる発光現象が確認されている。本来、二百年の眠りが必要なあの化け物は、わずか五年で目覚めようとしている。いや、もうはっきりと言える。この状況、『あの化け物を蘇らそうとしている』輩やからがいると、そう考えるのが妥だ当とうだ」

「──ウィズ。わたし達は、決断しなければなりません」

　メロフィーユは告げる。獅子皇神殿にずっと滞在し、唯一難なんを逃れた凪姫は、一度世界を救った英雄へ、新たな使命を投げかける。

「残りの五人の凪姫を救出し、災禍の翠蛇の復活を阻はばむことを。一度救った世界を、もう一度わたし達の手で平和に導くことを──決断しなければなりません」







　星々の明かりが遠い。薄黒のカーテンのような雲が月の明かりを半分隠し、虫達の音色が夜風に舞う。

　獅子皇神殿で最も高い塔の上に、ウィズはいた。

　心を静めるには時間が必要だった。胸の動どう悸きがなかなか収まらない。夜空の月と星ほし屑くずを見つめながら、ウィズは尖塔の堅い屋根に寝そべっていた。

「また、こんなところにいるなんて」

　メロフィーユが、軽く跳躍してやってくる。高い尖塔だったが、うまく屋根の縁を摑み、体のばねを器用に使って、長い銀髪を夜風になびかせ、彼女は隣に座り込んだ。

「すみません、ウィズ」

「ん？」

「他の五人の凪姫や、災禍の翠蛇のことを黙だまっていて……」

「仕方ないよ。立場が逆なら、僕だって同じことをしていただろうし。気にしてない」

　屋根の上で寝そべる彼に、凪姫の少女は目を向ける。彼女の紅あか色いろの瞳が、ウィズの奥底を見み出いだすように向けられる。

「……怖くは、ありませんか？」

　それは静かな問いかけだった。

「これからの旅、きっと辛く険しいものとなります。ウィズは、耐えられますか？」

「独りなら無理だよ。けれど僕には剣よりも、盾よりも、どんな魔術よりも頼りになる、最高の凪姫がいる」

「本来は六人いるはずの凪姫です。わたし一人だけでも怖くはないのですか？」

「メロフィーユは百人力だよ。強いし頭良いし、これ以上何を望むんだ」

　それは掛け値のない本音だ。メロフィーユはいつだって頼りになり、ウィズを、獅子皇を助けてくれた。二度目の世界救済でも、必ず力になってくれると信じている。

　素直なウィズの言葉だったが、何がおかしいのか、メロフィーユは月夜に銀の髪をなびかせて、薄い唇くちびるをほんの一瞬ほころばせる。

「途中で泣き言を吐いてもわたしは優しくできませんよ。他の凪姫みたいに、励ますのは苦手です」

「そういえば前にも似たようなこと言ってたよね。イルベルトの谷で、三人の凪姫とはぐれたとき、僕は動揺していた」

「あのときはネルシーがあなたを慰めたのでしたね。それとベアトリスが珍めずらしく膝ひざ枕まくらを提供しました。ウィズはどさくさ紛まぎれに、胸を触さわっていましたね」

「違うぞ!?　あれは不可抗力だ、僕が悪いわけじゃない！」

　メロフィーユは口元を隠してわずかに笑う。

　それは、大切な記憶。

　幾いく多たの激しい戦いの合間に得えた、忘れられない思い出。

　災禍の翠蛇との死闘を越えて、世界に平和をもたらすことができたのは、六人の凪姫がいたからこそ。ウィズはその間、幾度も彼女らに励まされ、世界を救った。

「僕は英雄なんて言われているけれど、本当に讃たたえられるべきは僕じゃない。僕は戦闘の指揮をしただけ。実際に災禍の翠蛇を討伐したのは、君達だ。僕は──いや、世界は、凪姫によって救われた」

　その彼女達が消息不明。ならば、やるべきことは初めから決まっている。あのとき助けてもらった恩を返すため──大切な絆を結んだ少女達を救うと、ウィズは誓ちかう。

「僕は、必ず五人の凪姫を助け出す。災禍の翠蛇の復活も阻はばみ、全員で獅子皇神殿に帰ってくる。どんな苦難にも、僕は立ち向かうよ」

「その旅に、わたしも付つき添そいます。あなただけに、世界は背負わせません」

「ありがとう──メロフィーユ」

　心を込め、ウィズは最後の凪姫に笑顔を向ける。

　大丈夫だと、ウィズは己を鼓こ舞ぶする。たとえ万の軍勢が相手だろうとも。竜ドラゴンや巨人の群れが現れようと。メロフィーユさえいてくれれば、怖いものなどない。

　強く、美しく、可か憐れんな凪姫。

　月夜に映える銀の髪の少女を見上げながら、獅子皇の少年は、そう心に刻きざみ込こんだ。




　ウィズには、旅立ちを告げるべき大事な人がいる。

　双子の妹にして、唯ゆい一いつの肉親であるリリアだ。

　体が弱く、獅子皇神殿の一室からほとんど出ることがない妹のことを、誰よりウィズは大切にしている。

　聖アヴェル騎士団の武術指導や、各地の祭祀への参加など、獅子皇が行うべきことは多い。その合間にリリアと会うのが、何よりのウィズの楽しみだった。

　凪姫が戦友や盟友として大事な存在ならば、リリアは帰るべき場所。いつでも優しく出迎えてくれる家族だ。「お疲れ様ですわ、兄にい様さま」と陽ひだまりのような笑顔で迎えてくれる妹がいるからこそ、ウィズは獅子皇の重圧に耐たえられる。

　体が弱いため、満足に外も出歩けない双子の妹。そんなリリアに対し、ウィズは「いつか神殿を出て、あちこち見て回ろう」という約束を交かわしている。あまりにささやかで、けれど二人にとってはかけがいのない夢を叶かなえるため、ウィズは戦い続けてきた。

　けれど──。

「リリア、入るよ」

「あ、兄様っ！」

　絢爛豪華な部屋だった。真紅の絨じゆう毯たんがしかれ、部屋の各所に装飾がなされている。中央には純白の巨大なベッド。所狭しと並べられた大量のぬいぐるみが可か愛わいらしい。

　そのぬいぐるみの海の中、ふわふわとした黄金色の髪、碧へき眼がんを持つ可憐な少女が、嬉しそうな顔を向ける。

「兄様、このような時間にどうしたのですか？　……あ、まさかお話をしにいらっしゃったのですか？　今ちょうど、兄様に来てほしいと思っていて──」

「ごめん。違うんだ。そうじゃないんだよ、リリア」

　いつもの華やかな笑みを浮かべる妹に、ウィズは痛ましい想いに駆かられる。

　世界が再び窮きゆう地ちに立たされていること。獅子皇と凪姫の力を世界は欲していること。しばしの別れをウィズは伝えなければならなかった。

「──それは、本当のことなのですか、兄様」

　抑おさえた声音の妹に、ウィズは無言で頷いた。

　リリアは様々な出来事を、思い返しているはずだった。

　五年前の、災禍の翠蛇討伐の朗ろう報ほう。各地の祭祀の開催。世界は悦よろこびに包まれて、あとは『兄妹で一緒に世界を回る』という約束を叶えるだけだった。心地よい夢の時間が終わってしまうことに、リリアは凍りついたまま動かない。

「そうなのですか……兄様はもう一度、世界を救いに……」

　震える声。ウィズは、彼女が泣くかと思った。ベッドだけが己の世界であるリリアにとって、兄と取とり留とめのない話をすることが一番の宝物。その楽しみを失い、世界を回るという夢すらも儚はかなく散って、けれどリリアは、真まっ直すぐに兄を見つめる。

「……わたくし、待っています。兄様が五人の凪姫を連れ戻し、災禍の翠蛇を再討伐する事を、信じています。ですからわたくしの事は、気になさらないでください」

　春の晴天のような、優しい笑顔がウィズに向けられる。

　それで、ウィズの決意は完全に固まった。

「僕は、必ず帰ってくる。どれほど掛かるかは判わからないけど、絶対に、戻ってくる。五人の凪姫を引き連れて、災禍の翠蛇を再び討伐し、その吉報をリリアの元に持ち帰るよ」

「──はい。そのときを楽しみにしていますわ、兄様」

　そしてリリアは、ベッドからゆっくりと立ち上がった。

　訝いぶかしむウィズの視線の先。彼女は部屋の奥の宝箱から、一振りの長剣を取り出した。

「それは──」

　ウィズが驚愕する。豪華な装飾の鞘と、不可思議な光を放つ柄つか。見間違える訳がない。

　それは宝剣レオスティア。

　かつて災禍の翠蛇との戦いで、ウィズが使った世界最高峰の剣だ。

　決戦の後、平和な時代には必要ないからとヨシュアに預あずけていたそれを、リリアは両腕で大切そうに抱え、ウィズの前にゆっくりと差し出した。

「もしものためにと、わたくしが保管しておりました。たとえ賊が宝物庫に入り込もうと、これだけは守れるようにと。そしてもし、何かの災いが降りかかったとき、わたくしが兄様に渡せるようにと、ずっと預かっていたのです」

「リリア……」












　彼女は、予感していたのかもしれない。

　獅子皇であるウィズは、凪姫を覚醒させられる力を持つが、妹のリリアは、わずかながら未来を見通せる。不吉な景色を垣かい間ま見みた彼女は、再び英雄として立ち上がる兄へ、励ましの言葉と共に最強の剣を渡そうと、そう決めていたのかもしれない。

　ウィズは宝剣レオスティアを、受け取った。

　その感触を確かめる。見る角度によって紅、黄、翠みどり、蒼、紫と変化する刃やいば。吸い付くように手に収まったレオスティアは、思ったほど重くはなかった。

「……懐なつかしい感触だ。この剣を握にぎる時なんて、もうこないと思っていた」

　離れていた五年は、一瞬で埋うまった。あのとき見た様々な景色が、戦闘が、脳裏に描き出される。リリアが、そっとレオスティアに手を添える。

「平和は何年月もかけて築きずきあげますが、壊れるときは一瞬です。でも兄様とメロフィーユさんなら、もう一度築きあげると信じています」

「ありがとう、リリア。この剣を、リリアだと思って戦うよ」

「ま、まぁ兄様、恥ずかしいですわ……」

　ほのかにリリアの頰が紅くなる。

　ウィズは笑った。妹の想いと願いを胸に、固く頷いてみせる。

　これ以上の会話は必要ない。リリアの方も口をつぐんで俯うつむいている。後は、帰還したときに武勇伝を話せばいい。でないと、これ以上は寂さびしくて泣いてしまいそうだ。

　血を分けた兄妹であり、共に生を受けた双子の妹に渡された宝剣を携たずさえ、強くウィズは唇を引き結ぶ。

「あ、メロフィーユさん。少しお話が……」

　扉の外、待機していた凪姫への言葉をきっかけにして、ウィズは帰るべき家族の元を後にした。




「兄様のこと、よろしくお願い致いたします」

　兄が部屋を後にするなり、リリアはメロフィーユにそう切り出した。

「凪姫を救うためなら、兄様はきっと無茶をしてしまうと思います。でも自分の体のことも大事にするようにと。そう伝えてください」

「ええ。わかっています」

　メロフィーユは静かに頷いた。

「ウィズの性格はよくわかっています。自己犠牲の包帯だらけ男にはさせません」

　ふふ、とリリアがかすかに笑う。

「それと……メロフィーユさんも、無理はされないよう」

「わたし、ですか？」少しだけ意外そうな声を出すメロフィーユ。

「はい。メロフィーユさんも、決して無茶をせず、健勝であるよう努つとめてほしいです」

「……意外ですね。てっきり、リリアはわたしがいても、いつもウィズといちゃいちゃしていたので、わたしのことを背景か何かだと思っているのかと」

　リリアの顔が紅くなった。公おおやけにはしていないが、ウィズとリリアが二人っきりのときは、周囲が恥ずかしくなるほど仲なか睦むつまじいのは事実である。

「と、とんでもありませんわ」

　リリアは恥ずかしさに頰を染めながらも言いい募つのる。

「メロフィーユさんも、わたくしにとってはかけがえのない人ですもの。兄様がいて、メロフィーユさんがいて、初めてわたくしは幸せだと感じるのです。だから、どうか、メロフィーユさんも、無事に帰ってきてくださいまし」

「……ありがとうございます、リリア。でも、寂しかったら手紙くらいは出してくださいね。おそらく、ウィズとは一年近く会えないですから。各地の騎士団支部へ、メッセージを出してください」

「に、兄様と一年くらい会えなくても……わたくしは大丈夫ですわ」

　気丈に、リリアは胸を張る。けれどすぐに憂うれいを帯おびた表情になる。

「いえ……本当は、寂しいです。でもそれを言えば兄様は気き遣づかってしまう。わたくしのそばにいようとしてしまう。わたくしより、もっと兄様を必要としている方々がいる以上、我わが儘ままは言えません」

　言って、リリアは花のような笑みを向ける。

　メロフィーユは、リリアも先代の獅子皇の血を受け継いでいることを悟る。

　運命がもう少し違えば、『双星の悲劇』がなければ、リリアが獅子皇として戦っていたのかもしれない。

　自然と、凪姫の少女は手を差し出していた。リリアも微笑ほほえんで応じる。獅子皇の妹と凪姫の手が重なる。

　もう一度、会えるようにと。

　幸せは、取り戻せるのだと。

　互いの安否や再会を誓いながら、二人の少女はぬくもりを交換し合う。

「体は大事にしてくださいね、リリア」

「メロフィーユさんもお元気で。わたくし、兄様とメロフィーユさんが無事に戻れるよう、お祈りしていますわ。ふれー、ふれー、兄様、メロフィーユさん」

「それはお祈りというよりは応援ですよ」

　二人の少女はかすかに笑い合う。

　無邪気な声援に送られて、メロフィーユは銀の髪をなびかせ部屋を後にする。広いベッドの上で、リリアは可憐な顔をほころばせ、最後まで笑顔で見送っていた。







　地平線の彼方かなたから眩まばゆい陽光が顔を出す。朝あさ靄もやがほのかに流れゆく。

　出立の朝、ウィズとメロフィーユが獅子皇神殿の正門に向かうと、すでに騎士団長であるヨシュアと、見送りの正式騎士十数名が、ずらりと列を成なしていた。

「来たか」

　言葉少なにヨシュアはいかつい顔を頷かせる。

「各地の街に、聖アヴェル騎士団の支部があるのは知っているな。何かあれば、そこへ立ち寄り、協力を仰あおぐのがいいかもしれない」

　ウィズは旅に必要な荷物が入った荷袋を受け取りながら、問いを投げかける。騎士がいるので、獅子皇としての仮面を取とり繕つくろう。一人称は「僕」ではなく「俺」だ。

「街に行く際、俺達の身分や、旅の理由はどうする？　民衆に伏せた方がいいのか？」

「凪姫五人が消え失せ、災禍の翠蛇が復活しかけている──などと人々に知られればどうなるか、考えるまでもない。『敵』の正体もわからん。迂う闊かつに騒ぎを大きくできない」

「隠おん密みつか。変装や化粧で姿はごまかした方がいいのか？　俺もメロフィーユもこの五年間、各地の祭祀に顔を出しているし、バレたらまずくはないか」

　懸け念ねんに応えたのは、傍かたわらで控ひかえていた正式騎士の一人だ。

「それについてはご心配ありません。世の中には『物もの真ま似ね師し』という職の人間がおり、彼らは日頃からウィズ様や凪姫様に変装し、様々な劇や武芸を披露しております。市し井せいの人々にとっては人気のある娯楽の一つ。街に出てもウィズ様達は自身を物真似師だと公言すれば、それで済すむと思われます」

「というより、すでにそのための準備もしている。ウィズ、メロフィーユ、これを」

　ヨシュアが懐から取り出したのは、煌きらびやかな意い匠しようを凝こらした、銀の金属板だ。手のひらにのるほどの大きさのそれを、ヨシュアは掲かかげる。

「獅子皇神殿の公認を示す、物真似師の身分証だ。これがあれば各国どこへ行っても、物真似師としての活動が認められる」

　思わずウィズは苦笑を浮かべた。

「なるほどな。何か不思議なものだな。本物が物に真せ似も師のを名乗るのは」

「必要な措置だろう。これである程度はごまかしが利く。……ただ、メロフィーユはなるべく街中では全力で戦うな。この五年間、ウィズと共に各地の祭祀に出向き、顔も魔術も知られているお前の戦闘は、下へ手たをすると余よ計けいな騒ぎを生む」

「わかっています。その辺りは、心得ているつもりです」

　身分証を受け取りつつ、淡々と応えるメロフィーユ。ヨシュアは二人の顔を見て、思案するように瞑めい目もくし、やがて再度口を開く。

「それと、『足』も用意させた。徒歩も馬車もこの旅には相応ふさわしくない。お前達には相応の移動手段を与えよう」

「足？　飛ひ翔しよう絨じゆう毯たんか？　それとも獣じゆう船せんか」

「いや、竜ドラゴンだ。こういうときのために調教しておいた。……おい、呼び出せ」

　控えていた騎士が、指笛を吹いた。天空から降りてきたのは、雄お々おしい竜だった。

　鋭角的な角が朝焼けに映える。神々しく、宝石のように輝く鱗うろこが視みるものを圧倒する。巨大な翼はそれだけで人の何倍もの大きさを誇り、太い脚と鋭利な刃のような尾が、空の王に相応しい威厳を備そなえさせていた。

「種族名、金こん剛ごう竜りゆう。全身が金剛石の鱗によって覆われており、並の剣や槍なら傷一つ負わせることはできない古代竜だ。その中でも、飛翔速度と航続距離、悪天候への強い耐性を持つ個体を用意した」

「美しい……」

　世界の辺境にのみ生息する生物、最高峰の霊獣──竜ドラゴン。その内でも、間違いなく希少種に該当する存在が目の前に現れ、ウィズは興奮を露あらわにする。

「これは……すごいな、ヨシュア。旅の最高の相棒だ」

「ああ。ただ一つ問題があってな。じつはこの竜、オルシムと名づけたのだが……」

　最後まで言い切らぬうちに、ウィズは輝く金剛竜のもとへ歩み寄った。

「よろしく頼むぞ、オルシム。困難な旅になると思うが、共に打だ破はしていこう」

「──オレ、むさ苦しい男、嫌い。お前を連れて飛ぶの、馬鹿らしい。拒否する」

　ウィズが、固まった。周りの騎士達も固まった。ヨシュアは、やはりこうなったかという顔をして、難しい顔を引ひき締しめる。

「人間の男、むさ苦しい。汗と鉄の匂いばかりで、鼻もげる。でも、可愛い女の子なら、いい」

　唖あ然ぜんとするウィズ。目を瞬かせるメロフィーユ。ヨシュアが咄とつ嗟さに補足する。

「じつはこのオルシムは、竜としては限りなく優秀なのだが、人間が嫌いというか、男が大嫌いというか……背中に乗ろうとすると毒の息吹ブレスを吐いて撃退するのが欠点だ」

「おい、待て、ヨシュア。お前こんなものを旅の道連れにしろというのか？　悪い冗談はやめにしてもらいたい」

「獅子皇ならば手て懐なずけられる。……そう信じている。頑張れ」

「待てヨシュア、目を逸そらしながら言うな。おいヨシュア」

　これを解決しない限り、足は確保できない。今回の旅は厳しく、優秀な移動手段は必要不可欠だ。

「どうする、メロフィーユ」

「わかりました。わたしに任まかせてください」

　銀髪の少女は、颯爽と金剛竜の前まで近づき、美しい笑顔をとる。

「オルシムと言いましたか。わたし達に協力してください。世界の窮きゆう地ちにあなたの助けが必要なのです。わたし達を運んでくれませんか？」

「オレ、可愛いは可愛いでも、もっと清せい楚そでお淑しとやかな女の子が、いい。だからお前、駄目。拒否する」

「そこを何とか。世界が滅ほろんだら、あなたもきっと困ると思います。協力してください」

「別に、世界が滅んでもオレ、生きていられる。霞かすみと太陽の光あれば、生きられる。背中乗せるなら、もっとお淑やかな女の子でなければ、ヤダ」

　メロフィーユは、できるだけ優しい顔を作った。けれど目は据すわっている。

　周りの騎士達が、青ざめて距離を取っていく。

「……ヨシュア、ちょっとこの金剛竜を連れて、裏庭に行っていいですか？」

「待て。それは駄目だ、メロフィーユ。目が据わっている、よせ」

　結局、お淑やかな少女であるリリアを呼んで、オルシムの駄々は終結した。

　元々は遠い山奥にいたというオルシムは、ある日、別の金剛竜と縄張り争いに負けた。その後、神殿の近隣の森に不時着したところを偶然リリアが見ており、そのおかげで手厚い看かん護ごを授さずけられた。そのときの恩を返すため、神殿に残ったらしかった。

　オルシム曰いわく、世界が平和になった暁あかつきには、リリアを背に乗せて飛ぶのが夢らしい。

　全て、ウィズが街の祭祀に出て留守のときの話だ。メロフィーユがぼやく。

「リリアがいいのなら先に言ってください。わたしの笑顔は何だったのですか」

「まあまあ。可憐だったぞメロフィーユ」

　ウィズが苦笑いする。

　リリアが、メイドに連れられて部屋に帰っていく。その様子を見つめながら、ウィズは、妹の優しさが生んだ絆に胸を打たれていた。

　リリアでさえ一匹の竜を救ったのだ。ならば運命に導かれた自分が、もう一度世界を救わないでどうする。ウィズは決意に拳を握りしめた。そして金剛竜を見る。

「ある意味ではリリアのために旅立つのは同じだな、オルシム」

　金剛竜は面倒臭そうに見下ろし、けれど信念も瞳に覗のぞかせながら、

「フン。オレ、リリアがいるから、お前の言うことに、従う。彼女のいる世界は、守る」

「帰る頃にはお前と素敵な親友となっていることを願おう。──では行こう、メロフィーユ」

　渋々ながらもオルシムが姿勢を低くする。ウィズとメロフィーユがその背にまたがる。

　巨大な背中に取り付けられた、七つの鞍くら。その全てが、獅子皇と六人の凪姫のために用意された特別な鞍だ。いつかこの全てが埋うまるまで、この神殿には帰らない。

　オルシムが──巨大な翼を広げ、高く咆ほう哮こうする。

　朝焼けの中で金剛竜が風を巻き起こし、騎士達が、ヨシュアが、祈りの体勢をとる。

　次の瞬間、金剛竜は巨大な尾を引き、遙かな天空へと飛翔する。

　地上が見る見るうちに遠くなる。広大な神殿も、煌きらめく川も、深い樹林も、平和を謳おう歌かした地が、その輪郭が、あっという間に遠ざかり、たちまち雄大な景色に埋没する。

　そうして、獅子皇と凪姫の旅立ちは、美しい朝焼けのもと、幕を開けた──。













　魔神デミシアは、憂ゆう鬱うつの表情を浮かべていた。

　素晴らしい美貌を持つ少女だった。透き通るような白く艶つややかな肌、体は艶なまめかしいまでの線を備え、髪は長くふわふわの桃色。瞳の輝きはまるで紫水晶アメジスト。鼻び梁りようは芸術的なまでに美しく、見るもの全ての視線を捕とらえて離さない。

　だが、その顔が晴れやかな笑顔になることはない。自分の境遇に、彼女は嫌悪を抱いていた。

「ギギ……デミシア様、宴うたげの準備ができました。《狂きよう騒そうの間》に、移動をお願いしたく」

「妾わらわは行かぬ」

「ギギ……これは我わが儘ままを。数々の絶品、是ぜ非ひとも舌した鼓つづみを打って頂いただきたく存ぞんじます」

「妾は、行かぬ。絶対に」

「では《血けつ獄ごくの間》にて極上のワインはいかがでしょうか。ギギ……捕らえた人間の血から摘てき出しゆつした美酒は、格別の味となっております」

「行きたくないと言っておる！　そのような残ざん酷こくな場所など、妾は拒否する！」

　デミシアは魔族と呼ばれる種族の頂点にいた。その力は天地を裂き海を割わり、天災とも謳うたわれるほど強大なもの。しかし魔族にあるはずの残ざん虐ぎやく性せいが、生まれながらに欠けつ如じよしており、配下の魔族が好むような血なまぐさいことが大嫌いだった。

「ギギ……困りましたな、デミシア様。『聖戦』は間もなく始まり、幾いく多たの魔族、魔獣が戦い、尊とうとい命を落とすでしょう。彼らの士気を上げるためには魔神デミシア様の力が不可欠なのです。全ての間でデミシア様のお美しい姿と美声が望まれています」

「勝手に殺し合いでも何でもしておれ。妾は絶対に、どこへも行かぬ！」

　頑かたくなに叫ぶデミシアに、側近たる魔族は微笑を浮かべる。

「仕方ありません。本日は休息と致いたしましょう。明日こそデミシア様が鼓こ舞ぶしてくれることを願っています。ギギ……」

　影のように、実態のない幻のように側近は消え失せる。

　髑髏どくろと宝石とほのかな篝かがり火びだけが支配する《魔神の間》に、静せい寂じやくが満ちる。

「あぁ……」

　デミシアは玉座の上で顔を覆った。

　残虐なことを毎日平然と行う魔族達に嫌悪感を抱く。生まれつき強い力を持っているだけで担かつぎだされるこの不幸。叶うならば全てを捨てて逃げ出したい。

　だが、それはできないのだ。デミシアは紛れもなく魔神で、人とは相あい容いれない存在。

　近寄ればそれだけで人は恐怖し逃げ惑まどうだろう。人間の美少女を思わせるデミシアの美貌だが、力はどうしようもなく強大だった。

　ひとしきり嗚お咽えつし玉座を立つ。長大過ぎる絨毯を歩き、巨扉を開け、大部屋を出る。

《魔神館》

　人骨を積み上げて造られた魔族要塞の全容が目に入る。踏ふみしめる足場も人骨なら扉の取っ手も人骨。残虐性の極きわみである居城。

　主城の入り口から視線を下ろせば、巨大な魔獣を八やつ裂ざきにして遊ぶ魔族が目に入る。人血から精製したワインを呷あおる魔族や、同族同士で食らい合う野蛮な魔族の姿。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図から目を逸らして、デミシアはぎゅっと服の裾すそを握り締しめた。

　玉座に戻る。脇に置かれた護衛の骸骨騎士が、カタカタ鳴らして語りかけた。「デミシア様、今日も美しイ。美しイ」

「うるさい、黙だまるのじゃ」

　もう何もしたくない。何も考えたくない。側近達の甘い声もなだめすかす言葉も、聞き飽あきた。

　──誰だれか、助けてほしい。こんなところに、いつまでもいたくない。

　デミシアは思う。もっと優しくて、心温まる場所へ。血と悲鳴の飛び交う残虐な場所ではなく、もっと安らげる世界へ行きたい──。

　そう強くデミシアが願った時だった。

　突とつ如じよ、爆発的な光と風が、彼女の足元を照らし出した。

　大きく螺ら旋せんを描いて宙に伸びる光。眼下に広がる奇き異いな魔術陣。光と風が複雑に絡からみ合い、護衛の骸骨騎士を、玉座を、尽ことごとく吹き飛ばす。

「な、何事じゃ……っ」

　不意に感じたのは虚脱感。次いで意識の混こん濁だくがデミシアを襲う。骸骨騎士達が駆け寄る光景が陽炎かげろうのごとく揺らぎ、五感が消え失せる。目の前の空間が、景色が、千ち切ぎれてバラバラになり──。

　そしてデミシアは、意識を失った。





　　　　　†　　†






「ハハハハハッ！　ようこそ魔神デミシア！　歓迎しますよ！」

　耳みみ障ざわりな声に目を覚ませば、見覚えのない場所にデミシアは寝かされていた。

　巨大な祭さい壇だんだった。

　周囲を照らすのは無数の篝火。複雑怪奇な紅い魔術陣が天てん井じよう、壁を問わずあらゆるところに描かれ、不気味な雰囲気を醸かもし出だしている。

　デミシアのいる祭壇の眼下、階段を取り囲むのは、ローブに身を包んだ奇怪な集団。

「──!?　え？」

「ほほう、さすが異界カルマベルの魔神です、見み目め麗うるわしい！　これは凄い、スゴイッ！」

　興奮して目を血走らせるのは、顔に大きな火傷やけど痕あとのある、青年だった。

　背は高い。無駄のない筋肉が傍はた目めにも分かり、戦士、あるいは厳きびしい修練を積んだ賢者であることが窺うかがえる。だがその眼光は、狂気に濁にごり過すぎている。

「な……な……!?」

「突然のことで混乱しているところ申し訳ない。ですが貴方あなたの身柄は拘束させてもらいましょう。第一隊、第二隊──彼女の腕と脚を砕きなさい」

　青年が命令した瞬間、配下のローブ達が躍りかかってくる。

「や、やめ──」

　動転するデミシアに彼らは容よう赦しやをしない。金属棍こんと鉄球とウォーハンマー、人体を砕くことに特化した魔具が迫り来る。

　とっさに身をひねったデミシアの隣で、祭壇が粉々に砕かれた。

　悲鳴を上げるデミシアに、黙然とローブ達が殺さつ到とうする。

　デミシアは咄とつ嗟さに手を振り上げた。魔神の力を行使する。彼女の魔術は《念動》──生物・無生物を問わず、あらゆるものを弾き飛ばし粉砕する力である。

　だが。

「──え？」

　辺り一面を薙なぎ払はらうつもりで放った《念動》は、二、三人を吹き飛ばしただけで終わってしまう。本来ならば地形すら変える魔神の一撃が、明らかに弱い。

「効いています。《ナルシェラの聖せい槍そう》は、間違いなく魔神デミシアに効いていますよ！　確保しなさい！」

　愕然とするデミシアに、獣のごとくローブ達が飛びかかる。

　デミシアは必死に応戦するしかない。弱い《念動》をなんとか発動させ、砕けた祭壇の破片を操り襲撃者の顔に炸さく裂れつさせる。

　だが本来の数十分の一にも満たない魔術は、精せい々ぜいが数人を弾き飛ばす威い力りよくしかない。加えて妙に体が重く、根こそぎ力を抜き取られたような脱力感は、徐じよ々じよに酷ひどくなる。

「第六隊！　魔術を！」

　青年が号令を発する。デミシアは走った。火炎と紫し電でんの嵐が炸裂する中、巨大な支柱を盾にする。《念動》で祭壇の破は片へんを飛ばす。ローブ達に、雀すずめの涙のような迎撃を放つ。

　だが、このまま凌しのぐのは不可能だ。

　デミシアは祭壇の上、巨大な『門』を仰ぎ見る。

　そこにはデミシアを何らかの理由で喚よび出した、魔術の媒介物があった。

　渾こん身しんの力を込めて、デミシアは門に《念動》を放つ。弱体化したとはいえ魔神の攻撃だ。門に亀裂が走る。二重三重と走ったそれは、数秒で蜘く蛛もの巣のように広がって──。

　轟ごう音おんと衝撃波を撒まき散ちらし、『門』が崩壊した。

　粉ふん塵じんが舞い上がり、空間を揺るがす激震が、ローブ達と火傷の青年を襲う。

「グレゴワール様！　《召喚門》が！」

「後にしなさい。魔神を捕らえるのが先ですっ！」

　怒号と震動の中、ローブ達が散開する。

　大量の粉塵に紛れて、デミシアはかすかな空気の流れを感知しつつ駆けた。

　鋼鉄の扉を《念動》で粉砕し長い道をひた走る。蛇を象かたどったレリーフの回廊を抜け、終末画が描かれたアーチをくぐり、わずかな大気の流れを頼りに逃げる。

　ふいに、視界一面に光が溢あふれた。

　風が吹いている。若々しい草の香りが鼻孔をくすぐり、デミシアの長い髪を撫なでる。

「ここは……」

　出口の外は、見たこともない景色だった。高台から見えるのはおぞましい髑髏の宮殿ではなく、清すが々すがしい大地。緑が溢れ、空気は甘く、陽光は眩まぶしい。

　純白の雲と蒼穹の下、デミシアは呆然と呟つぶやいた。

「……なん、じゃ、ここは……」

　デミシアの知っている光景ではない。風が違う。空気が違う。かつて見た人間の里ですらない。世界は人間と魔族の戦争によって穢けがれてしまったはずだ。空は昼夜黒い靄もやに覆われ、大地は乾きひび割れているのが当たり前だった。

　こんな、大気が『美お味いしい』と感じる大地など、どこにも存在しない。

「妾は、いったい……」

　──どこに？　呆然と立ち尽くすデミシアの後ろで、声が反響する。

「グレゴワール様！　いました！」

　考えている時間はない。安全な場所に潜ひそむべく、デミシアは高台を駆け下りた。息を乱し、坂を転がり落ちるように駆けながら、青々しい風景の中を突き進む。

　ここがどういう場所で、何があるのかわからない。髑髏の要塞もなく、残酷な魔族もなく、あるのは平和過ぎる光景と、背後の悪意の塊かたまりだけ。

　せめて幸運な出会いがあることを信じよう──魔神の少女は、希望を胸に逃走した。







　──この日、災さい禍かの翠すい蛇じやに怯おびえる世界に、魔神の少女が召喚された。

　それは獅子皇と凪姫が旅立つ、七日前の出来事だった。













「うわあ、すごく賑にぎやかな街だ」

　活気ある声がそこかしこで飛とび交かう。笛と太鼓の音色が、耳じ朶だを撫なでていく。

　ウィズ達は『芸術都市ノイシール』と呼ばれる街を歩いていた。獅し子し皇おう神殿から旅立ち十数時間後。オルシムに乗り飛翔した二人は、三大国家の一角、エステリア王国最大の娯楽都市へ辿たどり着ついていた。

「さすがは王国最大の娯楽都市ですね。──踊り子、吟遊詩人、物もの真ま似ね師し、軽かる業わざ師し。あらゆる芸人が各地方や様々な国から集まるらしいですよ」

「すごいな、オルシムも中に入れば良かったのに」

「『人間の里、嫌い。外で日光浴してる方が、ずっといい』などとぬかす竜は知りません」

　メロフィーユの口真似にウィズは笑った。

　ウィズ達が、真っ先にこの街へ寄ったのは理由がある。この都市で、踊り子を目指すと宣言した凪なぎ姫ひめがいたからだ。

　凪姫エマ。

　彼女は、元盗賊という経けい緯いを持つ凪姫である。まだウィズが修行中の身だった時、獅子皇神殿に盗人として侵入した娘。たった一人で神殿の見張りや守衛の土巨人ゴーレムを突とつ破ぱし、最深部の宝物庫にまで辿り着いた所を、メロフィーユが発見、激戦の後に、捕ほ縛ばくしたのだ。

　本来なら重罪に課かせられるところ、戦いを見ていたウィズが、エマを高く評価。その能力は災さい禍かの翠すい蛇じやとの決戦で必ず役に立つとして、エマに取引を持ちかけた。

『お前が俺と契約し、凪姫となるならば、今回の事はなかったことにしよう。しかし拒否するならば、お前はシワまみれの老婆になるまで、牢ろう獄ごくの人生だ』

　獅子皇の言葉に対し、エマは嬉き々きとして言った。

『いいねえ、犯罪者へ仲間になれっての？　最強の戦いくさ巫み女こかぁ、興味あるぜ』

　それが──凪姫エマとの出会いだった。彼女はその後、類たぐいまれなる能力を遺い憾かんなく発揮した。仲間が危機に陥おちいれば誰だれよりも早くかけつけ、攻め入るときには勇ゆう猛もう果か敢かんに先陣を切る。彼女のおかげで皆が救われたことは数知れず、ウィズも幾度も助けられた。

　神速を誇ほこり、隠おん密みつに長たけ、最も便利な魔術を駆使する少女──それが、凪姫エマ。

「ウィズ？　エマのことを思い返している場合ではありませんよ」

　思い出に浸ひたりかけたウィズに、銀髪の少女は注意する。

「彼女の行方はこの街で途と絶だえているのです。一刻も早く助けだしましょう」

「そうだね。そのためにもまずは、エマが入った踊り子の一座を探さないと」

　災禍の翠蛇を倒した後、エマは踊り子になると言っていた。元盗賊のため、華やかな職業に憧あこがれていたという。その時の恥はずかしそうな表情を、鮮明に覚えている。

　とはいえ、こう人が多いと普通に探すのは不可能に近い。芸人がひしめくこの都市で、当あてずっぽうに探しても時間の無駄だろう。

　ウィズとメロフィーユはまず、大きな宿屋で情報を集めた。ヨシュアに貰もらった物真似師の身分証を見せて二つの部屋を確保し、探索の拠きよ点てんにする。その後、情報通と思おぼしき客や店員から、踊り子一座の場所を聞きつけた。その数──七十三。

「多いな……」

　宿の主に貰った、街の地図に書き込みを入れたウィズは、眉まゆをひそめた。

「さすが芸術都市ですね。一流の夢を見て訪れる人が多いです」

「しらみ潰つぶしに探していく？」

「当然です。エマは、こうしている間にも助けを求めているかもしれません、頑張りましょう、ウィズ」

　決意を固め、頷き合う獅子皇と凪姫の少女。ところが──。

「エマぁ？　あの、練習もよくさぼって、一座の宝物庫を物欲しそうに眺ながめてた、あのエマぁ？　よーく覚えているわよ。凪姫様と同じ名前だもの。でもね、あの問題児は、とっくに別の一座に行っちゃったよ！」

　その一座に行ってみれば、

「あー、あの小さくて、色気の欠片かけらもない娘ですかー。まっ平らな胸の踊り子は需じゆ要ようがないって言ったら、悪あく態たいついて出てってしまいましたー」

　さらに他の場所では、

「ダメだよ、あの娘、全然ダメダメ！　踊れないし忍にん耐たいないし、練習中によく他の踊り子と喧けん嘩かしてたからクビにしたよクビ！　西の路地裏の一座に行った！」

　二度あることは、三度も四度もある。

「きーっ、あの娘、名前を思い出すだけでもむかつきますわ！　お客さんの宝石商に宝石ねだって甘えるから、トラブルメーカーは追い出しました！」

　ついにメロフィーユがキレ始めた。

「あの馬鹿……見つけたら絶対におしおきです……」

　などと、俯うつむきながらぶつぶつ呟つぶやくメロフィーユ。

　エマは確かに芸術都市ノイシールへとやってきたらしい。しかし一ヶ月として同じ一座に所属していた事はなく、あちこち転々として、その先々でトラブルを起こしていた。

　そういえば、エマは戦うときは勇猛果敢だったが、普段はずぼらで飽あきっぽく、本能に忠実な娘だった。六人の凪姫で一番のトラブルメーカーな彼女は、よく食料などを物色しては、メロフィーユなど他の凪姫に吊つるし上あげにされていた。

「蘇よみがえります……エマとのあたたかーい思い出が脳のう裏りに蘇ります」

「ま、待つんだメロフィーユ、エマもさ、ほら色々あったんだよ。知らない土地だし、苦労もあったんだよ、うん」

「まったくもうっ、問題児です！　五年も経たつというのにっ」

「まあうん……僕も彼女を世に解き放ったのは間違いなような気もするけど……」

　しどろもどろになる。メロフィーユは美人だが、怒ると怖い。

「まあその、気長に探そうよ。とりあえずエマが相変わらずなのはわかったからさ。短気は損そん気き、焦あせらずいこう」

「わたし、エマを見たら真まっ先さきに殴なぐりかかる気がします。そのときはウィズ、止めて下さいね」

「善ぜん処しよはするけどできるかな……」

　とても不安だった。エマの息の根を止めるのはメロフィーユかも……などと思わず空を見上げるウィズだった。




　──さらに別の問題も発生する。ウィズが一座に入るのを、次々断られたのだ。

　踊り子一座は基本的に男子禁制、ウィズがいると練習に支し障しようが出るという。最初の数件は小規模なところなので多めに見てもらえたが、中堅、有名どころとなると「すみません、男性はちょっと……」と申し訳なさそうに断られた。

「まあ、考えてみれば当たり前か……」

　街で三番目に大きいという一座を出て、ウィズは溜ため息いきを吐つく。

　皆が芸術都市に夢を見て集つどってきたのだ。当然、街では生き残りをかけた競争が存在していて、もてはやされる者がいればその反対もいる。踊り子は、特にそれが厳きびしい。

「ではわたしだけで、聞き込みをしましょうか」

　メロフィーユが提案する。

「でもメロフィーユ……一人では危ないよ」

「危ない？　そうですか？」

「エマもそうだけど、凪姫はおそらく、一人のところを狙ねらわれたと思う。もし仮に、『敵』がこの街で手ぐすね引いて君を狙っていたら……」

「考えすぎですよ」メロフィーユがわずかに表情を緩める。

「油断してはいけませんが杞き憂ゆうもまた体に毒です」

「でも僕は、一緒にいるべきだと思う。凪姫は最強だ。それは僕も疑うたがってない。でもエマ達はそれでも消えてしまった。君にまでそれが及およぶと思うと、すごく怖い。メロフィーユ、僕は君まで失いたくない」

「ウィズ……」

「合理的に考えるなら、二手にわかれるべきなのは分かる。そもそも、襲撃自体が考えすぎかもしれない。けれど……」

　最後に残ったメロフィーユは、ウィズの最大の戦力などではなく、たった一人残された恩人の少女だ。大切な人だからこそ、無闇な単独行動で危険に遭あってほしくなかった。

「……わかりました。別行動は避さけ、一緒にエマを探しましょう」

　その想いが伝わったのだろう、メロフィーユは頷いた。

「ありがとう、メロフィーユ」

「いえ、ウィズの言葉は正しいです」

　そう言う少女の顔は、どこか嬉しそうだった。凜りんとした顔に、柔らかさが含まれる。

「でも、どうしましょう。さすがに聞き込みを止やめるわけには、いきませんよ？」

「そうだね、代案を考える」

　ウィズは眼を瞑つむり、腕を組むと黙もつ考こうした。

「……聖アヴェル騎士団に助力を乞こうのは？　支部はこの街にもあるよね？　女性騎士に事情を話し、聞き込みの補助をしてもらうのはどうだろう」

「合理的だと思います。しかしそうなると必然的に、凪姫の行方不明も話さなければなりません。それに、この都市では騎士の行方不明者もいたのでは？」

　芸術都市ノイシールにも、当然ヨシュアが調査隊を送り、エマを捜索した。しかし何者かによって消息不明だと、ヨシュアの報告書にあった。騎士を頼るのは得とく策さくではない。

「……そうか、だとしたら僕達が襲撃者を撃退しつつ、探すしかないか」

「そういうことですね」

　無論、本当に助けが必要なときは頼るべきだろう。しかしこのままメロフィーユにばかり負担をかけるわけにもいかない。探るべき踊り子の一座は、まだ半数以上も残っている。運が良ければ早期に辿り着けるかもしれないが、幸運に頼るのも考えものだ。

　その時、天てん啓けいを得たように、メロフィーユが呟つぶやいた。

「あ。そうです、一つ閃ひらめきました」

「え、なに、何か浮かんだの？」

「はい。少しだけ待っていてくれますか、ウィズ。いい案を思いつきました」

　こうなれば、メロフィーユだけが頼りだ。




「……なにこれ」

　夕日もいよいよ地平線に消え行く時間、外の喝かつ采さいも佳か境きようを迎えたそのとき。買い物袋を抱え、大量の品々をテーブルに並べるメロフィーユに、ウィズは真顔で問いかけた。

「これはウィッグと言います。それからこれは化粧品ですね。こちらはスカート。隣となりにあるのはドレスシューズ。つけまつ毛の手前にあるのは口紅です。その他、ショーツ、ブラジャーと続きます。──以上、説明終わり」

「終わりじゃないよ！　全然わからないっ！　い、いったい何をする気？」

「決まってます。変装してもらうためです」

「誰が？」

「ウィズが」

　一瞬だけ、ウィズはこれ夢なのかなと思った。

　しかし銀髪の凪姫は、しごく真剣な顔つきを浮かべながら、

「ウィズ。女装という概念は知っていますよね」

「待て！　待ってくれ、メロフィーユ！」

　恐ろしいことを平然と訊きく少女に、ウィズは戦せん慄りつを覚える。

「駄目だからそれはっ」

「ウィズはリリアの双子の兄だけあって、中性的な顔立ちなので平気です。体つきは男性なのでローブでごまかしますが、その他は大丈夫。ちなみにドレスシューズは、ウィズに合う大きさを探すの苦労したのですよ？　口紅もきちんとあります。あ、スカートは素材が脆もろいので引っ掛けないでくださいね」

　体つきはごまかせても声でバレることや靴探しの苦労を言われても困ることや獅子皇がスカートを穿はく時点で色々と問題だという言葉は、全て飲み込んだ。

「……僕は人生最大の試練を前にしている」

「それと、胸を大きく見せるための詰め物パツドも買ってありますから、心配なく」

「……別の方法を考え、」

「ダメです」

　きっぱりとメロフィーユは言う。

「これが手っ取り早く踊り子一座に入れる手段なのです。我慢してください、ウィズ。わたしもウィズが女の子になるのを見守ってあげますから」

「嫌だよ、拒否する！　リリア、助けてくれ！　リリア！」

　逃げる獅子皇を凪姫が捕まえる。抵抗もむなしく、ウィズは女装させられたのだった。




「はーい、私、ウィズメール。地方の神殿から来た、十六歳の女の子。これから訳わけあって踊り子の一座に向かうの。ちょっと怖いけど、楽しみ。えへっ」

「す、凄いです……ウィズ。まさかここまでできるとは、思いませんでした……」

「ふふ。僕は大切な何かを失ってしまった気がする……。それは何だろう。言葉で表せない。フフ……はは、悲しくもないのに涙が出てくるよ」

「可愛いですよ、ウィズ」

「ちっとも嬉しくないからね。誇らしい顔してるけどメロフィーユ覚えてろよ」

　鏡の前にいるのはどう見ても可憐な少女だった。金に輝くふわりとした髪が夕日を浴びて煌きらめいている。詰め物をして曲線豊かにした腰と胸は魅力的で、ローブ越しでも整った体の線は美しい。十人がいれば九人が振り向くだろう。

「後は女性らしい歩き方ですね。それさえ覚えれば完璧ですよ、ウィズメール」

「はぁい。私、ウィズメール。もうお婿にいけないの。悲しいな……」

　メロフィーユの指示により、女の子らしい歩き方まで指導され、ウィズはめきめきと美少女の階段を登っていった。




　翌朝。ウィズ達は豪華な踊り子一座にいた。正門に厳げん格かくな顔の女性兵が二名いる。

「あの、すみません。少し踊り子さんにお聞きしたいことがあるのですけど」

　裏声を駆く使ししてウィズは語りかける。心臓はバクバク、辛かろうじて笑顔を浮かべ、愛想良くする。隣には、すまし顔のメロフィーユ。












「あ、はい。大丈夫ですよ。お二人ですね。お名前だけ教えて頂ければ。……はい、ウィズメールさんとメロフィーユさん。おお、こちらは凪姫様の物真似！　似てますねっ」

「ありがとうございます。本物のメロフィーユさまに近づけるよう、もっと頑張ります」

　しれっとそんなことを言う本物メロフイーユ。

「検査しますねー、ふむふむ、武器などは持ってなさそうですね。……んん!?」

「な、なにか……？」

　ま、まずい。感付かれたか、とウィズは顔を強こわ張ばらせる。

「ウィズメールさん、とっても可愛いですね！　ぜひ一座に入ってほしいですっ」

「あはは……お気持ちは嬉しいのですけど、照れ屋なのでごめんなさい……」

「そうですか。でも気が変わったら、ぜひ入団考えてくださいねっ」

　通ってしまった。ウィズは安あん堵ど半分、緊張半分の面持ちで正門を突破する。ウィズが心臓をバクバクと鳴らし、メロフィーユが笑いをこらえていた、そのとき。

「てめえ、この野郎！　覚悟しろ！」

　入り口から別の女性騎士が、男性を引っ張ってくる。女性は鬼の形ぎよう相そうで、男は青い顔。

　正門を守っていた女性兵士の一人が、駆けつける。

「守備隊長！　何事ですか！」

「おう、この男、女装して侵入してやがった。今から牢獄に連れていけ」

「はーい」

　女性兵士に連行され、男が絶望的な顔つきのまま、一座の脇わきの兵舎に引きずり込まれた。ウィズは、彼と目が合った。見てはいけないものを見てしまった気がして、震ふるえていると、

「ん、見学かい？　すまないね。見苦しいところを見せてしまって」

「いまの人……どうなるの、ですか？」

「ん？　心配ない。再犯防止に、きつーくこらしめるさ。具体的にはちょん切るかも」

「ちょんぎ……」

「はは、まったく踊り子ってのは人気だから夜中に忍び込んだり、女装して潜せん入にゆうするのが絶えないんだよ。困ったもんだ」

　ウィズの顔が真まっ青さおになった。

「あの、私ちょっと用事ができたので、これで……」

「駄目ですよ、ウィズメール、ここへは用事があって来たんですから」

「そうそう見学に来たんだろ？　それとも憧あこがれの踊り子に会いに来たとか？　はーい、二名様ぁ、美しいお嬢さんのご案内だよっ！」

「いえ、あの……違っ……まずい、どうしようっ」

　笑いをこらえるメロフィーユの傍ら、ウィズの悲鳴がこだました。







　もういやだ、助けてっ、という悲鳴を聞きつけて、魔神デミシアは振り返った。

　この世界へ召喚されてから、一週間が経たっている。

　逃げて辿り着いたこの街は、隠れるのに好都合だった。

（ふむ、今のところバレていない）

　涼やかな美少女の姿で微笑ほほえむ。どうやらこの世界では獅子皇と凪姫なる者が大人気らしく、デミシアは『メロフィーユ』という銀髪の少女へと変装していた。

　店の盛せい況きよう記念サービスということで、無料で変装できたのは運が良かった。

　多数の物真似師が、獅子皇や凪姫に扮ふんしている中で、デミシアはほくそ笑んだ。







「疲れた……」

　太陽も天頂に差し掛かった頃、ウィズ達は大通りの店で、昼食を取っていた。

　あれからいくつもの踊り子一座を巡めぐった。女装のままの聞き込みは心臓に悪く、ウィズにとっては気の休まる暇ひまもない。

「もうこりごりだよ……」

　成果はまだ出ない。ウィズの女装が功こうを奏そうし、踊り子達は快こころよく話してくれたが、肝かん心じんのエマの現在の行方はわからず、まだ調査の必要がある。

「……仕方ない、一度宿屋に戻って化粧を直そう」

「そうですね、そのままだと汗でウィズメールちゃんの正体がバレます」

「やめてくれよ、夢に出そうなんだよ……」

　乙女の姿のまま、ウィズが顔を伏せる。どう見ても儚はかなげな少女にしか見えない。笑いたいのを我慢してメロフィーユが「さあ宿に戻りましょう」と言い二人で移動する。

「少し体を洗ってきます。ウィズは先に部屋に行ってください」

　宿屋に着くと、入り口でウィズとメロフィーユは別れた。聞き込みは忙しく、汗が出る。綺き麗れいにしておきたいという彼女の気持ちもわかる。

　少し風に当たろう──ウィズも軽く体を洗ってから、裏庭に行く。

　心地よい風だ。肌を優しく撫なでる風に心が休まる。脳裏には凪姫エマの姿。五年前、皆を励はげまし、戦いでは勇いさましかった光景。記憶の中の彼女を思い返し、呼吸を整える。

「こんなことで滅め入いってなんていられない。エマは待っているはずだ。頑張ろう、うん」

　頰を叩き、ウィズは心機一転──気合を入れ直す。

　まずはメロフィーユに化粧を直して貰もらおう、両りよう拳こぶしを握り、そう意気込んだのだが──。

「あれ、メロフィーユ？　……寝ているのか？」

　自室に戻ったウィズは、ベッドで銀髪の少女が横になっているのを目撃する。

　やや苦しげな息が漏れていた。縁にしがみつくようにしていた彼女が目を瞑ったまま体を動かすと、呼吸をするごとに大きな胸が上下する。

　けれど妙みようだ。メロフィーユがこんな無む防ぼう備びな姿を見せたことはないし、そもそも眠る部屋が間違っている。彼女の部屋は隣である。

「メロフィーユ。服をきちんとしないと駄だ目めだ。太ももが、見えて……っ」

　疲れているのか彼女の寝る姿は危あやうかった。上着は着崩れて白い肌が大だい胆たんに見えていて、さらにはスカートがめくれて、太ももが際きわどい所まであらわになっている有様。












「メロフィーユ起きて。そんな格好で寝たら駄目だ。もっときちんと──」

　そのとき、少女の手がウィズの腕を摑んできた。

「うわっ」

　不意打ちで避さけられない。ウィズの姿勢が崩れ、引き寄せられる。顔面いっぱいにメロフィーユの胸が迫ってきて──。

「うわっ、待て待て、メロフィーユ！　起きて！　むが、もがっ！」

　大きな胸に顔が押し当てられて息もままならない。柔やわらかくて温かい胸がむにむにと顔面に押し付けられる。ほんのり甘くて新鮮過ぎる感覚の中で何とか脱出しようとするが、メロフィーユはウィズの背中に両腕を回して強く抱だきしめる。

「うぐっ、ごわっ、待つんだメロフィーユ！　息ができな……っ」

「むにゃ……久しぶりに良い寝ね床どこじゃ……よく眠れたのう」

「むがっ、メロフィー……え？」

　抱きしめていたメロフィーユが、おかしな言動の後、目を開いた。

　とろんとした少女の瞳と、ウィズの視線が合う。

　両者とも、彫像のように凍りついてしまう。少し近づけばそのままキスできそうな至近距離。呆然とするウィズの前で、少女の大きな瞳。

「なんじゃ、おぬしは……？」

「え……あれ？　メロフィーユじゃ、ない？」

「ただいま戻りました」

　そのとき『本物』のメロフィーユが、入り口から入ってきた。

「ダメですよ、ウィズ。大きな声を出しては。他のお客に、迷惑が掛かりま、す……」

　瞬間、目の前のもう一人の銀髪少女を見て、彼女が目を瞬かせた。

「え？　わたしがもう一人……？」

　彼女はウィズと、偽ニセメロフィーユを交互に見て、数回ほど瞬きする。

「まさかウィズ……わたしに女装させられた腹いせに、女の子を変装させてわたしへ間接的に、いかがわしいコトを、」

「違──うっ！　どうしてそんな発想になるんだ！　いやそれよりも」

　ウィズは偽のメロフィーユへと振り返る。

「誰だ君は？　ここは僕らの部屋だぞ」

　瞬間、脱だつ兎とのごとく窓へ偽メロフィーユが駆け寄った。

「待てっ」

　ベッド上の枕まくらが投げつけられる。シーツも投げつけてくる。獅子皇と凪姫は協力して片方が盾となり、一人が迂う回かいして回りこむ。だが──。

「う……」

　ウィズが飛びかかろうとした時だった。偽メロフィーユがいきなり力を失い、倒れた。

「な、なんだ、いきなり」

「わかりません。っ、よりによってわたしの姿で倒れないでください、まったく」

　柳りゆう眉びを逆立てて、メロフィーユが駆け寄る。見ればメロフィーユの恰好で曲くせ者ものは、下着を覗かせて倒れていた。

　ウィズが気まずげに目を逸そらし、メロフィーユが倒れた少女を抱き起こしたのだった。













「まったくもう、何を考えているのですかっ」

　メロフィーユの怒った声が響ひびき渡る。

　騒動から、半はん刻こくほど経たった宿屋の一室。ウィズ達は少女の介かい抱ほうを終えていた。

　疲ひ労ろうで動けないと少女が言うので、宿の主人に滋じ養ようの薬草をもらい、体も洗わせていた。メロフィーユの恰好のままでは、本物の彼女が難色を示したので、服も着替えさせている。ついでにウィズも、元の旅装束に戻った状態である。

　そしてメロフィーユは立腹のまま仁王立ち、曲くせ者ものの少女を睨にらんでいる。

「勝手に部屋に侵入して、おまけにわたしの姿で、ウィズを誘惑するなんて」

「待ってくれメロフィーユ。それは本題じゃない。それに誘惑もされてない」

「ホントですか？　まったくもう」

　銀髪の少女は、小さく息を吐いて、長い髪を掻かき上あげる。

「それで、あなたはいったい何者ですか？　なぜこの部屋にいたのです」

　縮ちぢこまって床に正座する少女は、綺麗な娘だった。しなやかな手足、素晴らしく整った顔立ち、豊かな胸。紫水晶アメジストのような瞳。鮮やかな桃もも色いろの長髪が、ひどく可愛らしい。宿から借りた肩出しの白ワンピースを今は着せているが、華やかな美び貌ぼうがより引き立てられている。珍しい色の髪だなと、ウィズ達は思った。

　桃髪の少女は申し訳なさそうに、口を開く。

「す、すまぬ、逃げている途中で疲れてしまい、この部屋で休んでいたのじゃ」

「逃げる？　誰だれからですか？」

　少女の瞳が困ったように泳ぐ。

「わからぬ。一週間ほど前から追われているのじゃ。その途中、この街に辿たどり着ついた。……一番安全そうなここを見つけ、休もうとして……すまない、勝手に入って」

　逃げるときの辛つらさを思い出したのか、少女の細い肩が震える。剣けん呑のんな光を瞳に宿していたメロフィーユだったが、少し声を和やわらげる。

「……なぜわたしに変装していたのです」

　少女は困ったように笑う。

「街で物もの真ま似ね師しを知ったのじゃ。凪なぎ姫ひめメロフィーユは人気の変装じゃと。街に沢たく山さんいると。それで追手を欺あざむけると思ったのじゃ。専門の店で変装させてもらった。すまぬ……」

　はあ、と細い溜息がメロフィーユから漏もれる。確かに街ではメロフィーユの変装が多い。エマの聞き込みのときも何度も見かけている。凪姫の人気が窺うかがえた。

「まあ、事情はわかりました。ですがわたしに変装し、ウィズにいかがわしいことをしたことは万死に値あたいします。街の治安兵に通報しましょう」

「そそそれだけは勘かん弁べんしておくれ！」

　少女は涙目だった。見ている方が気の毒になるほどである。

「まあまあメロフィーユ」

　ウィズが間に入り、少女に目線を合わせるため屈かがみこむ。

「追われているんだよね？　それなら少しの間、僕達がかくまってあげるから」

「ほ、本当か!?」

「ですがウィズ……」

　メロフィーユがウィズの肩を引っ張り忠告する。

「エマはどうするのですか？」

「それもわかってる。でも彼女を放っておくこともできないよ。一週間も追い回されているんだ。見たところ、お金も持っていないみたいだし──」

「人情を利用した詐さ欺ぎ師しという可能性もあります」

「それは考えた。でも手足の泥どろの痕あと、爪の土の付き方、怯おびえる様子から、演技ではないと思う」

　ウィズは凪姫を導く指揮官として、観察眼には自信があった。エマを受け入れたときも、元盗賊という肩書き無しに、彼女の本質を見抜いた。

　なによりこういうとき、ウィズが困っている人を見捨てられないことを、メロフィーユはよく知っていた。やれやれと溜息が洩もれる。

「そういう優しいところは、素敵ですが」

　ウィズは目だけでメロフィーユに感謝する。

「君……名前は？」

「デミシアじゃ。妾わらわの名は、デミシア」

「わかった。デミシア。君はなぜ追われていたの？　それをまず訊ききたい」

　見つめると、桃髪の少女は逡しゆん巡じゆんする。拳をきゅっと握り、わずかに俯うつむく。そして彼女は意を決するように、口を開いた。




「妾は──魔神じゃ。だから、追われているのだと思う」




　ウィズとメロフィーユの目が、驚きに見開かれた。





　　　　　†　　†






　魔神。

　それは、伝説の中に登場する存在。人智を超こえ、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくす者。古くは数千年前、まだ災さい禍かの翠すい蛇じやすらいなかった時代に、異界より現れ、世界を焼き払ったとされる。古代の英雄や賢者、聖者達が立ち向かったが、多大な犠牲者を出し、混沌と災さい厄やくのみが撒まき散ちらされたと、記録には残されている。

　とはいえ、魔神が登場したのは遙はるか昔の話である。お伽とぎ話ばなしや伝説の中でしか語られないはずの存在だ。時が過すぎ文明が栄さかえ、災禍の翠蛇が現れてからは、絵画や物語の題材くらいにしか扱われることはない。

「本気で言っているのですか？」

　メロフィーユが疑いの目を向ける。

「ほ、本当じゃ！　妾のこの威厳、この身なり、どこをどう見ても魔神じゃろう！」

　と言われても、ウィズ達には不思議な髪の美しい少女にしか見えない。歓楽街ならばすぐ声をかけられるだろう。

「魔神というより、淫いん魔まなら信じられますが」

「し、失礼な！」

　メロフィーユがデミシアの見事な双そう丘きゆうを眺ながめ言う。たしかにデミシアの胸部は凄すごい。掛かけ値ね無なしに凄い。メロフィーユも平均よりかなり上だがデミシアが相手となると分が悪い。誰でも目が引き寄せられてしまうほど彼女の武器は凶悪だ。

「わたしより大きいなんて許しません」

「話が逸それてるよメロフィーユ」

　ウィズが苦笑いし、仕方がないので似たような存在に聞けばいいという結論に至いたる。

　太古の昔には竜や魔獣が世界を闊かつ歩ぽしていた。魔神や災禍の翠蛇によってほとんど滅ほろびてしまったが、長ちよう寿じゆゆえに知識は深い。

　金こん剛ごう竜りゆうであるオルシムならば魔神が本物か否いなか見分けられるだろう──ということで、ウィズ達は街の外で待機していた彼の元に向かった。

　デミシアの桃色の髪、紫むらさきの瞳、メリハリの利きいた体や仕草を確認し、オルシムは言う。

「これは、何とも珍しい存在だ。この地で、魔神に会えるとは」

　仰ぎよう天てんしたのはウィズとメロフィーユである。

「え、本当に？」

「ウィズに近づいた詐欺師ではないのですか」

「魔神とは、遙はるか昔から、『カルマベル』と呼ばれる異界を、統すべる存在だ」

　驚愕する彼らに、オルシムが淡々と説明する。

「魔族、魔獣、邪霊……様さま々ざまな悪性を持つ集団を束たばねる、邪悪の覇王。魔神館と呼ばれる要塞に住み、強大な魔術で、世界を支配する。オレも、直じかに見るのは初めてだ」

　これでも興奮しているのだろう。いつもより饒じよう舌ぜつに語るオルシム。

「耳を確認すればいい。擬ぎ態たいしているが、触さわれば、先せん端たんが尖とがっている。人の姿に、鋭利な耳。それは魔族の中でも頂点に近い者が持つ、特とく徴ちようだ」

「デミシア、ちょっと耳を失礼しますね」

「うむ」

　メロフィーユが魔神の少女の耳に触れる。

「あ、本当に尖っています。見る限り普通の形ですが……なるほど、幻術の一つですね」

　オルシム曰いわく、魔族とは人や獣を襲う邪悪な存在。その血や肉、悲鳴のためにどんな非道も辞じさない悪だと言う。その種族において、魔神は最上位に君くん臨りんする。

　多彩な能力の一つに擬態があり、幻を見せて幻げん惑わくさせることも可能らしい。

　もっともデミシアはまだ十七歳と若く、幻惑は体の一部を惑まどわす程度だそうだ。

「本物の魔神って、初めて見るよ……」

　ウィズもデミシアの耳に触れる。確かに耳じ朶だの先が鋭角で、押すと僅わずかにへこむ。

「はう、そんな熱心に触られると恥ずかしいのう」

「ウィズ……やらしいことしないでください」

「待ってくれ、そんなつもりはないっ」

「耳を触られるのは、お尻しりを撫なでられるくらい恥ずかしいのじゃ。はうぅっ」

「ウィズ！　駄だ目めですよ、駄目ですからね」

「誤解だよっ」

　ウィズ達の騒動もオルシムにとっては欠伸あくびが出る光景らしい。彼は大きく口を開け、

「そういうわけだ。その娘は、紛まぎれもない魔神。無駄な脂し肪ぼうが胸にあろうとも、無駄に尻が出でっ張ぱっていても、人間の娘ではなく、魔神」

「なんか悪意がある言い方だ……」ウィズが呟く。

「オレは、胸と尻がある女は、みな破は廉れん恥ちだと思っている。銀髪娘も、魔神娘も、じつに卑ひ猥わいだ。慎つつましいリリアこそが至高」

「ウィズ、今晩の主食はトカゲの煮付けスープにしましょう。いま決まりました」

「妾も逃亡生活でお腹なかが減へった。知っておるかの、竜は栄養価が高いのじゃよ？」

「待った待った、落ち着くんだ二人とも」

　オルシムが大きな欠伸をする。ウィズの胃がきりきりと痛む。前途多難だった。




　──結局、デミシアを保護する形で話はまとまった。ノイシールの街にある、聖アヴェル騎士団の支部へ、客人として招まねき入いれることに決まる。

　伝説通りならば魔神は人間に仇あだなす存在だが、デミシアは少し変わっていた。人間を恐怖に陥おとしいれるのではなく、人と友好的な関係を持ちたいという珍しい魔神だった。

　元々、その気き質しつが災いして異界カルマベルでは浮いた存在だった。人の血や絶望が大好きな魔族に囲まれて、嫌々ながらに統率者として君くん臨りんしていた。地獄のような日々だったが、一週間前にこの世界に召喚され、各地を転々とし、芸術都市ノイシールへ辿り着き、ウィズ達と出会ったそうだ。

　異界もウィズ達の世界も、人間の容姿や言語、文化形態はあまり変わらない。デミシアにとっては憧あこがれの環境で、害を及およぼすわけもなかった。

「……でも一応、魔神なので拘こう束そくくらいはすべきだと思いますが……」

　メロフィーユの懸け念ねんにウィズは反対する。

「そんなことしなくても、デミシアは何もしないと思うけれど」

「そうですか？　女の子でも油断しては駄目ですよ？」

「襲われても僕は獅し子し皇おうだし、撃げき退たいできるよ」

「いえ、ウィズの方が襲ってしまうのではないかと。ベッドで眠る彼女を」

「僕はそんなことはしないっ」

　言って、困ったようにウィズは呟く。

「何だかメロフィーユは、デミシアに厳きびしいような……」

　対抗心、みたいなものを薄うっすらと感じる。

「（ウィズがたぶらかされないようにするために決まってるじゃないですか。あなたを守るのはわたしです。わたしなんですから）」

「え？　いま何て……？」

「いいえ何でも。ウィズには聞こえなくてもいいことです。それより……」

　視線は、魔神の少女へと向かう。デミシアはまなじりを緩ゆるくして微笑した。

「うむ、メロフィーユの言うことが何となくわかった。それなら、妾を縛しばっておくれ」

「でも、デミシア……」

「いいんじゃ、ウィズ。信頼には時間が掛かることくらい妾もわかっておる」

「ごめんね」

「良い。それより縛られるというのは新鮮じゃ。面白そう」

　本人の了解もあってメロフィーユは、腰の麻袋から長いリボンを取り出した。普段から彼女が持ち歩いている暗器の一種だ。本来は先端にある刃で敵を傷つけるが、それを外し、拘束具として使う。頑がん丈じような布のため巨大な獣すら引きちぎる事は叶わない。

　それを、デミシアに巻いていく。

　しかし問題があった。

　胸と。お尻が。

　デミシアの起き伏ふくに富む体型により、特定の部位が妙みように強調されるような形になってしまった。縛れば縛るほどたわわな稜りよう線せんが描き出されていく。メロフィーユの目が据すわる。

「……やっぱり、縛らなくていいです」

「なんと、やめるのか？　妾は大丈夫じゃぞ」

「あなたを拘束しなくとも、ウィズはわたしが守ります。ええ守ってみせますともっ」

　強く凜々しく宣言するメロフィーユ。ウィズとデミシアは、顔を見合わせるのだった。







　聖アヴェル騎士団、ノイシール支部。その一室にて。

『魔神だと？　お前達、そんなものと出会ったというのか？』

　メロフィーユは獅子皇神殿に定時連絡を入れていた。相手は騎士団長のヨシュアだ。

「はい。名前はデミシア。どうやら何者かにこの世界へ召喚されたらしく、追われていると。一週間ほど逃亡してこの都市に辿り着いたみたいです」

『……裏はとれているのか？』

「はい。オルシムによれば、彼女は紛まぎれもない魔神。異界にて魔族を率ひきい、人間と敵対する強大な存在らしいですね。……もっとも、デミシアは召喚の際、力の大半を奪うばわれたままみたいですが」

『なんとも面めん妖ような話だ……実際に接してみての印象は？』

　魔術陣に囲まれた部屋の中で、メロフィーユはわずかに思案する。

　聖アヴェル騎士団は各地に支部を持っており、《遠えん話わ》の魔術によって遠距離の会話が可能となっている。何百里という距離を超こえ、メロフィーユは声を届かせる。

「わたしも彼女は本物だと思います。ここへ来るまでさりげなく誘導尋問したところ、わたしの知らない毒薬や毒草の名前をいくつか知っていました。あり得えないことです」

『なるほど。確かにお前は暗器と毒薬の練達者だ。理由の一つになるが……他には？』

「信じがたいことが。デミシアには獅子皇と凪姫についての知識、及び災禍の翠蛇に関する知識が、さっぱりありません」

『なんだと……？』

　この世界に住む以上、獅子皇と凪姫、そして災禍の翠蛇の因いん縁ねんは誰もが知っている。しかしその知識が、デミシアにはまるでなかった。

『それも確かなのか？　虚きよ言げんはないと？』

「会話しつつ相手が真実を述のべているか、そうでないかは、わたしは幼少に受けた訓練で判わかります。相手の視線、発汗、匂い、瞬まばたき、声の響ひびき、諸もろ々もろから算出したデミシアの状態は、初対面のウィズやわたしへの緊張はあっても、虚言を吐はく余裕はありません」

　魔術陣の向こうから、深い思案と動揺がメロフィーユにも伝わる。

　無理もないことだった。魔神、異界の覇者。そのようなものが現れ、接触すらしてきた。伝説の存在を知らされ、ヨシュアの動揺は計はかり知れないだろう。

『なるほどな……他に特筆すべき点はあるか？』

「驚いてください。彼女、『制約』なしに魔術を使ってみせましたよ」

『なんだと、まさか……』

　ヨシュアの驚きが頂点に達する。

「──魔術にあるいくつかの理ことわり、一人につき一つしか使えない、魔石なくして魔術は使えない、それを彼女は──」

『……無視したというのか？　本当に？』

「はい。今頃はウィズに見せている頃ではないでしょうか。凄かったですよ」




　その頃、ウィズは別室で焦っていた。

「デミシア、待ってくれ、魔術をやめるんだっ」

「うん？　なぜじゃ？」

「なぜじゃじゃないよっ。《念動》で自分のワンピースの紐ひもを外したら駄目だ」

　不思議そうな表情をデミシアは浮かべる。彼女は離れたものを操る魔術──《念動》で自分のワンピースの肩紐を外そうとしていた。

《念動》は確かに凄いが、彼女は紐付きの白ワンピースを着ている。紐を解けばウィズにとって直視できない光景が広がるのは明白だった。

「ならばスカートの方を」

「魔神の羞しゆう恥ち心しんってどうなってるの？　見てる僕が恥ずかしいよっ」

　どうやら価値観の違いはあるらしく、デミシアは下着を見られても平然としていた。

　好奇心も旺おう盛せいだった。デミシアは部屋の品を物色し、「これは何じゃ」と訊いてくる。棚や首飾りや据え置きの薬草を見るだけで瞳を輝かせる彼女を見ると、文句も言えない。

　きゅうう──と、そのときデミシアのお腹から音が聴こえた。

「む、お腹が鳴ってしまったのじゃ。ちょっと恥ずかしいのう」

「そこは人間も魔神も共通なんだね」

　苦笑いしつつ、表情を和やわらげる。

「お腹空すいたなら何か持ってこさせるよ。騎士に頼めばまかない料理が来ると思う」

「人の作った料理！　ぜひ食べてみたいのう。お願いするぞ、ウィズ」

　途と端たんに瞳を輝かせるデミシアにウィズまで嬉しくなる。騎士を呼び、簡単なものでいいから何か出せないかと問うと、しばらくして運ばれてきたのは鶏とりのスープだ。

「おおっ！」

　貝と鶏肉を入れ塩で味付けした質しつ素そなものだが、それでもデミシアは飛び上がるように喜んだ。湯気と共に立ち上がる香ばしい香り。デミシアのお腹がぐうと小さく鳴る。

「また鳴ってる。さあ、召し上がれ」

「うむっ」

　用意された木のスプーンを使って一心不乱に、デミシアは食べていった。何度も「美お味いしいのう！」「歯ごたえが良い！」と連呼しながら食べる食べる。彼女は見るからに幸せそうで、見ているウィズまで口元がほころぶ。

「ごちそうさまっ。美び味みじゃったぞっ」

「魔神の口に合って良かった」

「もっと食べたいのう。駄目か？」

「いいよ。それなら騎士にもっと運ばせよう」

　次々とデミシアの前にスープ、野菜のお浸ひたし、魚の燻くん製せいなどが運ばれる。

　どれも騎士団の余あまり物ものなのだがデミシアは貪むさぼるように全て平らげる。知らない食材があると、スプーンで突つつくが、口に入れるや破顔して、瞬く間に完食してしまう。

「ま、まさか八人分完食するとは思わなかった……」

「人の料理は弾けるような美味しさじゃのう。もっとないか。足たりぬ」

「ええと、さすがにもうないみたいだよ。後は夕食だって」

　一瞬、デミシアは残念そうだったが、それでも満足したように微笑ほほえんだ。腹が膨ふくれているかと思いきや細いままである。魔神の消化能力は恐ろしく優秀らしい。

　しばらく、どの食材が美味かった、食べやすかったなどと、デミシアが賛さん辞じを並べた。

　トカゲの胸肉が最高と言ったので、オルシムを出したらどうなるかとウィズは思った。




「そういえばウィズ」

　食事の話題も一区切りした頃。デミシアの興味が、壁際に向いていた。

「さっきから気になっていたのじゃが、あれはなんじゃ？」

　彼女が指で示した先には、五つの絵画がある。勇いさましく剣や聖衣を翻ひるがえして戦う人々が描かれていた。

「ん？　ああ、歴代の獅子皇と凪姫達の決戦の絵だよ」

「獅子皇と凪姫の決戦？」

　ウィズは頷いた。

「うん。この世界が二百年ごとに『災禍の翠蛇』に襲われることは、話したよね？　それを描いたものなんだ」

「ほう、世界の命運をかけた戦いか。圧倒されるのう」

「うん。一番左上に描かれているのが、初代獅子皇・聖アヴェルと、凪姫達の戦い。隣が六代目獅子皇ヴァリエス。その右が十三代目獅子皇エンテローザ。下の鎧よろい兜かぶとは……」

「ウィズやメロフィーユも描かれておるな。一番右下じゃろう？」

　嬉々として指し示した先には、幼い十一歳のウィズと、六人の凪姫達。いずれも精せい悍かんな顔つきのもと、巨大な蛇へと立ち向かっている。

「ウィズはまだ子供の姿の絵じゃが、一番勇ましいな。見み惚ほれるのう」

「そ、そんないいものじゃないよ。これは誇こ張ちようされてるし、あの頃は必死だったから……」

「たまに見せるウィズの凜々しい顔を見ていると、誇張ではないと思う。この画家は事実を描いておる」

「はは……」

　そこまで言われるとさすがに照れる。ごまかすように、ウィズは小さく咳せきをする。

「僕は、そこまで凄くはないよ。凪姫達が凄く奮ふん闘とうしてくれたから。それに……」

「それに？」

「僕の体の中には、リリアの命もあるから」

「ふむ？」

　意味が分からずデミシアは問い返そうとした。しかしウィズが哀かなしそうな顔をしているのを見ると、すかさず口をつぐんだ。代わりのように、壁の絵画を示す。

「ふと思ったのじゃが、どれも凪姫は六人なのじゃな。さらに増やせないのか？」

　ここに来るまで、獅子皇は魔術を使って凪姫を覚醒させることをデミシアに説明していた。ゆえに、増員させれば災禍の翠蛇を倒しやすいと思ったのだろう。

「それは……無理なんだ。獅子皇の体に負担が掛かるからね。凪姫は、同時期に六人までしか存在できない。六代目獅子皇ヴァリエスのほか、ここの歴代獅子皇は、限界を超えて七人以上の凪姫を覚醒させようとしたけど……体が耐たえ切きれず、全員砂になった」

「恐ろしい話じゃな……」

　ウィズは小さく頷く。

「うん。気持ちはわかるけどね。災禍の翠蛇は倒されると、より強くなって復活する。戦術や戦略も、より洗練させないといけない。……だから彼らが、限界を超えようとしたのは自然な事だと思う。けれど結局は、獅子皇は司令塔となって、六人の力を七人にも八人にも引き上げる必要があるんだ」

「ならば十一歳で大命を成なしたウィズは、やはり凄いではないか」

「あはは……褒ほめ殺ごろししても、何も出せないよ？」

　また話が戻ってしまったので、ウィズは頰を掻いた。微笑んだまま本棚へ向かう。

「獅子皇や凪姫に興味があるなら、英えい雄ゆう譚たんとかも出版されてるんだよ。少しどう？」

「読んでみたいのう。どれどれ……」

　樫かしの本棚からウィズは一冊の書物を出し、手渡す。

　しかしウィズは手渡して数十秒後に、自分のうっかりを悟った。

　デミシアに渡したのは十五禁──つまり成人向け小説だった。基本的に事実が書かれているが、その描写は克こく明めいかつ生々しい。読むには勇気がいる。昔リリアとこっそり二人で読んだときは、あまりの描写に震え上がった。

　頭を砕いても腹を裂さいても平然と襲ってくる巨大な伝説の蛇が書かれている文章を読み、みるみるデミシアの顔が青ざめていく。

「な、なんじゃこれは！　さ、災禍の翠蛇こわいのうっ！」

　涙目になる彼女を見て、ウィズはつい笑ってしまった。




「ウィズの勧すすめる書物はもう読まぬ」

　デミシアがそっけない態度で先を歩いて行く。

「待ってデミシア、僕が悪かった」

　英雄譚の騒ぎから数分後。二人は支部内を回っていた。あまりの恐怖に部屋を飛び出したデミシアを追ったウィズだが、振り返ったデミシアは柳眉を逆立てている。

「……残酷な描写があるならそうと言ってくれれば良いのに」

「ごめん。迂う闊かつだったよ。デミシアって魔神だけど、まさか怖がりとか……？」

「そんなことはないぞ？　妾は鋼はがねの精神力を持っておる。素晴らしい域いきじゃ。フフン」

「……十四ページの挿さし絵えが書かれたシーンで、騎士ベルトーが災禍の翠蛇に襲われ、」

「やややめておくれ！　序じよ盤ばんの残酷な場面を思い出したくないっ」

　顔を引きつらせるデミシアは、そのまま回廊を走った。泡を食ったウィズが追うが、デミシアは睨にらんでくる。

「ウィズは意地悪じゃのう、まったく」

「ご、ごめん。まさか本当に怖がりだなんて。うわっ」

《念動》で廊下にある火のついていない松明たいまつが飛んでくる。

「待ってデミシアっ、お詫わびに何でも言うこと聞くから、機嫌直してくれっ」

　眉間にシワを寄せ魔術を使っていたデミシアだったが、その声にふと止まる。

「ほう、お詫びに何でも言ってよいのか？」

「ぼ、僕にできることなら……」

　追いついて答えると、デミシアは口の端を緩ゆるめる。

「それならこうしよう。妾を三回、笑顔にするのじゃ」

「笑顔を、三回？」

「うむ。そうすればこの事はなかった事にする」

「……わかった」

　とはいいつつも、ウィズには芸など持ち合わせがない。六人の凪姫と修行の旅のときも、生き真ま面じ目めな奴だと凪姫エマに揶や揄ゆされたのだ。五年経ってもそれは変わらない。

　仕方ないので、支部内を遊覧しようと提案する。まずは鍛たん錬れん場だ。無数の練習用棒人形、魔術修練用具、大人百人が走り回れる空間で、騎士達が鍛錬している。

「ここは騎士の鍛錬場だよ。街の治安や霧む幻げん種しゆの掃そう討とうに従事するため、皆が鍛えてる」

「おお……っ」

　晴天が見える吹き抜けの広場に、無数の騎士達がひしめき合っている。

　剣、槌つち、弓、棍こん。火炎や雷撃や氷柱つらら。遠近問わない武器や魔術が所狭しと飛とび交かう。

「洗練されておる。速い」

「うん。聖アヴェル騎士団は、獅子皇と凪姫の補佐組織なんだ。災禍の翠蛇を倒せるのは獅子皇と凪姫だけ。けれど細かな事態には対応できない。決戦時の避難誘導や支援攻撃、それに災禍の翠蛇の分体の掃討……多様な任にん務むに、彼らは誇りを持って励はげんでいる」

　一人の騎士が雄お叫たけびを上げながら剣技を放つ。組手の相手が戦せん斧ぷで切り結ぶ。

　からりと機嫌を入れ替えたデミシアが、弾んだ声をあげる。

「皆素晴らしい動きじゃ。これで全部か？」

「騎士は世界中に散らばってるよ。ここは支部の一つ。国を超こえた組織なんだ。三大国家、中堅国家、島々、秘境──世界には十二万七五八二人の聖アヴェル騎士団がいる」

　さらりと出た数字に、唖あ然ぜんとデミシアは目を瞬かせる。

「ウィズはひょっとして、全部の数を把は握あくしておるのか？」

「うん。エラルド、ローズ、カストール、ジョン、エイダ、ワストー、モスリーン、アイビス、エルビア兄弟、サクサンカ……この広間で鍛錬する騎士の他、本拠地の獅子皇神殿の構成員、世界中に散らばる支部の騎士、全部覚えてる」

　ウィズは、照れたように言う。

「僕やメロフィーユのために、いや、僕達が対処できない町村の人たちの安全を守るために彼らはいつも励んでいる。だから彼らのことは、なるべく覚えるようにしてる」

　言って、「本当は小さい頃に、教育係に言われたからだけどね」と片目を瞑つむる。

　デミシアは、茶ちや目めっ気けあるその様子に破は顔がんした。

「あ、デミシア、これで笑顔が一回だよ」

「む……？　おぉ」

「またすぐにデミシアを笑顔にしてみせる。見せたいもの、たくさんあるんだ」

「うむ！　楽しみじゃのうっ」

　嬉しそうなデミシアに、ウィズもまた笑ったのだった。




　それからウィズは、ノイシール支部のあちこちに、デミシアを連れて回った。

　よく話しよく興味を示し、盛さかんに人間の生活を見て眼を輝かせるデミシアは、騎士達の間でたちまち人気者となった。人間の食べ物談義に花を咲かせ、訓練の際には騎士を応援し、盤遊戯チエスのやり方を教わっては、「難しい」「なかなか勝てぬ」「おお、おぬし強いのう！」と褒めちぎる。支部内が、明るく華やいだ。

　いつしか花束や髪飾りなど、贈り物まで貰もらってしまうデミシア。彼女は憧あこがれの人間の暮らしを見て、何度も笑顔を振りまいていた。

　やがてウィズが最後に彼女を案内したのは、支部内でも人気の高い施設だ。

「おお、水浴び場じゃ。広いのう」

　花と草木に囲まれた庭園風の広場には、瑞みず々みずしい池が設もうけられている。

　枝の上では小鳥が舞い降り美しい声を奏かなで、愛あい玩がん用ようの火トカゲがかさこそ草場で動く。

　デミシアが期待に胸を膨ふくらまして尋たずねる。

「ウィズ、水浴びしても良いかのう？」

「うん。逃亡生活で、あまり洗えなかったんだよね？」

「うむ。宿屋でメロフィーユに拭ふいてもらったが足りぬ」

　張り切った様子で、デミシアは泳げるほど広い池の縁に寄った。

　しかしいきなり、彼女は着ていたワンピースの肩紐に手をかけてしまう。

「ま、待ってデミシア！　肩紐っ！　またっ」

「ふむ？　水浴びするのだから脱ぐのは当然じゃろう？」

　言うとデミシアは止める間もなく肩紐を解放させてしまう。幸い、胸が大きすぎるのですぐにワンピースが落ちることはないが、慌あわててウィズが目を逸そらす。

「僕はあっちを見てるからっ」

「人はやけに裸身に拘こだわるのう。特別な価値観があるのじゃな」

「できるだけ早くしてね！　こんなところに騎士が来たら僕は破は滅めつだよっ」

　しかし、デミシアはなぜか完全に脱ぐ前に、紐を結び直した。音でそれを感じ取ったウィズの耳に、静かな声が届く。

「……のう、ウィズ、この際じゃ、一緒に水をかけ合わないか？」

「え？」

「いいじゃろ？　ウィズも、少し埃ほこりっぽい匂いがする。ほれっ」

　デミシアがワンピース姿のまま水を掬すくい取とり、大きくウィズにかける。

「うわっ」

　とっさにかわすがデミシアの水かけは止まらない。バシャ、バシャと、楽しそうに両手で水をかけてくる。

「ふふははっ」

「で、デミシア、……仕方ない、お返しだよ」

　デミシアの弾けるような笑顔と、ウィズの間で、何度も冷たい水が飛散する。

　それは陽光を受けてまるで宝石のように輝き、きらきらとした飛沫しぶきがいくつも舞う。無邪気に、まるで子供のように、二人は互いに水を浴びせ合う。












　穏おだやかで、楽しい時間が流れていく。

　不思議だった。ウィズは思った。世界は再び災禍の翠蛇によって窮きゆう地ちに陥おちいろうとしているのに、この少女といると、穏やかな気持ちになれる。

　メロフィーユといれば使命感が湧き起こるが、デミシアの場合は違う。彼女と語らい、その幸せな表情を見る度に、心の奥が安らいでいくのだ。

「──あのな、ウィズ」

「うん？」

「妾は、楽しい。ウィズといると、凄く楽しい」

「僕もそうだよ。君とこうしていると、ずっと水をかけ合いたくなる」

「ふふっ」

　奇くしくも同じような感情を抱いてくれたことに、ウィズは嬉しくなる。

　胸の奥が、じんわりと温かくなる。

　水をかける手を止め、大切な宝石箱でも見るような瞳をデミシアはウィズに向け、

「妾はこの七日間、不安じゃった。来る日も来る日も追手から逃げる日々じゃった。魔族の故郷でも、魔神として崇あがめられていた苦悩の日々。人に害を成す軍団の中で、どうしようもなく胸が痛かった」

　憂うれいを秘めたその瞳と声音に、熱がこもる。

「妾は、魔神としては失格じゃ。妾は魔族が当たり前に持つ残虐性を持たずに生まれた。だから人を害さねばならない己の運命が、嫌いじゃった。けれど今は……」

　一瞬だけ、哀切に満ちた表情の後に目元を流れたのは、小さな雫しずく。

「こうして遊んで笑えることが、凄く……妾は、凄く……」

　デミシアの瞳から、次々と涙が零こぼれ落ちた。

　その後は、もう言葉にならない。

　胸に抱えていたものが、一度に溢れたのだろう。

　波は濤とうのようにあふれだす涙と嗚お咽えつからは、止めどない過去への嫌悪が見え隠れする。

　魔神として異界の魔族の頂点に君くん臨りんしていた彼女。けれど実態は、人のように笑い、人のように遊び、そして人のような幸せを望む、一人の少女なのだ。

「デミシア……」

　反射的に、ウィズはデミシアの細い体に腕を回す。優しく、いたわるように。そっと力を込める。すると、力強くデミシアが抱き返してくる。

「妾は……今が楽しい。夢のような時間が、楽しい……ううぅ」

　声を押し殺そうとして、それでも止められない嗚咽が、広場へとにじみ渡る。

　それは、やっと摑んだ平穏に対する安心感だ。生まれてすぐ、人殺しの覇王として宿命づけられた彼女の境遇。泣いても拭ぬぐっても消えない涙は、魔神としての不幸の証あかしだ。

　震える背中を、ウィズはゆっくりと、優しく何度もさすっていく。

「ううぁ……あああ……妾はこんな幸せ、知らなかった……」

「デミシア……大丈夫だよ、デミシア」

　壊れないように。震える少女の耳に、ウィズはそっとささやく。

「ここには君を崇める魔族はいない。この世界には僕達がいる。いま君の目の前にいるのは、一度世界を救った人間だ。見たでしょう？　英雄譚に出てきたよね？　災禍の翠蛇という巨大な化け物を倒したのは、僕と凪姫だ。君の目の前には、獅子皇がいる。近くにはメロフィーユもいる。君はもう、安心していいんだよ」

　頷く仕草が、ウィズの胸の中で繰り返される。

　濡ぬれた服越しに伝わる命の温かさ。

　涙でかすれて消え入る声で、魔神の少女は何度も「ありがとう」と、ささやいた。







「デミシアを召喚した者達が、何を企たくらんでいるのかはわかりません」

　連絡室。遠く離れたヨシュアへ向け、メロフィーユは硬い声で報告を続ける。

「ですが、ウィズが保護すると言う以上、最大限の配慮はしていきたいと思います。それが、彼の優しさでもありますから」

『……そうだな。お前も、いや、お前達凪姫は、あいつと出会ったことで幸せを摑んだ。お前がそう言うのなら、魔神デミシアの身柄は任まかせる』

「ありがとうございます」

『とりあえず、そちらの支部騎士長と話がしたい。後で代わってくれ』

「はい。ありがとうございます、ヨシュア」

　一つの懸念が消え、ほっとメロフィーユは息をつく。

「正直、話すのは迷ったのですが、色々と手間をかけてすみません」

『気にするな。我ら聖アヴェル騎士団は、獅子皇と凪姫を補佐するのが使命だ。お前達が平和を築く者なら、我らはそれを守る者。自分の手足のように使え。それとな……』

「はい」

『お前達は世界の救世主だ。誰からも崇められる英雄だ。だからこそお前達は、問題が起きたときに、自分達だけで解決しようとするのでは、と危き惧ぐしていた』

「それは……そもそもがわたし達にしかできない旅ですから」

『判わかっている。何が起こるかわからん以上、お前達の隠おん密みつは基本。だが二人だけで抱えることはない。必要があれば騎士団を頼ってもいい。──今回、お前達は俺を頼ってくれた。それが、嬉しい。俺にとっては、お前達二人は支えるべき英雄であると同時に、大事な家族だ。家族が危機に陥った時、頼られて嬉しくないわけがあるまい？』

「家族……」

　銀髪の凪姫は、かすかに胸に温かさが灯ともるのを感じて、戸と惑まどう。

『ここ数年、俺が言われて一番嬉しい言葉は、お前やウィズの「ただいま」という一言だったのだぞ？　各地の祭祀から帰ってきたお前達の言葉が、何より楽しみだった』

「ヨシュア……」

　ずっとずっと、メロフィーユはウィズのために獅子皇神殿へ貢こう献けんしてきた。

　多くの祭祀や行事に参加して、ウィズのそばでいつも見守って。

　それはあくまでウィズのそばにいたいという、個人的な感情によるものだが、そんなメロフィーユに対して、お前は大切な存在だと、ヨシュアは言ってくれている。

　そのことに、嬉しくなる。メロフィーユには親も兄弟も親戚もなく、天涯孤独の身を経へて、獅子皇神殿に身を寄せた。だからこそ、ヨシュアの言葉は尊とうとい。

『メロフィーユ。お前はウィズの支えになろうとしているのだろうが、我々はお前の助けにもなれるのだ。何かあれば、俺を頼れ。騎士団を頼れ。今回の魔神の件のように』

「──はい。ありがとうございます」

　メロフィーユは長い睫まつ毛げを伏せる。普段、氷の凪姫と言われるほど、喜怒哀楽を表には出さない彼女だが、このときは声を弾ませた。

『──ああ、それとな。お前には、もう一人、家族がいることも忘れるな？』

「はい？　それはいったい──」

『それは、わたくしですわ、メロフィーユさん』

　可憐な声に優しい響きが、部屋に行き渡る。

「リリア？　大丈夫なのですか？　《遠話》の魔術室は部屋から遠いはず。体は……」

『平気です。短時間ですが、魔術で歩けるくらいの体力は頂きました』

　リリアの行動力に、メロフィーユは驚いた。獅子皇の妹は、気遣わしげに、

『メロフィーユさん、何か大事ありませんか？』

　まるで本当の家族に向けるように、獅子皇の妹は案じる声を響かせる。

『もし悩んだり、苦しくなったときには、獅子皇神殿に連絡してください。わたくしもヨシュアも、待っていますわ』

「リリア……」

　その心遣いに胸が温かくなる。家族がもし自分にいるなら、こういうものかと思う。

「わたしは──大丈夫ですよ。心労よりも、楽しいことがたくさんあって。そのことを報告したいくらいですから。例えば、ウィズが女装したこととか」

『じょ、じょ、女装!?』

　慌てたような声が聞こえてくる。

『そんな、兄様の可愛い姿、み、見てみたい……あ、でもでも、そうしたら私はきっと眠れなくなる……ハッ、いえ、何でもありません。兄様、頑張っているのですね……』

　慌てて取とり繕つくろう少女に、メロフィーユは可お笑かしくなる。

「リリアの方こそ、寂さびしくありませんか？　大好きな兄を連れ出して、すみません」

『いいえ、兄様は皆さんの希望です。その代わりに帰ってきたら、たっぷり甘えます』

　いい妹を持って、ウィズは幸せだとメロフィーユは思う。帰れば迎えてくれる人がいて、笑顔が約束されている。辛い事や悲しい事も、リリアがいるから彼は頑張れる。

　そして──そんな彼らだからこそ、守りたいとメロフィーユは思う。肉親といえる者がいないからこそ、自分を家族同然に扱ってくれる彼らの未来を、繋つなげていきたい。

「リリア」

『はい、なんでしょう、メロフィーユさん』

　こうして旅に出るとよくわかるのだ。ウィズは五年の間で、肉体はとてもたくましく成長した。けれど精神的にはまだまだ隙すきがある。ともすれば悩みがちな少年──それをうまく導けるのは、子供の頃から見守ってきた、自分しかいない。

「わたし達は五人の凪姫を取り戻します。災禍の翠蛇の復活もさせません。ですからウィズが帰ったなら、思いっきり甘えてください。それが、彼の一番の幸せですから」

『はい。祈ることしかできぬ身ですが、わたくし、お二人の無事を、信じています』

　かつてウィズは、メロフィーユを救った。

　その過去があるからこそ、メロフィーユは幸福を感じることができている。

　ウィズがまたも運命に翻ほん弄ろうされるなら、その運命を打破してみせる──メロフィーユはそう強く強く、心に刻み込んでいた。







「──やはり、そばにいたいか？」

　メロフィーユとの会話を終え、ヨシュアは傍らのリリアへ話しかける。

「はい。やはりわたくしも、メロフィーユさんのように兄様のそばにいたいです。こうして問題が起きているのに、祈ることしかできないことが、悔くやしいです」

　獅子皇の力は、一子相伝。かつ意思のある力。その力は先代の獅子皇である母が亡くなったとき、双子のウィズとリリアのうち、健康な肉体を持つウィズを選んだ。

　けれどウィズが戦いに悩むように、戦う事すらできないリリアは、悔しさに唇を結ぶ。

「お前の気持ちは、わかる。だがリリア、無事に帰れる場所こそ、あの二人に必要なのだ。海原に挑む漁師と一緒。どれほど辛くとも、帰れる『家』がある人間は、強い」

「……そうなのでしょうか？」

　生まれつき体が弱い少女には、その感覚はわからない。いつだって彼女は、待つ身だ。

「そうだ。知っているか？　お前と会話した後のウィズは、いやメロフィーユもだが──まるで覇気が違うぞ？　あいつらにとって、リリアこそが最大の心の支えなのだ」

　恥ずかしそうに頰を染めるリリアに向かって、騎士団長の男は言う。

「悔しさも、もどかしさも判る。俺もウィズの母君を守れなかった、悔恨があるからな。だが人には、ある種の役割が必要だ。ゆえに、今は祈れ。そして帰ってきたときには笑って、出迎えてやれ。それが何よりの──あいつらへの労ねぎらいなのだから」

「──はい」

　雨の中咲く、一輪の花のような少女を見て、ヨシュアは思う。

　確かに、リリアがウィズのそばにいられれば、彼は今より強さを得るだろう。

　健康的なリリアがいれば、自おのずとウィズとの関係も変わるはず。

　けれどそれは、意味のない仮定だ。考えても答えなど出ない妄想。なぜならウィズは戦士として生まれ、リリアは儚はかない花として生を受けたのだから。

　──『双星の悲劇』さえなければ。当たり前の兄妹として生まれれば。

　そんな仮定をしても、意味がない。

　世界に忍び寄る何かの脅きよう威いを感じつつも、ヨシュアはそう自分に言い聞かせた。







「けほっ、けほっ」

　ノイシール支部、水浴び場。ウィズと一緒に戯たわむれていたデミシアは、唐とう突とつに咳をした。ウィズが心配そうに顔を覗きこむと、少女の口元から出たのは──黒い痰たんだ。

「っ、デミシア……それは」

「ああ、うむ。おそらくは召喚時に使われた魔術具のせいじゃ。ここへ逃げる途中も、何度かあったが、問題ない」

　小さく笑うデミシアを見て、ウィズは念のため部屋へと戻らせた。

　だがそれは予兆。彼らの頭上では凶兆のように、灰色の雲が点在し続けていた──。













　デミシアがやってきた、翌日。

　ノイシール支部の騎士待機所。入り口付近にある広場で、昼休憩中の騎士数名が、チェスがてらに語り合っていた。

「しかし、えらく綺き麗れいな魔神さんだったな」

「あ、自分も話しました。すごく親しみやすいお嬢さんでしたよ」

「おれ少し胸がときめきました。毎朝味み噌そスープ作ってくれないかな……」

「こら、不ふ謹きん慎しんであるぞ。獅し子し皇おう様の客人をそんな目で」

　一人の騎士が注意すると、別の騎士がなだめる。

「まあまあ。……それにしても、その魔神の少女、いつまでここにいるんですかね？」

「うむ。追われている以上、獅子皇神殿から部隊が来るのでは？　案あん外がい、厄やつ介かいな組織に狙われているのかもしれない。ここにも、襲撃があるやも」

「──まさか。仮にそうだとしても、我らが撃破してみせますよ」

　騎士達の間でささやかな笑いが上がる。

　やがて、門番の交代の時間になり騎士の一人が立ち上がる。途中のチェスを止め、伸びをすると、他の騎士らが新しい試合ゲームをし始めた。

「む？」

　その直後だ。──入り口の扉が、重々しく左右に開いた。その向こう、影のように入ってくる八人の者達を見て、騎士は訝いぶかしむ。

　奇妙な風体の八人だった。くたびれたローブ。深くフードを被かぶっている。顔の位置には紫の霧が掛かり、紅あかい二つの光点が灯ともっている。男か女か、それすら判然としない。

「何者か。ここは聖アヴェル騎士団、ノイシール支部である。許可なき者が勝手に──」

　騎士は、言葉の途中で瞠どう目もくした。

　赤く染まった剣。滴したたる血。そして扉の外には──倒れて動かない、番人の騎士達。

「──っ！　て、敵襲っ！」

　騎士が叫ぶ。その絶叫をあざ笑うかのように、八人のローブ達が、血塗られた紋もん様よう剣けんを持ち、騎士達に襲いかかった。







「っ！」

　ウィズとメロフィーユは、同時に顔を上げた。

　デミシアのいる個室である。エマ探しの休憩中に、ウィズとメロフィーユがデミシアに札遊びトランプを教えていたところ、何者かの気配を察さつ知ちしたのだ。

　やや遅れてやってきたのは、ズズンッ、という重々しい音だ。ノイシール支部全体を揺ゆるがす、断続的な重い大音響が響くと同時、ウィズ達は立ち上がりかけた。

「──ウィズっ、後ろです！」

　瞬間、殺気を感じてウィズは飛びのいた。

　窓の縁に何かある。小さい、人の爪にも満たない濃こ紫むらさきの雫しずく。窓の隙すき間まからにじみ出て気き泡ほうを生じさせるそれは、もぞもぞと蠕ぜん動どうし膨ぼう張ちようするや──。

　分裂し、雫は無数の弾丸と化して、襲いかかってきた。

「ひゃあっ」

　デミシアの悲鳴が響き渡る。ウィズが飛び出す。一瞬で宝剣レオスティアを抜き放ち振り回すと、紫の弾丸の尽ことごとくを弾き返した。

「大丈夫かっ！」

　声を荒らげるウィズの眼前で、弾かれた粒つぶが更なる動きを見せる。

　無数の雫が──一箇所に集結していく。まるで蟻ありが巣穴に戻るがごとく集合した紫の雫は、次の瞬間、古びたローブと奇怪な紋様剣を持つ、人型のシルエットへ変へん貌ぼうする。

「何者だ!?」

　怪人の目に紅い光点が灯る。

　デミシアを庇かばうように踏み出したウィズと、襲撃者が斬きり結むすぶ。







　ノイシール支部騎士長、ハミルトンは瞠目していた。

　突如として現れた八人の襲撃者によって、騎士数名が瞬またたく間に戦闘不能に陥おちいった。異音に気づき部下と入り口の広間に来てみれば、休憩中の騎士達はほぼ全ぜん滅めつ。増ぞう援えんに来た騎士までもが、次々と倒されていく。

「何だ、こいつらは!?」

　聖アヴェル騎士団は精せい鋭えいだ。鍛きたえ抜ぬかれた心身は並の傭兵以上。滑すべるように床を駆け抜け、一いつ糸し乱みだれぬ陣じん形けいを取り、襲撃者達に対し、剣を、斧おのを、魔術の雨を叩たたきつける。

　だがローブの襲撃者達は、それらを容易たやすく凌りよう駕がする。紅く光る紋様剣の斬線は騎士には視みえず、個人技、連れん携けい、魔術練度の全てが騎士達を上回っている。

「──く、下がれ、一度態勢を、」

　ハミルトンが指示を出すが、遅い。波は濤とうのように押し寄せたローブの一撃に、四人もの騎士が吹き飛ばされる。

　猟りよう犬けんのごとく、さらに群がるローブの襲撃者達。

　このままでは、敗北か──。

　屈くつ辱じよく的てきな心情が、ハミルトンの脳裏に過よぎった時だった。

　──跳躍して乱入した獅子皇の斬撃が、ローブの一人を弾き飛ばした。

「っ！　ウィズ様っ！」

　宝剣レオスティアの一撃をもろに受けた襲撃者が大きく弾かれる。地面に激突しそれでも勢い殺せず、支柱に激突しようやく止まった。

　宝剣レオスティアを翻し、外がい套とうをなびかせ、ウィズが騎士達の前に、着地する。

「──遅れた。すまない」

「いえ、助かりました！」

　残る襲撃者達をウィズは睨にらみつける。デミシアの部屋の曲くせ者ものを倒して来てみれば、激戦の真まっ只ただ中なか。獅子皇としての戦意が、使命感が、ウィズに勇いさましい声を上げさせる。

「態勢を立て直すっ！　全員、俺の指揮下に入れッ！」

「ハッ！」

「まずは足を止める！　ミローダは煙えん幕まく！　エラルドは炎熱地雷を設置。ジャック、オロート、ヒスベルは味方の腕力と脚力の向上。エルビア兄弟は治療魔術をっ！」

「承知！」

　ウィズの頭の中にある、十二万七五八二人の騎士のデータが猛烈な勢いで回転する。ノイシール支部の騎士のスペックを抽ちゆう出しゆつ。最適な戦術を瞬時に組み立てる。

　闇の魔術と弓矢で足止めし、踏ふむと豪炎が吹く地雷系の魔術で迎撃を盤ばん石じやくにする。それでも突撃してくる襲撃者を、宝剣レオスティアで迎撃。その隙すきに負傷者を回復させ、能力向上系の魔術を持つ騎士達を、味方の強化に当てる。

　ウィズの戦術通りに、戦闘は運ばれた。

　騎士達が勇猛に声を上げる。治療された騎士に加え、腕力、脚力、能力を強化された五名の騎士達が、群ぐん狼ろうのごとく襲撃者へ突とつ貫かんする。

　襲撃者達は対応しきれない。暗闇に翻弄されたと思いきや騎士の巨大な炎剣に一人が焼かれ、一人が正拳突きを受け、残る襲撃者も次々と地に沈しずんでいく。

「はぁぁああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、ウィズが剣閃を叩きつける。襲撃者が紋様剣ごと砕かれ宙を舞った。支柱にめり込む。力なく襲撃者は倒れ、乾いた音と共に、床に紋様剣が落ちた。

　敵八人を瞬く間に撃破──だが奥の方から伝令にきた騎士が、怯おびえた声を発した。

「緊急事態っ！　裏門にも敵襲がっ！」

「──なんだと？」

　勝利の余よ韻いんに浸りかけた騎士達が、一いつ斉せいにどよめいた。

「数は？　どのくらいだ！」

「それが……裏門の襲撃者は──五十二っ！　門番はすでに突破されました！」

「ご、五十二……だと？」

　あまりにも数が多過ぎる、先ほどまでの六倍強。

「大丈夫だ」

　しかしウィズの声に、全員が振り返る。

「裏門には銀髪の戦巫女が向かった。たとえ俺が五十人いたとしても、彼女には勝てない」




　閃光が躍る。

　ローブの襲撃者達が無様に宙に舞う。

　戦場の中心にいるのは銀髪の戦巫女、或あるいは鬼神の生まれ変わりと言うべき戦場の覇者。

　凪なぎ姫ひめメロフィーユが、襲撃者の前に立ち塞ふさがっている。

　彼女の周囲には、浮遊する影があった。

　銀球だ。

　表面に乙女の意い匠しようがこらされ、拳大ほどの大きさを持つそれは、まるで生き物のように、彼女の周りを飛び回る。

　ふと、一人の襲撃者が、メロフィーユの側面から斬りかかった。




　瞬間。銀球から放たれた青白い光線が──襲撃者を石化させた。




　凪姫メロフィーユの魔術は、《石化》と呼ばれるものだ。空中に銀球を生み出し、光線に当たったものを石化させる魔術である。

　その光に撃たれた者はたちまち灰色の侵食に襲われる。逃れるすべはない。襲撃者達はなんとか光線を回避しようとするが、十一の銀球がそれを許さない。

　自じ律りつして宙を飛び、敵影を捉とらえた銀球は、まさに冷れい酷こくな狩人だ。メロフィーユの思念によって銀球は中空で陣形の構築や、自動追尾すら可能であった。

　襲撃者の一人がメロフィーユに突貫するも、あえなく光線に撃たれて石化する。

　環状の陣に翻弄された一人が、背中に光を受け沈黙した。

　メロフィーユの魔術により、次々に石像と化すローブの襲撃者達。

「わたしの後ろへは行かせませんよ？　怪しい人は怪しい巣穴にお帰りください……あ、石なのでそれもできませんね」

　当たれば一撃の魔術を持つ凪姫。

　彼女を前に、突破できる者はいない。




　──正門前広場。メロフィーユ側の戦闘音が消え、ウィズ達は一つ息を吐いた。

　すでに騎士達の治療は行われている。襲撃者達の猛攻で、重傷の騎士もいたためすぐに治療。倒した八人の襲撃者達も、捕縛系の魔術で無力化する。

「魔石をもっとこちらへ！　治療が不十分だ！」

　ウィズの大声に、何人かの騎士達が魔石貯蔵庫へ向かう。

「警戒は解くな、第二陣が来るかもしれない！」

　デミシアも途中からやってきて、騎士達の治療に貢こう献けんしていた。彼女の魔術は《念動》なので治療は望めないが、貯蔵庫へ向かう騎士に同どう伴はんし、魔石を大量に運んでいた。

『魔石』とは魔術に必要な特殊な石である。使うと紅あかから黒に変わり、使用不能になる。時間を経へれば紅に戻り再び使えるが、騎士達の魔石は、戦闘でほとんど黒化していた。デミシアの運うん搬ぱんはありがたい。

「ウィズ、このくらいで良いか？」

　デミシアが大量の魔石を、《念動》で運んできた。すぐ騎士らに配くばっていく。

「ありがとう。助かる」

「お安い御用じゃ、それに騎士達も褒ほめてくれる」

「デミシア嬢！　かたじけない！」「貴方あなたは癒いやしの女神ですっ！」

　デミシアが照れて笑う。和なごやかな空気が心地よかった。欲を言えば、大広間の隅すみにふてぶてしく座る、金剛竜が愛想の一つも向ければ完璧なのだが。

「オルシムもすまないな。街の外で待機していたのに」

「なぜオレが、人間の手助けしなければならない。むさ苦しい騎士共のために」

　オルシムは街の外でのんびりしていたが、索さく敵てきを命令され呼び戻されていた。空中からノイシールの街を監視し、第二陣や首謀者を見つけたら報告するという任務だ。

「いいかオルシム。街には潜せん伏ぷくの可能な箇所がある。不ふ穏おんな動きがあれば知らせろ」

「人間の街は、なんと煩はん雑ざつなことだろう。オレの故郷と違い、じつに汚く思う」

　騎士何人かが目を吊り上げた。オルシムに向かいかけた数名へ、デミシアが割り込む。

「喧けん嘩かは良くない。皆、気を静めるのじゃ」

「牛うし乳ちちのような魔神娘が、だらしなく胸を揺らしている。じつに破は廉れん恥ちだ」

　オルシムをスープの具材にするぞーっ、と騒ぐデミシアを、ウィズが止めた。

　魔石が行き渡った騎士達の間で、治療の魔術が飛ぶ。淡く優しい光。まるで蛍ほたるの明かりを集めたような幻想的な光景は、戦闘後のウィズ達へ束つかの間まの安らぎを与える。

　しかしその直後。デミシアの口から出たのは、「けほっ、けほっ」という不吉な咳せきだ。

「デミシア……また黒い痰たんが」

「大丈夫じゃ。それより、魔石の補給を──」

　瞬間。轟ごう音おんと共に、入り口の扉が吹き飛ばされた。

「──っ！」

　震動と共に扉の残ざん骸がいが宙を舞い、粉ふん塵じんが広間にいた全てを覆い尽くす。

　悲鳴を上げる騎士達。入り口の前に、一つの影が立っていた。

　紅い光点の貌かおとローブ。顔面を紫むらさき霧きりで覆い隠した刺客。

　粉塵の壁の中から爛らん々らんと殺気を振り乱し、影が進み出る。

「──増援だ！　散開！　ラステルは防護魔術！　テオドールは地雷を──」

　遅い。暴風のごとく突貫した襲撃者が、防護の騎士を一撃で弾き飛ばす。

　騎士達が瞠目する。ウィズが宝剣レオスティアを袈け裟さ懸がけに叩きつけるが、難なく襲撃者は避けた。そればかりか右手の紋様剣、左手の虎爪バグナクを翻し、ウィズの喉元を狙ねらう。

「くっ」

　体を仰のけ反ぞらせて回避するウィズに、執しつ拗ように襲撃者は食い下がる。速い。先ほどの八人とは雲うん泥でいの差だ──残像が奔はしる。気配が消える。増援の襲撃者は全員の視界から消えるやいなや、轟音と共に天井を蹴り、騎士の陣形中央へ着地する。

　右手の紋様剣と左手の虎爪が、竜巻のごとく騎士達を斬り刻む。

「ぐぁっ！」

「一度下がれ！　陣形を変える！　第十四攻防陣っ！」

　ウィズの怒号めいた命令に、騎士達が即応する。

　三人一組に騎士達が後衛、ウィズが前衛となり襲撃者と対たい峙じする。

　氷槍や熱線が、騎士達から解き放たれた。

　射撃の中核となった騎士が放った《雷撃》が襲撃者に喰らいつき爆発する。大きく仰け反る襲撃者──そこに他の騎士の追い打ちの魔術が、雨のように炸さく裂れつする。

「右翼前槍、左翼後槍、ゆけ！」

《豪炎》や《猛火》といった、火炎系の魔術を持つ騎士らが、ウィズの号令で突撃する。轟音と灼熱が襲撃者を呑み込んだ。光と熱が嵐となり、破壊的な渦うずを撒き散らす。さらに襲撃者の脳天へ、ウィズが宝剣レオスティアを叩きつけた。

　床に盛せい大だいな亀裂が逬ほとばしる。

　空気が震しん撼かんするかのような大音響と共に、襲撃者が床に倒れ込む。

　だが次の瞬間、糸で釣り上げられたかのように、襲撃者は無言で立ち上がった。

「なに……っ？」

　敵の戦意は消えていない。むしろ増えている。紫の霧に覆われた眼がん窩かから死の匂いのする気配を放出し、ウィズと騎士とオルシムと、デミシアを見て──震えた。

「──っ、敵の狙ねらいはデミシアだ！　第十九殲せん滅めつ陣！　蹴散らすぞ！」

「承知！」

　火炎や氷ひよう杭こう、紫し電でんや岩いわ槌つちといったおびただしい魔術が、襲撃者をつるべ打つ。

　襲撃者が毬まりのように支柱に激突する。そこへ容よう赦しやなく、騎士が追い打ちを炸裂させる。

　一つ一つが、よく修練された魔術だった。

　しかしそれでも襲撃者は倒れない。晴れた粉ふん塵じんの中から現れた影に傷はなく、ローブこそ所々ほつれているものの、その眼窩から覗く紅い光点は、殺気の塊かたまりのまま。

　明らかに異常な耐久性だった。最初の八人の襲撃者とは比べ物にならない。増援の一人だけが次元が違う。

「なんだ、こいつは……っ」

「臆おくするな！　陣形変更！　天てん狼ろうの陣っ！　畳たたみ掛かけるぞ！」

　猛烈な風の魔術で襲撃者を浮かし、頭上と下方からすれ違いに斬り刻む。

　だが、何度攻撃を試みても、見ている側が空恐ろしくなるほどの攻撃を与えても、襲撃者は崩れない。まるで人形のように立ち、凝ぎよう然ぜんと紅い瞳を、デミシアへ向けている。

「こんな……」

　ウィズの背筋に、ぞっと震えが走る。

「あり得るのか？　貴様は、いったい……」

　次の瞬間──一人の騎士の呻うめくような声に、皆が振り返った。

「どうした？」

「そ、それが……っ、先ほど攻撃されたときに、魔術が……っ」

「なに？」

「私の魔術が──使えないのですっ」

　騎士達の多くが動揺に包まれた。

　魔術とは一人につき、一つだけ使える秘技。ウィズが《覚醒》の魔術で凪姫を覚醒させられるように、メロフィーユが《石化》の魔術を使えるように、修練すれば誰でも一つ、固有の魔術を会え得とくできる。だが──。

「俺の《巨大化》の魔術が使えないんです！　武器を巨大化させ戦う事が、できません！」

　悲鳴を上げた騎士は他にもいた。

　襲撃者に一撃をもらった騎士のうち、半数から次々と絶望の声が上がる。

「う、噓だ、私の《炎えん鎖さ》の魔術が……」

「《竜りゆう鱗りん》の魔術が出ないっ……」

「《烈風》よ！　《烈風》よ！　どうして出ないっ！」

　恐慌に陥りかける騎士達に、ウィズが眉をひそめる。そこから目を離し、背筋が凍る。

　襲撃者が、騎士達の魔術を操っていた。

　元の数倍にも巨大化した紋様剣が振られ、傍かたわらには無数の竜の鱗うろこ。煌きらめく鱗の周囲には襲撃者を護まもるように、烈風と炎の鎖が躍っている。

　それはまるで、騎士達の魔術を『奪った』かのような光景だった。

　巨大化した剣も、煌めく竜鱗も、炎鎖も烈風も、全てが騎士達の秘技だったもの。襲撃者はそれらを、まるで自分の物のように操っている。

「お前は──いったい」

　そしてウィズ達は気づく。襲撃者の左手、虎爪と思われたそれは、本物ではない。濃密な影のように実体がなく、五指から伸びた闇の牙の正体は──。

　ドクン。

　ウィズ達の心臓が、一斉に高鳴った。

　その力を知っている。なぜならその襲撃者の使った黒い牙こそ、五年前の災禍の翠蛇を──倒した魔術の一つだったから。

「まさか、《強奪》の、魔術……!?」

　その黒い牙に嚙かまれたが最後、あらゆる魔術は奪われ、『彼女』の物として扱われる。

「そんな……」

　襲撃者のフードが、滑り落ちた。

　度重なる攻撃に耐え切れなかったのだろう、襲撃者の人相を隠していたそれが、ボロ布のように落ちる。そしてあらわになる可憐な顔は──。

「凪姫、エマ……」

　ウィズが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　小さな体に、頭の左右で揺れる髪。英雄の一人であり、かつてウィズと共に、災さい禍かの翠すい蛇じやを打ち倒した少女が──淀よどんだ瞳でウィズ達を見つめていた。





　　　　　†　　†






　──それは五年前の記憶だ。

「おーい、ウィズ」

　軽やかな身のこなしで少女は舞い降りてくる。小柄な体軀に、二つに揺れる髪。口の端の八や重え歯ばがちらりと覗のぞく。十一歳のウィズへ屈くつ託たくのない笑みが向けられる。

「エマ……」

「どうした？　景気悪い顔してるなー」

「──獅子皇奥義が、どうしても出せないんだ……」

　修行の場として選んだ巨大樹の枝上である。巨大な葉や枝が雲の上にまで届き、緑と雲が視界を覆っている。

「獅子皇奥義？　心技体全てが最高潮でないと出せない最高奥義が、どうしてまた？」

「決戦のとき、君達が危険に晒さらされると思うと、不安で……」

「あー」

　がしがしと、困ったようにエマが二つ結いの髪を触る。

　災禍の翠蛇が二百年ぶりに復活するまで、あと八日。

　魔術によって予言された日まで時間がない。なのにウィズの心身は万全から程遠く、泣きそうな顔のウィズに、エマは静かに語る。

「それはさ、杞き憂ゆうだよ」

「杞憂……？」

「あたしらは、これまで厳しー修行を耐たえてきた。決戦でもきっと痛い思いをすると思う。でもそれって、皆の笑顔を見るためなんだぜ？」

　エマは笑う。ウィズの心労が少しでも消えるように。そっと肩に手をのせる。

「ウィズは優しいからあたしらを案じてんだろ？　でもいらねー心配だよ。全部終わったとき、皆の宝石みてぇな笑顔を見るために、あたしらは今苦労するんだ」

「皆の、宝石みたいな笑顔……」

　エマは八重歯を覗かせながら笑う。

「そうそう。あたしの百万ゴールドの笑顔も、終わったら見せてやるっ！」

「エマが笑う時は、お宝をくすねた時だけじゃないかな」

「なんだとおいっ、それ以外でも笑うよっ！」

「あはは」

　重圧に押し潰つぶされそうなとき、いつも気さくに声をかけてくれたのはエマだった。

　凪姫エマこそ、立場の垣かき根ねを超えて話せる親友の少女。

　何度もウィズは、エマに感謝の念を抱いていた。




　──あの頃の幻影が、ウィズの脳裏にちらつく。

「くっ」

　もはや騎士団は、凪姫エマによって半壊状態だった。

　十と重え二は十た重えに火炎や氷刃が咲き乱れ、真空の刃が空を穿うがつ。だが当たらない。騎士達の放つ魔術の嵐は、エマにかすりもしない。

　壁を蹴り天井を蹴り、床を滑るように駆けるエマは、まさしく暴風だった。音を置き去りに、速く、速く、何者をも寄せ付けない神速の疾走。《強奪》の黒い牙。騎士達が一人、また一人と倒れていく。

「はあああぁぁっ！」

　一人の騎士がエマの背後を取ろうとして、逆に背後を取られ、黒い牙の餌え食じきとなる。

　エマの使う黒い牙は、騎士の命を奪うことはしない。

　だがある意味で、さらに大切なものを奪っていく。

「くっ、私の魔術が」

　掠かすめ盗られた力は、《氷風》の魔術だ。

　エマの手から放たれた極寒の風が、数名の騎士を氷の檻おりに閉じ込める。

　宙返りしつつ天井を蹴ったエマが、反動により騎士達の中央へ飛び込む。黒い牙が、次々と奇跡の力を盗んでいく。

「馬鹿な……こんな！」

　凪姫エマの《強奪》の魔術は、黒い牙を生み出し、喰らった相手の魔術を奪うというものだ。奪われた力は一時的にエマのものとなり、数倍にも増幅されて行使される。

　火炎の鎖。凄まじい烈風。凍える風。硬い竜鱗。そして紋様剣の巨大化。

　エマが使うそれらは全て騎士たちが持っていた魔術であり、エマはそれらを自在に操り、一人につき一つという魔術の概がい念ねんを無視するかのように放っている。

「うおおっ！」

　騎士達が懸命に武器を振るい、果か敢かんに攻める。だが奪われた《炎鎖》と《竜鱗》の魔術が盾になり、《氷風》が騎士の脚を凍らせ、《烈風》が後衛の騎士らを弾き飛ばす。

　最大の脅きよう威いは、エマ自身の身体能力が高いことだ。彼女の疾走は精せい鋭えいたる騎士達ですら視認が難しく、斬りつけても容易たやすくかわされ、離れていたかと思うや瞬く間に接近され、魔術を奪われる。

　そうしてエマは奪った魔術により、騎士を薙なぎ払はらう。凪姫の特性によって極限まで高められた魔術は、一つ一つが強大な威力を秘めていた。

「くそ、ジャック！　サウラーっ！　白びやく夜やの陣っ！　仕し留とめる！」

《暗闇》の魔術で視界を殺し、《閃熱》の魔術でエマの目を焼く。その隙にウィズが宝剣レオスティアをエマに叩き込む。

　渾こん身しんの一撃だった。遅れて騎士らが注そそぎ込こんだ雷の鎌や鋼はがねの槌つち、起爆性の水も合わさった容赦ない攻撃は、エマを呑み込み周囲を爆散させ、盛せい大だいな炸裂音と、衝撃波を生み出した。直前に騎士らの身体能力も魔術で上げた、今のウィズたち最高の攻撃だった。

　しかし粉塵が晴れた先──エマに裂傷はおろか、火の粉一つ付いていない。

「《羽は衣ごろも》か……」

　光だ。光の衣が、凪姫の体を覆っている。視えぬ力場が発生し、障壁となって全ての攻撃を阻はばんでいる。

《羽衣》──全ての凪姫がまとう、華美にして最高の鎧よろい。災禍の翠蛇の大魔術すら凌しのぐ、鉄壁の加護である。凪姫の最強を支える衣が、エマの体を護っている。

「さすがに硬い……レオスティアでも貫けないか」

　宝剣を持つウィズの手が、痺しびれている。

　羽衣の力を解放されたのでは、たとえ街一つ滅ぼす魔術を当てても、傷一つ与えられない。五年前に凪姫達は、災禍の翠蛇の『天災』規模の魔術を何度も受けた。それに耐え切れるからこそ、凪姫は災禍の翠蛇を倒せる唯一の希望なのだ。

「仕方ない、陽炎かげろうの陣！　幻術で惑まどわすぞっ！」

「ですが、魔石が足りない騎士が！」

「デミシア、《念動》で皆に補給を！　正念場だ、来るぞ！」

　オルシムに護らせた魔神の少女に、ウィズが指示する。その間かん隙げきを縫ぬい、エマがまた騎士から魔術を奪い取る。

　騎士から《治療》の魔術を得たエマが、捕縛していた最初の八人の襲撃者へ、青い光を振りまいた。エマによって捕縛の縄を解かれた八人が、幽鬼のように立ち上がる。

　ウィズは悩んだ。撤退すべきか？　このまま復活した八人とエマを相手にするには、分が悪過ぎる。なによりエマは《強奪》の魔術によって、すでに《巨大化》、《氷風》、《炎鎖》、《竜鱗》、《烈風》、《幻惑》、《治療》のほか、多数の魔術を得てしまっている。

　オルシムの陰に隠れるデミシアだけでも避ひ難なんさせたい。

　けれどエマの神速は、飛び立つ前のオルシムを容易に撃げき墜ついするだろう。

　迷う。その間に、エマが黒い牙を翼のように広げて近づいてくる。

　このままでは、勝てない。

　圧倒的な力量をかざす凪姫エマに対し、ウィズが思わず歯嚙みした瞬間──。




　駆けつけた銀髪の凪姫が、石化の光線を幾いく重えにも放った。




「っ！」

　宙を裂さく凄まじい数の光線が、エマを狙い奔はしる。さしものエマもその光線だけは防げない。《竜鱗》を宙に生み出し、足場にして必死に避け、後退する。

「ウィズっ！」

　流れるような銀髪に、凜とした声。凪姫メロフィーユが、ウィズらを守るように立つ。

「遅れました。増援の八十人を石像にするのに手間取りました」

「助かった。今ほどメロフィーユが神々しく見える時はない」

「ふふ……そこは絶世の女神と言ってほしいですね」

　微笑し優雅に銀の髪を掻かき上げて、凪姫の少女は羽衣を翻す。騎士達が、希望の光に一斉に歓声を上げた。

「メロフィーユ様っ！」

「貴方に我が剣を、捧げますっ！」「我らが麗うるわしき、戦場の女神よっ！」

「──おい、俺が駆けつけたときより、リアクションが多くないか」

　拗すねるウィズの傍ら、薄い微笑を張り、メロフィーユがささやく。

「ウィズ、まさかと思ったのですが、あれは──」

「そうだ、あれはエマだ。《幻術》か《擬態》を疑ったが、黒い牙も羽衣も本物。おそらく魔術的な作用で操られている。治すには強い一撃か、解呪の魔術が必要だ」

　メロフィーユは襲撃者へ語りかけた。

「──エマ、聞こえますか。わたしです、メロフィーユです。五年ぶりの再会ですね。なぜウィズ達を襲うのですか？」

「０ｃ■ｐｊ９倒ｔｒげｒ■！」

　人が放つ言語ではなかった。その音の連つらなりに意味などなかった。わずかに感じるのは、この支部を破壊するという歪ゆがんだ意志。エマが正気を失っているのは、明らかだ。

「……生気のない瞳。操り人形だな、まるで」

「踊り子を目指して華麗に舞うはずが、破壊工作員……思春期の女の子は大変です」

「エマは十八歳のはずだが」

「その割には体に成長が見られませんね」

　軽口を叩き潰すように、翻ったエマの《炎鎖》が、ウィズ達へ殺さつ到とうする。

　鞭むちのようにしなる炎の鎖くさりを、銀球の光線でメロフィーユが石化する。彼女の魔術は、定形物、不定形物問わず、石化させる。

「ともあれウィズ、後はわたしが。あなたはデミシアを連れて退いてください」

「相手はエマだ。お前でも勝てるかは──」

　懸け念ねんすると、まなじりに力を込めてメロフィーユは振り返る。

「あなたは高速移動による近接剣技が主体です。対してわたしの魔術は空間制圧型。広原ならともかく、支部内ここではあなたや騎士を石化させてしまう恐れがあります」

「…………」

　逡しゆん巡じゆんが、ウィズの中を駆け巡る。感情を優先するならば、彼女を残すことに抵抗がある。けれど彼女の言うことはもっともだ。ここで時間を食うことはできない。

「──わかった。盗とられるなよ、魔術を」

「何を言っているのですか。逆にあちらを石化させてやりますよ」

　ウィズは微笑し、デミシアを抱えて走った。

　去り際、デミシアから「気をつけておくれ」と、メロフィーユに声が残される。

　数秒だけそちらを見つめたメロフィーユは、直後に毅き然ぜんとした声を張り上げる。

「聖アヴェル騎士団、ノイシール支部の方々」

　凜と声を張り上げる。

「中距離、遠距離の魔術を得意とする方は、わたしの援護をしてください。近距離専門の騎士はウィズの支援を。オルシムは負傷者を、支部外へ運んでください」

　金剛竜がやれやれといった顔つきで飛翔する。騎士達の間で鬨ときの声が膨ふくれ上あがる。敬愛すべき、凪姫メロフィーユとの共闘に、猛たけ々だけしい叫びが飛んだ。

『我らが主たる凪姫様に、最大の勝利をッ！』

「もちろんです。敵は強大。けれどわたし達の力は絶大。見せつけてやりましょう。エマを救い出すため、あなた達の正義と妙技、期待します」












『────オオオオオオ、オオォォ────ッ！』

　騎士達が、蛮声と共に陣形を立て直す。

　メロフィーユが銀球からいくつもの光線を解き放つ。

　黒い牙を生み出し、エマが突撃した。







　ウィズはまず、貧民地区へと向かった。

　芸術都市ノイシールは華やかな街だが没落してしまう芸人も多い。そういう人々は雨あめ露つゆを凌ぐため安い家屋や廃屋に住み生活を続けている。乱雑でいて、建物も多い区画。身を隠すには絶好の場所と言える。

「デミシア、しっかり摑つかまっていろ」

「わかっておる、移動は任せるぞ」

　風のようにウィズが跳躍し、デミシアを抱えて屋根の上を走る。体勢としてはお姫様抱っこなのだが、ウィズは利き腕を宝剣に割さかねばならない。自然と、デミシアの手が首に回されて体が密着する。けれど柔らかさを堪たん能のうする間もウィズにはない。

　都市では、けたたましい警戒音が鳴り響いていた。

　大慌てで、街の避難施設──教会や宿屋の地下避難施設へ逃げる街人達。

　視界の端、街の至る所から襲撃者の増援が、ウィズ達へ殺さつ到とうしてくるのが見えた。

「ウィズ様！　援護致します！」

　援護に来た騎士数名が叫ぶ。ウィズは自分と同じく屋根上を並走する彼らに叫んだ。

「了解だ。相手は難敵だ、終わったら宴会でも振る舞おう！」

「今から楽しみです！」

　騎士達が一瞬微笑ほほえんでから襲撃者達に向かっていく。ウィズは鳴り止まない警戒音の中──いくつもの区画を経けい由ゆし、デミシアを抱え、寂さびれた一角へと降り立った。

　やがて辿り着いたのは、貧民区画の中でも特に入り組んだ中にある──廃屋だ。

　埃ほこりの積もった廃屋だった。元は物真似師が使う貸家だったのだろう。無数の衣装が壁に掛けられ、その上に多くの埃が積もっていた。デミシアが《念動》で扉を閉める。

「──ここなら、少しは時間が稼かせげるだろう」

　抱えていたデミシアを下ろし、外の気配を探った後にウィズは呟く。

「念のため気配や音を遮しや断だんする魔術具を使う。デミシア、少し両手を上げてくれ」

「うむ」

　特別な効力を宿した道具のことを『魔術具』と言う。火炎の剣、浮遊の絨じゆう毯たんなど種類は様々。

　ウィズは腰に下げていた革袋から臙えん脂じ色いろの粉末を取り出すと、それをデミシアの腕や脇、首筋にゆっくりと塗ぬっていく。

「ひゃうっ、くすぐったいのう」

「す、すまない」

　途と端たんに赤面しウィズは手を引っ込める。緊急時とはいえ女の子に無遠慮に触ったことに、動どう悸きが少し激しくなる。

　しばらくして、デミシアの体から淡い燐りん光こうが走った。気配が薄くなる。

「よし、これで大丈夫だ。半刻は見つからないだろう」

「ウィズにも塗ってあげるぞ」

「い、いや、それはいい、デミシア、手をワキワキさせないでくれ」

　楽しそうに笑う魔神の少女から逃げて、ウィズは自分にも粉末を塗る。普段の口調で、

「体に傷はない？　デミシア」

「うむ、なんともない。ウィズのおかげで助かった。ありがとう」

　野に咲く花のような笑みに、ウィズは思わず顔をそむける。凪姫六人やリリアとは違い、彼女の無邪気で屈託のない笑みは眩まぶしい。

「それにしても、まさかエマが襲撃してくるなんて」

「エマ……あの少女が、おぬしとメロフィーユが探していた仲間か」

「そう。僕らがこの都市に来たそもそもの要因。それがあんな事になってるなんて……」

　戦闘の高揚感が一時的に薄まり、戸惑いが一度に襲ってくる。五年ぶりに相まみえたと思えば、人語も話せない状態となっていた。ウィズの握る拳が震える。

「ウィズ……？」

「情けない。五年間、僕は気づかず、呑のん気きに暮らしていた。エマの苦難も知らずに」

「ウィズ、あまり自分を責めるな。敵は強大な組織じゃ。異界から妾わらわを召喚したほどの。おぬし一人が気に病む必要はない」

「……わかっている、けど」

「それに、彼女は最高の術者の一人なのじゃろう？　彼女を止められるのはおぬししかおらぬ。もしおぬしが心を乱してしまったら、誰がエマを元に戻すのじゃ？」

　諭さとすように、デミシアは言い募つのる。その瞳の中には不安を感じつつも、ウィズを立ち直らせたいという純真なものがある。

　彼女だって、不安を胸に抱いているのだ。異界から呼び寄せられ、追われ、不安を覚えないはずがない。けれどそれを押し隠し、ひたむきにウィズを励はげましている。

「……そう、だね」

　数秒だけ目を伏せ、ウィズは表情を和らげる。

「そうだよね、僕がしっかりしないと。すまない、デミシア」

「親しい少女だったのじゃろう？　それなら仕方ない。人は優しい種族じゃ。この世界も、妾の世界も、人は温かい。エマの様子を見て、平然としていられる方が不自然じゃ」

　気持ちが和らぐように、あえておどけた声音でデミシアは言う。その心意気が嬉うれしくて、ウィズは胸が詰まる。

「……ありがとう、君こそ怖いはずなのに……」

「なに、妾にはウィズ達がおる。怖くなどないぞ。それにのう、ウィズ」

　頰をわずかに染め上げ、魔神の少女ははにかんだ。

「不ふ謹きん慎しんかもしれぬが、戦うウィズは、凜り々りしかった。不ふ埒らちな輩やからを振り払うおぬしの姿、妾は胸がどきどきして収まらぬ」

「で、デミシア……」

　胸元を押さえて、彼女は微笑む。

「ウィズは落ち込んでいる時より、笑っている時の方が魅力的じゃ。妾もそれで救われておる。……のうウィズ。きっとエマも、その笑顔を再び見ることを望んでおる。だから笑っておくれ。そしてエマを悪あく辣らつな輩から解放し、元の彼女に戻すのじゃ」

　強い励ましを込め、デミシアがウィズの手を温かく包む。

　デミシアは、自分も窮きゆう地ちに晒さらされているのに、その不安を出さず励ましてくれる、気丈な少女だった。

　その期待に応えたいと──ウィズは思う。こんな朗ほがらかに笑う彼女を、不安に満たしていいわけがない。

　この窮地を戦い抜く。デミシアのために。エマのために。メロフィーユのために。

　そしてまだ行方すらわからない、四人の凪姫のために。彼は心に刻み込んだ。





　　　　　†　　†






「グレゴワール様」

　無数の宝石が転がり落ちている。白刃が幾いく重えにも重なっている。

　暗がりに満ちた、森の奥だった。宝石と刃が積まれた異様な山がある。その傍ら──一人の青年がいた。

　顔の右半分が火傷やけどに覆われた、異様な風体である。長身で、痩そう軀くの優やさ男おとこだった。

　使い果たした宝石と白刃を見上げ、寝転ぶ青年に、幹部のローブが歩み寄る。

「やはり、魔神デミシアの再召喚は叶かないませんか」

「いやー困りましたねぇ。極大召喚門は破は砕さい！　彼女は喚べず！　どうしましょう」

「《ナルシェラの聖せい槍そう》が効いているうちに捕らえたいものですが……しかし、獅子皇の強さは邪魔ですな。身体能力も指揮力も、一級品です」

「そうなんですよ！　獅子皇ウィズは素晴らしい少年です。何しろ五年前、まだ子供の身で私を半殺し！　我が組織を壊かい滅めつ！　おまけに災禍の翠蛇を打倒！　尊敬しますよ」

　顔の右半分が火傷の痕あとに覆われた青年は、名をグレゴワールと言う。デミシアを召喚した張本人であり、エマを傀かい儡らいとした人物であり、五年前、災禍の翠蛇を倒そうとする獅子皇や凪姫と戦い、敗やぶれた組織の首領だった。

　転がる宝石から数個を弄もてあそび、グレゴワールはにこにこ語る。

「しかし、獅子皇は五年で弱体化しているようですねぇ。きひ。獅子皇奥義の一つも使えないのが良い証拠」

「平和に馴な染じみ過ぎましたな」

「そう！　そう！　その通り！　勝利者は平穏の中で堕落する。そして敗残者わたしは復讐する。──さあそろそろ、霊れい神しん樹じゆの刻限が迫っています。大詰めですよっ！」

　叫び、火傷の痕を青年は撫でる。顔の半分をただれさせた、過去の汚点。顔の左半分だけなら街娘を虜とりこにする優男だが、その痕だけが美観を損そこねている。

「五年ぶりの再会です。楽しい演舞の用意はいいですか？」

　木々の間から、気配もなく多数のローブが現れる。

　どれもが血の色の紋様剣を持つ。相貌には紫の霧。五年の歳月の間に編あみ出だした、強化された組織の兵隊達である。

「獅子皇ウィズ。凪姫メロフィーユ。貴方達の泣く姿を、私は見てみたい。ひひっ」

　増援のローブ達が街に向かい、グレゴワールは楽しそうに手を鳴らす。





　　　　　†　　†






「こちらから打って出よう」

　ウィズが断言する。廃屋の中で出た結論を話す。

「しかし、どう攻める？　敵は精強、数も多いときておる。生なま半はん可かな戦術では勝てぬぞ」

「駆く逐ちく隊たいを呼び集める」

「駆逐隊？」

「そう。聖アヴェル騎士団の五つの部隊の一つ。親衛隊、援護隊、管理隊、研究隊……そして霧む幻げん種しゆを掃そう討とうする専門家が──駆逐隊だ」

　災禍の翠蛇は死してなお、その鱗が意思を持つ。怪物として世界にはびこり、被害をもたらしている。それを《霧幻種》と言い、駆逐隊が対処している。

「強いのか？」

「強いよ。いわば戦闘のエキスパート。彼らがいれば心強い援軍になる」

　ウィズは窓から教会の時計を確認する。

「ちょうど日中の任務を終え、帰還する頃だ。そのまま僕の指揮下に入ってもらう」

「戦いの猛も者さっ！　うむ、ぜひ協力してもらいたい」

　希望に胸を躍らせるデミシアの傍ら、ウィズは懐から《伝令球》を取り出した。同じものを持つ者達に、光の明めい滅めつでメッセージを伝える魔術具である。

【駆逐隊、至急俺の下もとへ集え。場所は貧民街の廃屋。緑の屋根の古びた建物。獅子皇】

　間もなく、光の明滅で返答があった。数分後、音もなく扉を開け、ゆらりと姿を現した黒甲冑の騎士六人。そのうちの一人が、前に出る。

「ウィズ様。初にお目にかかります。代表として参りました第五駆逐中隊隊長、エミールです。此こ度たびの騒そう乱らん、何事ですか」

　ウィズは獅子皇の威厳を繕い、今回の騒動を説明する。魔神デミシアと、襲撃者の存在。襲われた支部。そして操られたエマ。

「なんと！　未み曾ぞ有うの事態ですな」

　軽く目を見開くエミールに、ウィズは頷うなずいた。

「そこでお前達には俺の指揮の下、街の襲撃者の殲せん滅めつに協力してもらいたい」

「承知。敵の数は？」

「今は五十弱。だが増援も考えられる。連携もできる。手強いぞ」

　口の端を大きく吊り上げ、歪いびつにエミールは笑った。

「殺しても良いのですか？」

「構わない。人型の霧幻種だと思え。捕ほ虜りよはメロフィーユ達が確保する」

　言うやいなや、エミールは外套を翻し、他の五人に振り返る。

「諸しよ君くんっ！　化け物退治の日々から一時の解放だ。存分に斬り刻めっ！」

　くつくつと楽しげな笑みが騎士達から漏れだした。いずれも精強な騎士の気配。デミシアが軽く身震いして握手を求める。

「よ、よろしく頼むのじゃ。おぬし達の健闘を祈る」

　エミール達六人が、ぎらついた目つきをしながらも優しく手を握り返す。

「美人さんの護まもりとは光栄の至いたり」

「襲撃者の排除。楽しみです」

　少し危険な空気を出す者もいるが、強者の気配である。そんな彼らにウィズは言う。

「そうだ、言い忘れていたことがある」

「なんなりと」

「勝利を盤ばん石じやくにするため、特別な装備をお前達に課す。俺とデミシアに変装し、姿を幻げん惑わくさせながら戦え」

　駆逐隊の面々が怪け訝げんに思う。

「……ウィズ様、いまなんと？」

「俺とデミシアに変装して戦えと言っている。敵は幻惑され十全に戦えないだろう」

　その意味を理解した駆逐隊が狼狽うろたえる。

「理屈はわかります。しかしそちらのデミシア嬢にも……化けて戦えと？」

「そうだ。半数は俺に扮ふんし、残りはデミシア。ここは物真似師の廃屋だ。俺やデミシアの衣装に似たものもあるだろう。化粧道具もな。それを使って戦え」

「女装して戦う……我らが女装……」

「そうだ、早くしろ、時間がないぞ」

　仕方なく駆逐隊が指示に従う。ウィズ役の三人は毅き然ぜんとしたが、デミシアを担当する三人は複雑な顔だった。そこへウィズの追い打ちの一言。

「それと、俺はデミシアを抱きつつ戦わねばならない。お前達も踏とう襲しゆうしろ」

「何たる試練……」

　同時に、ウィズは伝令球で他の駆逐隊にも伝えた。騎士達は困惑したが、全員に変装を徹底させる。十数分後──全て完了と連絡が来た。

「ウィズは獅子皇のとき、完璧主義者じゃな……」

「褒ほめられて嬉しい。では行こう」

　勇ましく頷き、そしてウィズの指揮のもと、多数の獅子皇と魔神が反撃する。







「グレゴワール様……異変が……」

　悠々と指揮を取っていたグレゴワールは、幹部の声に振り返る。

「なんです？　獅子皇が降伏でもしてきましたか？」

「それが……獅子皇と魔神デミシアの数が、増えています」

「ハハッ、何を馬鹿な」

　宝石を弄もてあそびつつ、可お笑かしそうに笑う。

「都市にて多数の獅子皇とデミシアが発生。全てが同じ衣装で同じ顔です。……指示を」

「何ですか、その愉ゆ快かいな事態！　楽しすぎますね！」

「すでに我らの同志の二割が脱落し、劣れつ勢せいに傾かたむきつつあります。三区画が完全に制圧されました。我が盟主よ、どうか指示を」

　笑っていたグレゴワールは、半信半疑のまま懐から魔術具を取り出した。《天てん帝てい眼がん》という、周囲の様子を俯ふ瞰かんできる水晶球を発動。

　美麗な球に映るのは、数あま多たの獅子皇とデミシア達だ。

「ハハハッ！　イイっ！　いいですよ獅子皇！　奇策結構！　潰つぶし甲が斐いがあるっ！」

　街中を駆け巡り、剣や魔術を振ってローブを撃退する獅子皇達を見て、幹部が問う。

「《幻惑》か《擬態》の魔術でしょうか」

「それらはエマが奪ったはず。それに動きが通常の騎士と違いますねぇ。これは、駆逐隊？　おお、可か哀わい想そう」

　積まれていた宝石と白刃の山を蹴散らし、グレゴワールがケタケタ笑う。

　手には、獅子皇達と別色の伝令球だ。

『全部隊に告げます、獅子皇の偽にせ物もの、本物にかかわらず倒しなさい。しかしデミシアは本物か確認するのです。繰り返します、デミシアは本物か否か、必ず確認し確保なさい』

　幹部が急いで身を翻す。グレゴワールは伝令球を下げ、歪に唇を舐なめる。

「──さあ！　楽しい仮か装めん舞ぶ踏とう会かいの開幕です！　死の接せつ吻ぷんを貰もらうのは、どちらかな？」




　魔術が躍り襲撃者の一人を吹き飛ばす。剣舞が旋風を巻き起こす。

　ノイシールの街は戦闘音で満ちていた。獅子皇と魔神の姿をした駆逐隊が襲撃者を次々と撃破していく。動きが悪いのは明らかに襲撃者で、優勢なのは駆逐隊の方。

　すでに街の人々は避難していた。都市の教会や宿屋には地下施設が存在し、脅きよう威いから逃れることが可能。ウィズの指揮の下、駆逐隊は一人、また一人と襲撃者を討ち落とす。

『ジョン、ロマリー、バーレンは第十三地区まで突撃しろ。ハンザとナミーは第三地区に合流、挟きよう撃げきしろ。ビーゼル小隊は陽炎かげろうの陣じん！』

「承知」

『リベラ、《暗黒》の魔術！　ボータとリーラはその裏から斉せい射しや！　遅いぞゴルドーっ！　一度後退後、マリーらと布陣を組め！』

「承知」

《伝令球》を用もちいてウィズが指示を飛ばす。それに反抗するように、グレゴワールが森の中より命令を下す。

『あれ？　十二地区にはデミシアはいない？　では第五小隊、十八地区まで下がりなさい。家屋を破壊して目め眩くらましを忘れずに！』




『空けておいた十八地区にそろそろローブ達が集結する頃だ。ロエローら付近の騎士は待ち伏せし殲滅！』




『ハハッ、一般民が残る十六地区に飽ほう和わ攻撃しなさい。救助に向かう騎士を撃つのです！』




『十六地区に注意！　ローブが集結！　おそらく飽和攻撃、付近の騎士は守護魔術！』




『おやおやぁ？　二十三地区が手薄！　第一小隊、南東通りから奇襲ですよ！　奇襲した後は串刺しにして晒さらし者にっ！』




『二十三地区は一度放ほう棄きする。ロット、カリシーだけは残れ。デミシアの恰好で倒れたフリをしろ。本物か見み極きわめようと来たローブを、パウロとジーンが奇襲せよ』




　戦況はウィズ達に分があった。デミシアが本物か確かめることを強しいられるローブ達に対し、駆逐隊の面々は全力を発揮可能。加えて指揮官たるウィズとグレゴワールの能力では、ウィズが勝まさっていた。ローブらが家屋を巻き込み非情な戦術を取るや、ウィズは相手の思考を先読みし、駆逐隊に的確な命令を下していく。




「ぐっ、グレゴワール様ッ……増援をッ！　被害甚じん大だい。被害甚大ッ！　ぐァッ」

「第六小隊と第十八、及び第二十四小隊から、連絡が途と絶だえました。被害なお拡大！」

「避難していた街民を人質に取る作戦失敗。待ち伏せが、待ち伏せが……ガッ」




　森の中で幹部達が、狂乱の報告を受け総毛立つ。

「グレゴワール様、我らの劣勢です。指示を。指示を」

「アハハハッ！　楽しい！　楽しい！　本物のデミシアはまだ判別できないのですか？　それと獅子皇は高所から俯瞰しているはずですよ？　高層物は全て破壊しなさい」




　それも読まれていた。ウィズは低い建物の中から、デミシアの《念動》で鏡の欠片かけらを無数に飛ばさせ、反射を利用し街の情報を取得。数分ごとに移動し、指揮官の居場所も割り出させない。街人の避難施設にも騎士を待ち伏せさせ、敵の人質利用を阻そ止しする。

「ウィズ、いけるぞっ！」

　幾度も移動した先、古びた教会で、デミシアが歓喜する。

「デミシア、体は大丈夫か？　魔石いらずとはいえ、辛つらくないか？」

「多少疲れるが問題ない。それに妾は嬉しいのじゃ。こうして人の役に立てることが、妾はたまらなく嬉しい」

　こぼれそうな笑顔が、デミシアから向けられた。ウィズに活力が湧わき上がる。かつて災禍の翠蛇と戦った指揮官としての自分と、人のために尽じん力りよくしたい魔神。いまそれが、一つの力となって、至高の力となって、戦場に希望を呼び込む。

「揺さぶりつつ攻勢をかける。《念動》は引き続き頼んだぞ」

「うむっ！　妾とおぬし。そして騎士団達。皆の力で、不届き者を蹴け散ちらすぞっ」

　華やかに笑むデミシア。獅子皇と魔神の少女は大きく頷き、駆け出した。




　グレゴワールは決断する。

「うーん。仕方ありません、私の《召喚》の魔術を使いましょう。デミシアに壊された極大召喚門は使えませんが、それなりのものは喚よべるはず」

　幹部へ向かい、指示を出す。

「残存戦力を十四地区から二十三地区へまとめなさい。まず中央街を破壊しますよ！」

「了解致しました、グレゴワール様」

　集結していた多数の幹部が一斉に街へ戻る。グレゴワールは顔の火傷痕を撫で、

「やはり強いですねぇ、指揮官としては勝てませんか。ふふ、クク、ヒヒハ」

　嗤わらい、魔石を取り出し、そして《召喚》の魔術を発動させる。




「──っ！」

　膨ぼう大だいな気配を感じてメロフィーユは天頂を仰ぎ見た。

　騎士団の支部。大広間。すでに襲撃者で残るのはエマのみ。騎士団の大半は倒れ伏していて、支部は半壊状態。ほとんどがエマの魔術による痕だ。

　砕けた天井の穴の先──街の中央の上空に、おぞましいほどの気配がある。

「まさか……」

　とっさに天井の穴へ銀球を差し向けようとするが、エマが《強奪》の牙で躍りかかる。

　喉元への一撃を咄とつ嗟さに体の仰け反りでかわし、メロフィーユは残る騎士へ叫んだ。

「急いで街の守備に向かってくださいっ！」

「は、しかしこの場は──」

「早く！　敵の真打ちが来ます。このままでは街は壊滅です！」

「──承知っ！」

　支部騎士長ハミルトン以下、残りの騎士達が天井の穴へ跳躍する。

　メロフィーユはエマの黒い牙を避けながら呟いた。

「まさか生きていたとは……」

　ノイシールの上空に、歪な音が走り、そしてそれは降こう臨りんする。




　それは巨大な門だった。灰色と鈍にび色いろの不吉な色の門。大人数名がすっぽり覆われてしまうほど分厚く、アーチ状で堅けん牢ろうな外観をしていた。

　空間に忽こつ然ぜんと現れた両開きの門の中心部に、縦の線が走る。

　殺気と咆ほう哮こうと妖気を巻き起こし現れたのは、人間ではなかった。この世の理ことわりから離れた、破は滅めつの化身。

　縦の亀裂の向こうから、咆哮が響き渡る。

　上空の門から不気味な音が奏かなでられ、門が、重々しく左右に開かれる。

　その奥から現れたのは、四本の腕を抱く石巨人ゴーレム。

　続いて猛火をまとう獣。氷風を撒まき散らす怪鳥が、巨きよ軀くの巨蟲ワームが、髑がい髏こつの飛竜が──異界より喚よび出だされし怪物達が、雪崩なだれめいた勢いで街へと降りていく。




「《召喚》の、魔術──」

　街で指揮していたウィズは、凍りついていた。

　上空の巨大な門から、魔物の群れが次々と降下していく。

「あ、あれじゃ、妾がこの世界に連れてこられたときに見た門じゃ！　少し小さいようじゃが間違いない！　同じものじゃっ！」

　デミシアの声は聴こえていたがウィズは反応できない。思い起こされるのは五年前。終わったはずの戦い。あのとき倒した男の顔が、鮮明に思い描かれる。

「あれは──」

《召喚》の魔術。離れた場所にあるものを喚び出す力。『召喚門』と呼ばれる、自身の近くか一里以内の位置に、空間と空間を繋つなげる門を発生させる魔術。

　その魔術の持ち主は、倒したはずだった。忘れもしない、五年前。災禍の翠蛇と決着をつける直前──獅子皇と凪姫を襲い、世界へ混こん沌とんをもたらそうとした者がいた。

「《黎れい明めい衆しゆう》の長おさ、グレゴワール……」

　それは、獅子皇と凪姫に敵対する者らの首しゆ魁かい。

　数百年もの時の流れの中で、災禍の翠蛇を『救世主』と信じ、崇め、奉たてまつり、尊敬し、狂った思想と理念の中で君臨する──狂集団の王。歴史の表の英雄が、獅子皇と凪姫ならば、その集団は平和と対極にある、歴史の陰で暗躍する者達だった。

「生きて、いたのか……」

　ウィズの肌が、粟立つ。

　全てが繋がる。倒したと思っていた男が、再び災禍を引き連れてきた──。

「──ウィズ？　どうしたのじゃ、ウィズっ！」

　心配するデミシアに、青い顔のままウィズは振り向いた。

「……全てわかったよ、デミシア」

「え？」

「君を襲う者と、僕が戦っていた存在は、同じだ。亡者のフリをして、力を蓄たくわえていた」

「な、何を……？」

　詳しい説明の時間も惜しい。すでに街の至る所で咆哮が響き渡り、火炎や雷撃が、渦を巻いている。異界の怪物の襲撃を放っておけば、ノイシールは壊滅するだろう。

　メロフィーユはエマの相手で精一杯。駆逐隊もそろそろ消しよう耗もうする頃だ。怪物達を振り払うには、首謀者の討とう滅めつが不可欠。ウィズはデミシアの肩に手をのせ、力を込める。

「デミシア、よく聞いてくれ。僕はこれから、首謀者のグレゴワールと戦う」

「グレゴワール？　それがこの戦いの元凶か」

「そうだ。昔、僕と凪姫が倒しきれなかった、組織の首領だ」

「……まさか、一人で戦う気か？」

　デミシアは、困惑した瞳で問う。ウィズの声音は焦りを帯おびていた。一刻も早く倒さなければならない危険な相手。

「他に戦力がない。僕一人で行く」

「危険じゃ！　ならば妾も一緒に」

「駄目だ。これはいわば僕達の世界の尻しり拭ぬぐいだ。君は巻き込まれただけ。君をさらなる戦地には巻き込めない。オルシムに運んで安全な、」

「馬鹿者っ！　この状況で、人々が困っている時に、妾だけ逃げることはできぬ！」

　叫ぶデミシアに、ウィズは戸惑う。

「で、でも……君は奴らに何かされただろう？　万全とは程遠い。逃げるんだ」

「断る。人を幸せにするのが、妾の夢の一つじゃ。魔族の世界のために、人間を討てと言われてきた。それが、嫌じゃった。何度も泣いた。でも妾はこうして人の、ウィズのそばにいる。そして今も、助けられている。妾はウィズの力になりたい。魔族ではなく人のために貢献したい。お願いじゃ、ウィズ。妾に夢を叶かなえさせてくれっ！」

「──僕は……」

　口が震え、寒気が走り、ウィズは首を横に振る。

「僕は、君を守り切れるかどうか、不安なんだ。五年の間で、僕は弱くなっている。あの頃できた獅子皇奥義が、今は使えない。僕の力は、あの頃の半分あるかどうか……」

「ならばなおのこと妾の力がいるはずじゃ。魔神の力を舐めるな。おぬしに心配されずとも自衛くらいできる。おぬしの援護もできる。自分だけ安全な場所に行き、おぬしの安否に怯えるより、妾は戦う方を選びたいっ！」

　揺るぎない視線がウィズに突き刺さる。

　思わずウィズは呻いた。もし何かの運命の悪戯いたずらで、自分とデミシアの立場が逆転したとして──自分は危機に陥るデミシアを放って、逃げるだろうか──戦う力と意志があるのに、逃げることを良しとするだろうか──それはきっと、あり得ない。

　持ちたくないと叫びながらも得た力は、大切なものを守るために、使うべき。

「……後悔は、しないよね？」

「当然。そんなこと問うまでもない」

「……わかった。一緒に行こう。巻き込んですまない」

「今更じゃ。過去は神でも変えられぬ。じゃが未来は、ウィズ達との温かい未来は、妾は摑んでみせよう」

「デミシアのことは僕が盾になっても守るから」

「ウィズのことは、妾が盾になってでも守るぞ」

　一瞬、同じことを言い合って、どちらともなく笑ってしまう。

　地響きが、二人の温かな空気を薙ぎ払う。ウィズは獅子皇の顔つきを取り戻し、デミシアは彼にしがみつく。

「今からグレゴワールを見つけて強襲する。しっかり摑まっていて」

「うむ。……ふふ、ウィズといると、胸がどきどきする。とても温かい。これが人間というものなのじゃな。優しくて、強くて、気高い。妾はこの温もりを、手放したくない」

「僕も同じだ。君がいてくれて、嬉しい」

　非業に見舞われていた魔神の少女は、健気に笑う。

　大きな瞳に、信頼の眼まな差ざしを込め、嬉しそうな表情のデミシアは──。

「おぬしと出会えて良かった。妾はいま、最高に幸せじゃ」

　これまでで一番眩しい笑顔を、浮かべていた。







「後ろは任せよ、ウィズ。妾が蹴散らしてみせよう」

「ああ、頼む。──はぁぁああっ！」

　跳躍したウィズを狙う襲撃者が、《念動》により弾き飛ばされる。吹き矢、円月輪チヤクラム、暗器がいくつも迫るが、まとめてデミシアは弾き飛ばす。

「フフハハっ、参ったか！」

「すまないデミシア、胸がでかくて前が見えない」

「なんとっ！」

　お姫様抱っこのまま身を乗り出していたデミシアが、目を瞬かせた。

　黎明衆が建物の陰や中から、二人へ躍りかかる。

　それを宝剣レオスティアと《念動》で迎撃し、二人は街中を駆け巡る。

「ウィズ、グレゴワールの居場所は見当つくのか？」

「ついている。先ほど黎明衆は、高層物を破壊していた。これは俺が高所で指揮してると踏んでの行動だ。裏を返せば奴が高所にいないことの証あかし。おそらくグレゴワールは、街を俯瞰できる魔術か魔術具を利用している」

　正面より迫るローブを蹴り飛ばし、ウィズは続ける。

「それと奴は、近くにいる。『召喚門』は遠くには喚び出せない。あれは術者の一里以内に出る。街の上空に現れたということは、前線で奴が布陣している証。五年前も、似た状況があった。敵の悲鳴を聞きながら、悠ゆう然ぜんと指揮する──それが奴のやり方だ」

「ではグレゴワールは、いったいどこにおる？」

「簡単だ。流れ矢に当たらず対岸の火事を観るように安全でいて、守りの布陣も作れる場所──それは、ノイシールの北の森だ」




　鬱うつ蒼そうと茂しげった木々の中、グレゴワールは寒気を覚えた。

「っ！」

　大気を切り裂く音が迫り、その場からグレゴワールは飛とび退のいた。

　まるで砲弾のように飛来した何かが、地面を削り轟音と土砂を吹き上げる。砕かれた木々が冗談のように宙を舞い、配下が悲鳴と共に吹き飛ばされる。

　──直後。土煙を突き破り、斬りつけたウィズの宝剣レオスティアと、グレゴワールの護身ナイフが、真っ向からぶつかり合った。

「見つけたぞ、グレゴワールっ！」

「お久しぶりですね獅子皇ォォォォォォ──ッ！」

　一撃で砕けた護身ナイフを放り出し、グレゴワールが配下を呼び寄せ護衛に使う。

「さすがは獅子皇です、容易たやすくここを見破るとはっ！」

「地獄の淵ふちに叩き込んだはずだがな。生きていたのか」

　ウィズの剣撃が黎明衆を襲う。流れるように宝剣レオスティアが振るわれ、配下の武器ごと弾き飛ばす。

　奥のグレゴワールに突進しかけたウィズの前に、別の黎明衆達が割り込む。

「地獄でずっと苦しむなんて怖い怖い。ですからずっと、死者のフリをしていました」

「魔術で死体でもでっちあげたかっ？　卑ひ怯きような！」

「影武者作って攻めてきた貴方に言われたくありませんねぇ！」

　配下に前衛を任せてグレゴワールが後方へ跳ぶ。

　デミシアが《念動》で数名を弾き飛ばし、空いた穴を縫うように、ウィズが疾走する。

「デミシアをなぜ狙った？」

「キヒッ、素直に言うとでも？」

「言わないのなら吐かせる！　今度は顔の左側も覚悟するんだな！」

「この火傷痕が疼うずいて疼いて仕方ないのです！　鎮しずめてくださいよ獅子皇ォォ──ッ」

　グレゴワールが右顔の火傷痕を撫で付ける。配下が使う魔術の猛火が、雷撃が、嵐のようにウィズに迫るが、ことごとく彼は宝剣レオスティアで斬り払う。

　直後、ウィズが懐よりナイフを取り出し投とう擲てき。狙いは、グレゴワールの左脚。

「ぐうあっ！」

　狙い違たがわず命中し、倒れかけた首領を、黎明衆の一人が助け起こす。

「痛いっ！　戦場の痛みです！　痛みが五年ぶりに私を襲っているぅぅぅっ！」

　笑いは、五年前と何も変わらなかった。卑ひ劣れつな手段を用もちい、獅子皇と凪姫に敵対する。変わったとすれば、最後の決戦で付けた火傷の痕だけが、時間の流れを思わせる。

「デミシアをいったいどうする気だ。異界の魔神を喚んで、貴様らは何を企んでいる」

「当ててみてくださいよ獅子皇。貴方の頭脳なら、仮説くらいはあるでしょう？」

「なら当てよう。お前達はデミシアを使って、災禍の翠蛇を復活させる気だろう？」

「バレバレですか！」

「魔術には『触しよく媒ばい』という物がある。価値ある存在を贄にえに使うことで、魔術の威力を底上げさせる手段が。それを使えば小さな火を紅ぐ蓮れんの渦へ、氷の粒を吹雪ふぶきへ変じさせることができる。貴様らは『魔神』という希少種を媒介に、自らの神の復活を目もく論ろんでいる」

　自分の限界以上に魔術を行使する贄を、触媒と言う。

　五年前、切り札として、ウィズも災禍の翠蛇を倒す際、凪姫に宝石を使わせた。

　反動で半日、強い脱力感に襲われるが──グレゴワールが今さら躊躇ためらうとは思えない。

「キヒヒッ！　大当たりーっ！」

　グレゴワールがふざけて笑う。

「──そこまでは俺も想像した。けれどわからないのはなぜ『今』なのかだ。それに凪姫五人の行方不明もわからない。首謀者がお前だと想像できても、それがわからない」

　攻撃が、緩められる。黎明衆の猛もう攻こうが止やみ、首領を守るだけの布陣に様変わりする。

　グレゴワールが、瞳を愉たのしげに細める。

「理由など、説明するまでもありませんよ？」

「なんだと」

「例えば貴方の妹のリリアが病に陥ったとして、百年後に治る薬と、今すぐ治る薬があるとします。貴方はどちらを選びますか？」

「なんだそれは」

「判わからないのですか？　災禍の翠蛇は生物を超越した存在！　二百年経てば復活！　けれど悲しいかな、私達はその頃もうこの世にいません。生きているうちに我らの神が崇められるなら！　他人の命を犠牲にしてでも、我らは行います！」

「外げ道どうがっ！　だからお前達は、一度滅ほろぼされたんだっ！」

　狂気が深まる、グレゴワールの顔。

「違いますよ獅子皇。違います違います違います。貴方達が『希望』を糧かてに明日を迎えるように、私達は『絶望』を胸に終しゆう焉えんを迎えたいのです。人が敵かなわぬ圧倒的な蛇の神っ！　人はなんと無力で儚い種なのかと、ああ自分達の時代の次は、災禍の翠蛇の時代なのだと、絶望しながら我らは死に絶えたいのです！　それが我らなのです！」

　つまりは正常な思考ができなくなった人々が、黎明衆というものなのだ。希望を得ることを諦め、虚きよ無むの思想に身を委ゆだねた狂集団。

　明日の太陽よりも血塗られた大地が見たい。全てを放ほう棄きしたい。超越者に身を委ねたい。獅子皇や凪姫とは相あい容いれない、救われない人々。

　腐った思想だと、ウィズは内心で吐き捨てた。剣の柄を、痛いほど握り締める。

「……まさかとは思うが」

「はい、なんでしょう」

「凪姫五人も『触媒』に使うため、さらったのか？」

　グレゴワールは小さく笑う。

「クヒッ、情報は宝です。全てを明かすことはできません。ゆえに凪姫ベアトリスが、凪姫ネルシーが、凪姫ゾネリカがっ、凪姫シトリンがっ！　かつて貴方と絆を結んだ娘達がっ、今どのような受難に見舞われているのかをっ！　貴方は知らず、判らず、解き明かせぬまま！　ここで果てるのですっ！　ヒヒヒヒヒッ！」

「──下げ衆すめっ！　力ずくでも吐かせるっ！」

　会話は終焉する。元々、彼らとの間に融ゆう和わなど望めない。かたや英雄と呼ばれし少年と、かたや世界の破滅を望む、虚無主義者。

　グレゴワールは災禍の翠蛇の復活を望み──ウィズは世界の安あん寧ねいを守る。

　正反対の鏡である両者は、冥めい土どの土産みやげにと、言葉を交かわしたのだ。

　ウィズはデミシアと共に黎明衆を蹴散らす。数では不利だが鬱蒼と茂る木々は、それ自体が盾であり武器だ。ウィズは木々の間を駆け抜け幻惑し──デミシアは《念動》でへし折った木々を、次々飛ばす。

　ウィズの剣技とデミシアの《念動》の前に、グレゴワールは追いつめられていく。

「さすがは獅子皇ッ！　私は五年もの間、配下を鍛きたえたのに！　それを一瞬で無む益えきに帰す貴方は、化け物です！」

「お前になど負けはしない。俺にはリリアと、騎士団と、凪姫と──デミシア、全ての希望が掛かっている」

「なるほど貴方は骨の髄ずいまで英雄だ！　誰もそれを否定しない。そんな貴方に、少女は心惹ひかれて希望を抱くのでしょう！」

「……何が言いたい？」

　突貫してきたローブを、膝蹴りで迎撃してウィズは鼻はな白じろむ。

「貴方は素晴らしい。多感な少女達と六人も心通わせたその偉業。是非とも祝福し絶賛させて頂きたい。特に貴方とメロフィーユの関係は、感涙にむせび泣くべきです！」

「いつまでも戯ざれ言ごとを。お前の、」




「だってそうでしょう？　メロフィーユは我ら黎明衆が送り込んだ暗殺者だ。その彼女がそろそろ騎士団を壊滅させる。こんな喜劇はない」




　思考に、空白が生まれた。ウィズの体が硬直した。

　その隙にグレゴワールが懐ふところより、銀と翠みどりの球体を投げ放つ。それは短槍へと一瞬で変化し、一瞬でウィズの右脚へと突き刺さる。

「ウィズ！」

　デミシアがとっさに《念動》で抜くが遅い。銀と翠色の短槍は、淡い光を放ち、ウィズの全身へ瞬く間に行き渡る。

「ぐ……っ」

　抱いていたデミシア共々、ウィズは倒れた。血相を変えたデミシアが彼を揺ゆする。

「ウィズ、しっかりするのじゃっ！」

「ハハハハハハッ！　隙を見せましたね獅子皇、これで貴方はおしまいです」

　青白い顔のまま、ウィズが驚愕する。

「まさか、この光は──《ナルシェラの聖槍》……っ!?　貴様が盗んでいたのか」

　ナルシェラの聖槍──騎士団が対災禍の翠蛇用に試作していた、魔術具の一つである。

　その効力は刺した対象の弱体化──次の災禍の翠蛇を倒す切り札として、聖アヴェル騎士団が開発したものだ。

　ヨシュアが「宝ほう物もつ庫こが破られた」と言っていた光景が、ウィズの頭に浮かぶ。

「くっ……」

　立ち上がろうとしたが四肢に力が入らない。宝剣レオスティアを摑む手は震え、虚きよ脱だつ感かんが総身を這はいまわり、杖つえのようにして膝立ちするのが精一杯。

　デミシアを弱体化させていたのも、この聖槍である。獅子皇神殿から盗んだグレゴワールは、デミシアに使用した後、ウィズへの切札として用意していた。

　魔神にすら通用した聖槍──ウィズが抵抗できるべくもない。

「さて。大勢は決したようですね」

　グレゴワールが、配下のローブをウィズの周囲に展開させる。

「まったく愚おろかしいですねぇ。私の噓に動揺とは。そもそもメロフィーユは、貴方が暗殺者から改心させて契約した凪姫でしょう？　忘れたのですか？」

「な……」

　デミシアが、驚愕の事実に凍りつく。グレゴワールが、粘りつく笑みで言う。

「そう！　メロフィーユは元々、我らの最高の暗殺者でした！　ところがそこの獅子皇様が彼女と心を通わせ、絆を育はぐくみ、戦巫女の一角としてしまったのですよ！　あー勿もつ体たい無ない。彼女は幾多の血を流す殺さつ戮りく人形だったのに。──でもまあ、その過去も、役立ちましたね？　獅子皇を追い詰める、噓のきっかけとしてねっ！　フヒヒヒヒヒッ！」

「──どこまで外道なのじゃ、グレゴワール──ッ！」

《念動》でデミシアが木の幹を放ったが、黎明衆のローブに弾き飛ばされる。

　悔くやしさが、ウィズの中を貫いていく。

　メロフィーユは確かに元暗殺者で、グレゴワールに育てられた過去がある。感情の抑制術などはその証あかし。けれど、七年前、初めてウィズが契約した凪姫だったのだ。

　幼い日のメロフィーユの幻影が、眼前を駆け抜ける。

　笑顔と、苦難と、優しい誓ちかい。

　誰よりも貢こう献けんし、信頼してくれた少女。

　それを──一瞬でも疑ってしまった。悔かい恨こんが、ウィズの胸を、深く抉えぐる。

「さて！　獅子皇の最後です！」

　ウィズ達を取り囲む黎明衆が、紋様剣を振り上げる。

　止とどめを刺そうというのだろう、首領の語りを聞いていた彼らが、一斉に殺気を放つ。

　だがウィズは剣を支えにして立ち上がった。

「フフフ。まだ戦うと？」

「当然だ」

「死にますよ？　今の貴方で、全員に勝てるとでも？」

「俺が諦あきらめるわけにはいかない。俺は獅子皇だ。凪姫を導いて世界を護る、守護者だ。俺が貴様に屈くつすることは──あり得ないっ！」

　憐あわれむような、同情するような視線がグレゴワールから向けられる。

　それは決して愚おろか者を観る眼ではない。むしろ逆。眩しすぎるがゆえに理解できない、英雄の鑑かがみのような少年に、優しく問いかける。

「一つ訊きましょう。獅子皇、貴方は何のために戦ってきたのです？」

「戯れ言を。大事な人と使命があるから。それ以外にない！」

「妹と凪姫と獅子皇の責務ですか。下らない、じつに下らないですよ獅子皇。そんなもの、二百年経てば何の意味もありません。貴方達の護るものは、意味なき夢物語です」

「……俺と凪姫達を愚ぐ弄ろうするか」

　憤怒に染まるウィズを前に、グレゴワールは優しい聖者のような笑みを浮かべる。

「なるほど、可愛い妹と美しい凪姫に囲まれる生活は確かに重要です。これは理解できる。ですが獅子皇の責務は何です？　それに意味があるのですか？　無いでしょう？　たとえ私を冥府に送ったとしても、それは一時の安寧ですよ？　いや、たとえ災禍の翠蛇をまた倒したとしても、意味などない！」

「意味はある。世界は護られる。それ以外に何がある」

「それは意味無きものだと言っているのですよ？　獅子皇」

　グレゴワールは珠の汗を流す獅子皇に甘くささやく。

「災禍の翠蛇は殺しても蘇る。二百年の眠りを経て再び復活します。その度に、獅子皇と凪姫は戦ってきた。八百年間で、五度の死闘。ですが見てください。世界は平和ですか？　大地は幸せに満ちていますか？　皆が笑顔で溢れ楽しく時を過ごす──貴方達のセカイは、本当にこれからも平和に護られるのですか？」

　ノイシールの街から、風に乗って聞こえる、悲鳴と轟音。

「なにを……」

「その疑問は貴方も感じているのでは？　いいや一度でも思ったはず。災禍の翠蛇を討伐しても世界に平穏は訪れない。なぜなら霧幻種がいるから。黎明衆もいるから！　今より二百年後、さらに強化された災禍の翠蛇が襲い掛かるから！　人々は、偽いつわりの平和の中で過ごすしかない！　平穏だと言っているのは、貴方達が自分の成したことが無駄ではないと、そう思いたいためではないですか？　それを否定できますか？」

「ウィズ、その先は聞いては──」

　言いかけたデミシアは、グレゴワールの無表情に呑まれる。

　それはあまりに人形的過ぎていて、虚無の表情に、デミシアが怯える。

「一つ昔話をしましょう。とある村に『ロニー』という少年がいました。幸せだった彼ですがある日故郷を霧幻種に襲われます。両親と、初恋の人を亡くしてしまう少年。復讐を誓う彼は、聖アヴェル騎士団に入団し、霧幻種の駆逐を目指しました。けれど哀あわれ、同期は全滅！　失意の後、傭兵団で復讐を再起しましたがそれも全滅！　心が折れた彼は、災禍の翠蛇こそ人間に終しゆう焉えんをもたらす神と信じ、黎明衆へ入団を決意したのです！」

　そして、自らの顔を指し示す。

「判りませんか？　幼きロニー少年のように世界には悲劇が溢れています！　しかし世界は八百年もの間、同じ悲劇を繰り返しているのです。獅子皇と凪姫が作る平和？　そんなもの幻想です。災禍の翠蛇によって、いつでもどこまでも悲劇は起こり続ける！」

「違うっ！」

　ウィズは叫んだ。

「俺は五年の間、街を巡った。平和の時間を見た。人々は笑顔で沸き、二百年の平穏を享受していた！　メロフィーユと見たあの光景は、噓ではない！」

　グレゴワールの表情に、再び狂気が宿る。

「キヒッ、噓ではありません。しかし真実には足りていません。貴方達は災禍の翠蛇を倒せます。しかし倒しきるのは不可能です！　ゆえに貴方達は束つかの間まの平和しか作れない、半端な英雄なのです。そのことに、気づいているのでは？　笑顔しか、見ないようにしているのでは？　わかりますか？　貴方達が満足してもその子孫が、末まつ裔えいが、災禍の翠蛇と霧幻種に襲われるのです。災禍の翠蛇は永遠に生き続ける！　霧幻種は滅びない！　いくつもの円環を経てなお生き残る。貴方達は──災禍の翠蛇を倒したのではない。絶望を先送りにしただけなのです！　平和という言葉に隠して！」

「違うっ！」

「滅びこそが真なる幸福なのです。災禍の翠蛇のもたらす死を、受け入れなさい」

「違うっ！　絶対に違うっ！」

　そんなことはないと──叫びたかった。自分達が平和を成しても無駄なのではない。

　災禍の翠蛇は二百年の時を経て蘇り──世界を混沌に陥れる。けれど自分達の成したことは、わずかにでも人々に平穏をもたらし、笑顔を作り続けるはず。

　そう、信じたかった。己に、言い聞かせていた。

　だがそれ以上続かない言葉が、グレゴワールの言葉を認めていることを意味する。

「交渉といきませんか、獅子皇。エマを返します。その代わり、デミシアを渡しなさい」

「──断る」

「フヒヒヒ。なぜでしょう？」

　グレゴワールは可笑しそうに嗤った。

「どうしてそこまでその魔神に拘こだわるのです？　出会って間もない娘でしょう？　その娘は魔神であり、本来は人間の敵対者ですよ？　討伐するならともかく、獅子皇が保護するのはあり得ない。まさか獅子皇ともあろうものが、庇ひ護ご欲よくと色いろ香かに、惑まどわされた？」

「戯れ言を言うなよ、グレゴワール」

　力入らずとも、四肢に込められる力なくとも、気持ちだけははっきりと、ウィズは吐き出してみせる。

「目の前に助けてくれと叫ぶ人がいる。哀しさに泣いた少女がいる。それを救えずして、何が獅子皇だ！」

　泣き、叫び、己の苦境に涙をこぼしていたデミシア。哀しみに満ちた彼女の瞳を見て、護らねばならないと決めた。

　獅子皇は、悲劇に見舞われる誰かを護る者だ。

　たとえ千の軍勢、万の軍勢が相手であろうとも。

　泣いた者を見捨てることだけは、したくない。

「貴様らに彼女は渡さない！　デミシアは、俺が護るっ！」

「フフッ、なんという美しい決意！　六人の凪姫もそうして心を通わせ、気持ちを委ゆだねたのでしょう！　誰もが貴方に心を預けたくなる。──しかし」

　馬鹿にするでもなく、揶や揄ゆするわけでもなく、純粋に、グレゴワールは賞賛する。

「我々には時間がないのです。『我々』とは、黎明衆だけではありませんよ？　獅子皇。──『貴方とデミシア』にも、時間がないのですから！」




　瞬間──。




「あ……う……ぁ……」

　ウィズを支えていたデミシアに、異変が訪れた。

　呻うめき声の後、苦しそうに悶もだえたかと思うと、糸が切れた人形のように、倒れてしまう。

「デミシアっ!?」

　とっさにウィズがデミシアへ触れる。だが彼女の容態は異常だった。全身が炎のように熱く、息は荒く体は震えている。呼びかけても、応答がなかった。

「やはり、ですね」

　薄笑いを顔に張り、グレゴワールは魔神の少女を見下ろす。

「どうやら、《霊れい神しん樹じゆ》の加護が切れたようです」

「なんだ……それは……」

「異界の住人はね、この世界で永く生きられないのです。そういう摂せつ理りに縛しばられている」

「な──」

　頭を殴られたかのような衝撃が、ウィズを揺さぶった。

「どういう、ことだ……」

「人と魔神の体の作りが、同じとでも？　魔神デミシアは異界者の特性として無尽蔵に魔術を使えますけどね、その反面、《霊神樹》という樹がなければ生命を保てない！」

「馬鹿、な……」

「おや？　彼女は黒い痰を吐きませんでしたか？　それは霊神樹の加護の欠如による症状ですよ？　フフッ、生命の源たる霊神樹がそばにある限り、異界の住人は無限に魔術が使える。けれど離れれば離れるほど体は弱まり、やがて死に至る！　儚い存在なのです。クヒヒヒヒッ！」

　ウィズの脳の奥が痺しびれ、言葉が出てこない。グレゴワールの言葉を裏付けるように、体の震えが増していくデミシア。

「デミシアが──死ぬ？」

「まあもっとも？　意外にも異界の者は、その事実を知らないみたいですが。言ったでしょう？　我々には時間がない。異界の住人は、この世界に受け入れてはもらえない。霊神樹のない状態で何日も過ごしたその体は、すでに風前の灯ともしび。デミシアは灼熱に蝕むしばまれ、腕も、脚も、顔も、まるで飴あめのように、溶けて消える運命なのですよ！」

「噓だ……そんな……」

　ウィズの中で、獅子皇として学んだ知識が、グレゴワールの言葉を強く肯定する。デミシアの吐いた、黒い痰。過去に読んだ文ぶん献けんに、確かそのようなものがあった。

　遙かな古代、災禍の翠蛇が現れる前の地上には、魔神がいた。それを倒したのは英雄でも、聖者でも、賢者でもない。時間の経過の果てに、古いにしえの魔神は滅んだのだ。

　それは霊神樹の欠けつ如じよが要因なのだろう。

　昔読んだ文献の記述と、デミシアの症状は酷こく似じしている。

「さてさて、獅子皇。貴方はこの真実を知って、それでもデミシアを渡さない気ですか？」

　グレゴワールが歪に嗤い、問いかける。

「それは残酷な仕打ちですよ？　心を通わせた少女を、目の前で失いたいと？」

「黙れ、グレゴワール」

「私が黙っても事態は解決しませんよ？　それとも力ずくで奪いましょうか？　いいですよ私はどちらでも。貴方が泣き叫び、デミシアと引き離される姿を観るのも！　デミシアが衰弱し、貴方が絶望に苛さいなまれるのも！　私は大好きですからっ！　フヒヒヒ！」

　怒りが、憤激が、ウィズの中で燃え上がる。グレゴワールはウィズが苦しむ様を見るために、情報を打ち明けたのだろう。歪ゆがみきったグレゴワールの笑みは醜悪で、今すぐ彼を打ち倒したい。だがウィズの全身はナルシェラの聖槍に蝕まれ、意識を保つのも困難。体は今にも崩れそうで、瞼まぶたが、どうしようもなく重い。

「ウィ、ズ……もういい……もういいから……」

「デミシアっ」

　朦もう朧ろうとした瞳を向け、デミシアはか細い声を出す。

「これ以上……おぬしの迷惑に、なるわけには、いかぬ……」

「何を……」

　紅潮したままの顔で、真っ直ぐに少女はグレゴワールを見る。

「──グレゴワール。妾はおぬし達の所へ行く。その代わり……さっきの条件を、エマを返還することを、約束しておくれ……」

「──それは駄目だっ」

　ウィズの顔が、憤激に染まる。デミシアは、弱々しく首を振った。

「だが、このままでは、おぬし達に災いが振り続ける。元々おぬしらは、エマを求めこの街に立ち寄った……ならば妾より、自分と大切な凪姫のために、身を費ついやすべき……」

「絶対に駄目だ……」

　震える声で、弱った体で、ウィズは少女の体に手を添える。

「デミシアを引き渡す代わりに、エマの返還？　そんな条件飲めるわけがない。デミシアは渡せない。エマは取り戻す。それ以外に、この戦いは終わらない！」

「いいんじゃ、ウィズ……妾には、考えがある……」

　デミシアは、優しく、ウィズの手を握り締めた。

「妾は、もう十分に味わった……。幸福の時間を、おぬしはくれた。とても楽しい水浴びを……ありがとう。泣いたときに抱き締めてくれて、ありがとう……。短い間じゃったが、おぬしと会えて……本当に、妾は、嬉しかった……」

「違う、お前が諦める必要などない！　俺達が必ずお前を──」

　そのとき、ウィズ達は失念していたことがある。




　……──オォオォォォン──……




　森の中を、太い鈍にぶい唸り声が切り裂いた。

　まるでひび割れた鐘の響き、無む理り矢や理りに生物の口で吠えさせたような、歪な音。

「来た……」

　その声を聞いた瞬間──黎明衆の面々がざわめいた。

「我らが神の鱗が、来た！」

　遠く、不快感を極きわめたような不気味な声が響き渡った。

　この世界に、完全な平穏など訪れない。グレゴワールの言葉通り、災禍の翠蛇は死骸になろうとも、鱗は分離し、怪物となり、世界の隅すみ々ずみへはびこっている。

《霧幻種》の咆哮が、幾度も木こ霊だまする。

　黎明衆が即応した。部隊の半数が森の奥の方へ向かい、グレゴワールが《召喚》の魔術で、無数の怪物達を喚び出す。ウィズへの止とどめよりそちらを優先したのだろう、遠い殺気の元凶へ、時間稼ぎに放たれる怪物達。

「──いけない、逃げるのじゃ……ウィズ」

　地響きが迫る中、デミシアが青い顔で急せかす。

「あの鳴き声は……街へ逃げる途中に、何度も聞いた……。あれは恐ろしい獣じゃ。いや、獣ですらない。命すらない……。あれは、マズイ……逃げておくれ」

「だがデミシア──」

　その間にも、破壊者の強大な気配が近づく。十や二十では利かない。霧幻種とは、通常の魔物の十数倍の力を持つ異形の怪物。人の気配を探り、人の営いとなみを察知し、絶望を振りまく破滅の使者。単独で獅子皇に匹ひつ敵てきする脅きよう威いが、木々を倒し猛然と迫ってくる。

「妾なら、大丈夫。……今まで、ありがとう……」

「デミシアっ」

　魔神の少女が、ウィズの胸に手を添え、押しのけるようにして遠ざける。反射的に伸ばしたウィズの手もかわし、気丈に歩を進め──彼女は黎明衆の元へ、歩いて行く。

　号令を発していたグレゴワールが気付いた。

　配下に命じて、彼女を運ばせる。

　そしてそのまま、彼女は黎明衆に森の奥へ連れられていく。

　叫びを上げ追いかけようとしたウィズ。だが聖槍の毒が、彼の意識を奪った。

　霧幻種の咆哮。

　遠い足音。

　木々が薙ぎ倒される震動──。

　ウィズはメロフィーユが駆逐隊と駆けつけるまで、地面に倒れていた。













　ノイシールの街に、夜の帳とばりが降りていた。

　すでに黎れい明めい衆しゆうの騒乱から数時間が経たっている。メロフィーユと駆く逐ちく隊たいにより、霧む幻げん種しゆは撃退。下位種ばかりだったのが幸運だった。もしも《石化》の魔術と駆逐隊の連れん携けいがなければ、街は崩壊していたかもしれない。

　けれど、その前の黎明衆との戦いの被害は甚じん大だいである。

　特に凪なぎ姫ひめであるメロフィーユとエマの戦闘は凄すさまじく、騎士団の支部は半壊だった。騎士達が魔術で修復に勤いそしむが、それでも時間を要するだろう。街も同様だ。

　朗ろう報ほうは──その戦いで凪姫エマを奪だつ還かんした事だろう。メロフィーユはエマと一騎打ちの末に彼女を石化した。一度石化させたことで、エマを蝕むしばむ傀かい儡らいの効力も解けたのだ。

《カーバンクルの涙るい晶しよう》と呼ばれる秘薬で、エマの石化もすでに解除している。その吉報がなければ、騎士の大半は徒と労ろうを味わっただろう。

「──それにしても、まさか五人もの凪姫様が消しよう息そくを絶たっていたとは……」

　街の一角。騎士達が建物に資材を運びながら呟つぶやく。

「自分も信じられません。タチの悪い冗談ですよ、本当に」

「黎明衆の復活……それだけでも脅きよう威いだというのに、凪姫様の大半が行方不明……」

「恐るべき事態です。黎明衆はどこまで、力をつけているのでしょう？」

「……わからない。六百年前、二代目災さい禍かの翠すい蛇じや襲撃の後から、黎明衆は世界の陰で暗躍してきた。歴史の狭はざ間まに潜ひそみ、獅し子し皇おうと凪姫を敵視し、隙すきあらば首を刈ろうとする集団。ウィズ様の曾そう祖そ母ぼ、リリエール様が謀ぼう殺さつされたように、黎明衆は常に獅子皇と凪姫を狙ってきた。尋問系の魔術を使っても『災禍の翠蛇を神とする新世界のために』──それだけの思想しか、彼らの頭にはない」

「怖いですね……」

「そうだな。我々は、災禍の翠蛇、霧幻種、黎明衆……未いまだ多くの闇と対たい峙じせねばならない。いったい、この戦いはいつ終わるのか……」

　災禍の翠蛇が地上に猛もう威いを振るい始めて八百年。いくつもの戦士が生まれ、いくつもの伝説が生まれた。けれど災禍の翠蛇は死しては蘇よみがえり、二百年ごとに混こん沌とんをもたらす。

　五年前、ウィズと六人の凪姫達は、確かに五代目の災禍の翠蛇を倒したはずだった。

　けれど、世界に潜む暗黒は留とどまることを知らず、未だ地上を覆い続けている。

「我らは、終わりなき闇を突き進んでいるのやもしれん。祓はらっても祓っても、消えぬ闇」

「それでも俺は、信じたいです。我々には希望があると。獅子皇様と凪姫様が、きっと平和へ導いてくれると。我ら騎士団は信じ──戦うしかないです」

「……そうだな。獅子皇とは百すべての生命を護まもる王だ。そして凪姫は安あん寧ねいの風を喚よぶ戦姫。我らはあの方達の剣となり盾となり、力添えするしかない」

　騎士達は祈るように、獅子皇と凪姫の勝利を信じ、自らができる事に励んでいった。





　　　　　†　　†






「痛たっ！」

　うつ伏ぶせのウィズが呻うめく。その背中を細い指が押す。

「そこは痛いって、メロフィーユ痛い！」

「生きてる偉い大だいな証あかしです。ここは我慢の時ですよ」

　うつ伏せになるウィズの背中に、メロフィーユが手を当てる。力強く指を押し付けるたびに、呻きがウィズの口から漏れた。

　上半身剝むき出だしの背中から、ほのかな暖あたたかさが生じていった。疲ひ弊へいした体のあちこちに活力が戻り、黎明衆との戦いの傷やナルシェラの聖せい槍そうの毒が、徐じよ々じよに消えていく。

　獅子皇は腕力や脚力だけでなく治癒力も高い。自然回復だけでも、骨折すら数時間で治す。その回復を促そく進しんさせるため、メロフィーユが申し出た指圧だった。

「……これで終わりです。どうですか、ウィズ？」

「うん。ありがとう。だいぶ楽になった」

「間違えて押してはいけないツボを押してしまったのですが、それも大丈夫ですか？」

「ま、待ってくれ、なんだそれは……っ」

「冗談です」

　澄すました表情で銀髪の凪姫は言った。

　森でデミシアを失ったウィズは、心身共に疲弊の極きわみにあった。駆けつけたメロフィーユの言葉にもろくに反応せず、悔くやしさに震えるばかりだった。戦闘が終わり騎士団の支部でメロフィーユが励はげまし、ようやくいつもの調子を取り戻したばかり。

「……しかし、いつ見てもすごい傷きず痕あとですね」

「うん……」

　ウィズの背中には、無数の傷痕が残っている。それは森での傷痕だけではない。ウィズは過去の無数の戦闘のうち──『忘れたくない』と思った傷や、猛もう省せいすべき過去の傷痕を、自戒のために残しているのだ。その『忘れたくない傷』が、今また増えていた。

「デミシアを救えなかった自分への罰。……さすがに大き過ぎではないですか。別の小さな傷を残せば良かったのに」

「半はん端ぱだと、意味がない」

「ウィズ……」

　背中一面、ウィズの右肩から腰こしに至いたる長い切り傷を、メロフィーユは複雑な面おも持もちで見つめる。森で霧幻種から受けた痕だった。勝手に治ることにないよう、騎士の一人に頼み、治りを停滞させられたその傷は、これからも彼の背中に残り続けるだろう。

　獅子皇の無念の証に、メロフィーユは深く溜息を吐く。

「なんとも恰好悪いですね」

「何と言われようといい。僕の勝手だ」

「自分に酔よってるというか、馬鹿としか思えません」

「馬鹿でも何でも、これだけは変えられない。僕の不ふ甲が斐いなさが生んだ罪だ。罪は消せないし、忘れるべきじゃない。僕は……」

　その声が、震える。

「僕はデミシアを、守りきれなかった……」

　後悔の涙が、頰を流れる。助けられるはずだった。グレゴワールは、獅子皇と凪姫の運命を歪ゆがめる、明確な悪だ。にも拘かかわらず倒しきれず、デミシアを連れ去られてしまった。この程度の自責の傷では足りていない。

「僕は、助けなければならなかったんだ。デミシアは苦しんでた。救われたいと思っていた。異界から何の罪もないのに喚ばれて、生いけ贄にえにされかけて、そして僕達に頼ってきた！　なのに……彼女の方から向かわせるなんて、最悪だ！」

「終わったことを蒸し返しても仕方がありません。あなたはナルシェラの聖槍を受けて万全ではなく、わたしもエマの相手が精一杯。あの状況を覆くつがえすことは不可能でした」

「それでも、僕は……」

　悔しさに任まかせて、ウィズはベッドの脇の壁を殴りつける。

　石でできた壁は、獅子皇の力に負け、ひび割れた。

　彼が憤いきどおり、感情を抑制できない理由は、もう一つある。

　グレゴワールが許せない理由は、なにもデミシアのことだけではなかった。メロフィーユも、過去に彼によって不幸に陥おとしいれられた一人だからだ。

　暗殺者という忌いまわしい過去が、銀髪の凪姫にはある。

「グレゴワールは、君を暗殺者に仕立てあげた張本人だ。あれは僕の宿敵で、君の過去を奪うばった人間だ。許せるわけがない」

　メロフィーユが常に冷静で、冷徹に物事へ取り組むことができるには訳がある。それはかつて、黎明衆に育てられ、『至高の暗殺者』と謳うたわれた、生きた殺人兵器だからだ。

　彼女は本来、人間らしい心など存在しない。人の持つ当たり前な温ぬくもりを排はいして、要人を殺すために育てられた暗殺のための存在。卓たく越えつした技術は、冷れい酷こくに命を奪うために最適化されている。

　ウィズが心を通わせ、今でこそ冗談すら交わせるほどになったが、最初の頃の彼女は、生気のない人形だった。それを知るウィズは、苦い思いに駆かられる。

「でもウィズ、わたしは別に、グレゴワールを憎んではいませんよ」

「噓うそだよ、そんなのは。だってあいつは、」

「グレゴワールは、わたしとウィズが出会えるきっかけを作りましたから。どんな経けい緯いであれ、わたしはウィズと会えて幸せです」

　思わず吐かれた優しい言葉に、ウィズは振り向き、目を見張る。

「メロフィーユ……？　いま、何て……？」

「わたしは、ウィズと一緒にいられて幸せですよ？　これほど温かく、いつまでもそばにいたい人は他にないです。血と鉄と悲鳴ばかりが飛び交う実験場──あの頃と比べたら、あなたと過ごす日々はまるで天国です。くだらない話をして、冗談を言って、戦いでは正義のために力を使う。どれもかけがいのない瞬間です。わたしはウィズのことが好きですから、だからこうしていられることが、嬉しいのです」

　涼しい顔だったが、一瞬だけ口をゆるめ、彼女はウィズを見つめていた。

　ウィズは何も、言葉を紡つむぐことができなかった。ただその紅あかの瞳と、銀色に艶つやめく美しい髪しか視界に入らない。

「メロフィーユ……」

「わたしは、ウィズのおかげで人並みの幸福を得られました。忌まわしい過去と、決別できました。暗殺の訓練をさせる人間は、もういません。代わりに頼たのもしい騎士達や、リリア、ヨシュア、そして貴方との屈託のない日々が、わたしの日常になったのです」

　血塗られた光景はもう彼女の前にはない。あるのは人としての当たり前の幸せだ。

「わたしはその日々を大切に思っています。そしてそれは──きっとデミシアも同じだったと思います」

　宝石のように、綺麗で静かな紅い瞳が、ウィズを見つめる。

「異界で孤独に苦悩していた彼女。魔族のために、人を害する運命。けれど貴方と接する彼女は、どうでしたか？　絶望に胸を貫つらぬかれていましたか？　貴方がそれほど悔しい思いをしていたのなら、彼女は何倍も嬉しかったはず。それは、ウィズが変えたからではないですか？　──デミシアの笑顔を、思い出してください。あなたが後悔に苛さいなまれていたら、彼女はどう思うでしょう？　胸を張ってください、ウィズ。貴方は紛まぎれもないわたしの──いえ、『わたし達の英雄』です」

「────」

　ずっとずっと、自分は英雄になど相応ふさわしくないと、ウィズは思っていた。

　素顔を見せれば頼りない少年、獅子皇という仮面をつけねば戦うこともできず、弱さを隠し、己を騙だまし、悩み、苦しみながら戦い続けてきた。

　代われるならば代わってほしいと思ったことは、幾度もある。挫ざ折せつし泣きたいことは数えきれない。心の中で、いつも自分は獅子皇に相応しくないと、もっと相応しい人はいるはずだと、疑念が渦うずを巻いていた。

　けれど言いい募つのるメロフィーユを見て、初めてウィズは、そうではなかったと思えた。

　悩みながら突き進んできた道は、間違いではなかった。自分は誰かを幸せにし、大切な居場所を作れるのだと、自分を信じることができた。

「……ありがとう。メロフィーユ」

「礼を言うのは早いですよ。こうしている間にも、デミシアはきっと待っています」

　ウィズは目元の涙を拭ぬぐい、宣言する。

「──そうだね。デミシアを、取り返そう。グレゴワールの計画なんて壊してやろう。二度と獅子皇に立ち向かえないように」

「わたしも戦います。獅子皇ウィズのあるところ、凪姫メロフィーユもあるのですから」

　長い銀髪をかき上げた彼女は、「あ、でも」と言葉を付け加える。

「そうそう、一つだけ言っておきますね。先ほどの好きは、あくまでも盟友としての好きですから。男女の好きではないですよ。そこは勘かん違ちがいしないでくださいね」

　そう言って、メロフィーユは一瞬だけ微笑ほほえんだ。

　垣かい間ま見みえたそれは、まるで雪の精霊のようで。

　神話に登場する、どんな女神よりも美しくて。

　ウィズはかすかに、頰を火ほ照てらせる。

「おや、ウィズ、顔が紅くありませんか？」

「そ、そんなことはない」

　とぼけて顔をそむける。

「……でも、本当にありがとう、メロフィーユ」

　限りない信頼と感謝を込めて。そうウィズはささやいたのだった。







　ウィズとメロフィーユは連れ立って、貴き賓ひん室しつへと向かった。

　澄すました顔が多いメロフィーユも、今は少し口元を緩ゆるませている。ウィズもまだ笑顔の幻影が抜け切れておらず、視線が合うとついそむけてしまった。

　しかし、半壊している騎士団支部を見ると、いつまでも気を緩ませていられない。未だ支部内は完全修復には至いたらず、修復のために騎士が行ゆき交かっている。見習いと思おぼしき少年少女も、せわしなく魔石や包帯、薬草などを運んでいた。

「ウィズ様！　メロフィーユ様！」

　そのとき、数名の騎士達が駆け寄ってきた。いずれも女性騎士だ。しなやかな身のこなしと流れる髪、年齢は十代前半から二十代後半と幅広い。

「あの、本日の戦い、お疲れ様でした！」

　一斉に、折り目正しい礼をしてくる。

「お二人の武技、この目に焼き付けました！　ウィズ様もメロフィーユ様も、私達には憧あこがれであり目標です！　これを機会に、一層騎士として励はげんでいきます！」

　初々しくも華やかな笑顔が向けられる。彼女らはエマや黎明衆の迎撃に参加した騎士達だ。猛もう威い振ふるう黎明衆に対して、よく対処していたのをウィズ達は知っている。

　メロフィーユが頰をわずかに緩ませ、ウィズも獅子皇の口調で応じる。

「ご苦労だった。これからも精しよう進じんしろ」

「あなた達の活躍で、黎明衆を撃退できました。エマの奪還も、住民の避難も、あなたたちあってこそです」

「いえ、私達の力など、まだまだです」

　尊敬の眼差しがウィズとメロフィーユに注がれる。特に、それはメロフィーユの方に顕けん著ちよだった。

　凪姫は全ての女性にとって尊敬の対象だ。魔術の相性により、獅子皇は女性しか凪姫に覚醒できない。凪姫を切望する女性たちは、新しい獅子皇が君臨すると『選定試験』と呼ばれるものに参加し、厳しい審査を受ける。それに通ったとしても、獅子皇神殿で激しい修行を経へて、ようやく凪姫となれるのだ。メロフィーユは元暗殺者のため手順が若じやつ干かん異ことなるが、それでも世界で六人しかいない凪姫と接し、興奮しない女性はいなかった。

　メロフィーユはふと思い立ち、尋たずねる。

「もしかして、あなた達は元凪姫候補ですか？」

「はい！　選定試験の第四審査までは行ったのですが、精神制御で振るわず……」

「わたしは第六審査まで行きました。でも魔術制御で落ちてしまって」

　苦い顔や恥はずかしそうな顔、それぞれだが、他の女性騎士達も皆似たようなものだった。ここに集まったのは、凪姫を夢見て、けれど叶わず、それならばと聖アヴェル騎士団に入り、獅子皇と凪姫の作り出す平和の尽力を選んだ騎士達。

　世界は、何も獅子皇や凪姫だけが守っているのではない。彼女らのような、情熱に向かい、ひたむきに進める者たちによって支えられている。

「あ、あの！　握手お願いできますか」

「いいですよ」

「きゃっ、メロフィーユ様に触っちゃったっ！」

「やだ、嬉しいっ！」

「あの、ウィズ様にも握手をお願いできますか……」

「まぁいいだろう」

「きゃっ……たくましい手っ！　ウィズ様、素敵ですかっこいいです！　これからも立派な獅子皇様でいてくださいねっ！」

　黄色い声を振りまきながら、最後の方ははしゃいで彼女らは去っていく。任務があるのだろう。頑張れと心の中で思ったウィズは、

「……め、メロフィーユ、どうして不機嫌な顔になっているんだ？」

「（ウィズにあんまりベタベタと……病み上がりなのにそのことを考慮もしないなんて。次に会ったらウィズには触らせませんっ）」

「顔俯うつむかせて怖いよっ」

　人がいないのをいいことに、素に戻り、ウィズは突っ込んだ。そして──。




「あ、凪姫エマ様！　お久しぶりです！　もうお体の方は、よろしいのですか？」




　ドクンッと、心臓が大きく高鳴る。

「ああ、もう平気。それよりウィズとメロフィーユはどこにいるんだ？」

「あ、すぐそちらです、いまその角かどの向こうでお会いしましたから」

　その声は、よく知っている声だった。共に駆け抜けた懐なつかしき響き。いつも獅子皇と六人の少女達の中で、軽やかに声を振りまいていた少女の声。

「あ……」

　凪姫エマ。

　踊り子を目指して世に出て、けれど黎明衆に利用され、敵として現れた少女。ひょっこり通路の角から顔を出し、満面の笑みを浮かべて走って来た。

「ウィズ、メロフィーユ！」

　二つに結った髪がうれしげに揺れる。口元から覗く八や重え歯ばが懐かしい。へそや肩などが露出する踊り子衣装こそ記憶にないが、快かい活かつな笑みはあの頃と何も変わらない。

「おー、でかくなったなウィズっ。腕が太いっ！　たくましい体になったな！」

「エマ、エマだよね……良かった」

「はは、嬉しいぜ。メロフィーユも、ずいぶん綺麗になっちゃっ──ぐはぁ！」

　いきなりメロフィーユは、エマの顔を拳グーで殴った。

「痛い！　てめー、あたしの美顔が歪むだろ！」

「心配ばかりかけて！　この馬鹿エマ！」

　大喝がエマを硬直させる。しかし次の瞬間、メロフィーユは小さな凪姫を抱き締めた。

「……けれど、また会えて嬉しいです。お帰りなさい、エマ」

　怒るように、嬉しさを押し隠すように、少女は、ようやく会えた仲間を抱き締める。

「……ああ。ただいま」

　そう言って、五年ぶりにかつての仲間を抱き返した。

　空白の時間を埋うめるように。

　温かい、家族のように。

　二人はそのまま、しばらく再会の喜びを分かち合っていた。







「エマ、体はもう平気？」

　再会の抱ほう擁ようをしてしばらく後。ウィズ達はエマと貴賓室で語り合った。傀儡の状態やメロフィーユの《石化》から回復し、すっかり元に戻ったエマはまず頭を下げた。

「ああ、もう全快だ。でも、その……すまねえ、とんだドジ踏ふんじまった」

　そう言って、エマは操られていた時のことを語る。

「意識はちょっぴりあったんだけどな、体が勝手に動いてどうにもならなかった。ちくしょう、グレゴワールの奴、好き勝手使いやがって！」

「……驚いたよ。まさか、黎明衆の手に落ちていたなんて」

「エマ、踊り子の転職を失敗して、グレて捕つかまったんですか？」

「違ちげえよ！　なんてこと言うんだ！」

　エマは八重歯を見せて叫ぶ。

「頑張ってトップスターになろうとしたんだよ！　凄く努力したの！　グレてねぇ！」

「……街のほぼ全ての一座を転々としたようですが、何ですか、喧嘩でもしたんですか」

「あ、ええと、まあ、その……」

　曖あい昧まいに笑って気恥ずかしそうに頰を掻く二つ結い髪の少女。

「なんつーかさ、みんな、どの踊り子一座でもプロポーションがどうのとか言うんだよ。それでも熱心に入りたいって言ったら、入らせてはくれるんだけどさ」

「はい。それで」

「あたしの体見て、色気ねぇだのお子様だの貧乳だの七歳児だの、めちゃめちゃ馬鹿にするわけ。だからちょっと頭きて──まあ、その、なんだ、うん、喧嘩っぽいこと、したかもしれないし、何度もしちまったような……」

「やっぱり喧嘩じゃないですか」

「エマ、成長してないね……」

　五年前とまるで変わらない少女に、ウィズもメロフィーユも呆あきれる。改めて彼女のトラブルメーカーっぷりを実感する。

　そういえば、五年ぶりに会ったというのに、体つきもまったくと言っていいほど変わってない。主に胸部と腰部が可哀想なくらいにメリハリに欠けている。

「……エマって確かいま十八歳だよね。僕より二つ上で、メロフィーユより一つ上」

「まるで不老の薬でも飲んだみたいに盛り上がるべき箇所が貧ひん相そうなのですが。本当に十八歳の女性ですか？」

「なんだとてめーっ！」

　かあっと、頰を紅くしてエマはいきり立つ。

「お前らも他の奴らもわからないんだよっ。あたしの美貌に、ほんとはびっくりしてるんだろ？　そうだ、そうに決まってる。まったくやだねー、見苦しいぜ」

「胸も尻もまっ平らな娘が何を言ってるんでしょう」

「エマみたいな娘を何ていうんだっけ。……幼児体型、と本にはあったような」

　カチン、とエマが凍りついたように固まった。

「あたしだって、あたしだってなぁ……」

　一瞬、言葉を途切らせて。

「メロフィーユみたいに、胸もっ、尻もっ、出てる色っぽい体が欲しいよ！　でも何でか成長しないんだ！　くそう、発育さえ良ければ一流の踊り子なのに！　苛いらついた、そうだ気晴らしに街へ行って、財宝盗んでくる」

「それは駄目だ」「それは駄目です」

　二人に真顔で制止されたエマは、納得いかないという顔をしていた。

　それから盛大に息を吐き出す。

「はあ……まあそれでよ。二年前だっけか。一座を転々としてたわけ。そしたらさ……」

　話題は、操られるまでのものに変わる。エマの口調が、少しだけ硬くなる。

「黎明衆が再び活動したことがわかって、破壊工作に勤いそしんでたんだ」

　驚愕に、目を見張るウィズと、目を細めるメロフィーユ。

「じゃあ……エマはずっと彼らの拠きよ点てんを潰つぶすために？」

「まーな。このノイシールの街だけじゃねえ。あちこち渡り歩いてた。でもよ、あいつら拠点をいくつも持ってやがるんだ。一つ一つは大した防備でもなかった。精せい々ぜいが巨人四十体くらいの戦力なんだけど……潰しても潰してもきりがねえ」

　軽く言ってのけたが、エマの語った巨人四十体というのは、一夜で小国を壊滅できる軍勢だ。それだけで凪姫としての強さは衰おとろえていないことがわかる。

「それを潰してるうちに、捕まった？」

「ああ。あたしも馬鹿だったからさ。全部ぶっ壊そうと考えてた。……お前らにも知らせれば良かったんだけど、一人でもできるって思ってさ──ある時、罠にハマっちまった」

　エマの顔に、苦いものが混じる。申し訳なさと恥ずかしさ、二つの感情が見える。

「ウィズとメロフィーユが誘ゆう拐かいされたっていう噓うそに踊らされたんだよ。助けに行くとグレゴワールが待ち構えてた。……マジですまねえ、ドジ踏んだ」

　それが真相。五年の間にエマが成なし、そして黎明衆の猟りよう犬けんとされた経けい緯いだった。彼女なりに世界の闇と戦っていた事を知り、ウィズもメロフィーユも軽口は叩けなくなる。

「無茶のしすぎです。もっとわたしたちを頼ってください。騎士団だっているのですよ」

「ほんとすまねぇ。昔の癖くせかな、つい単独行動を好んじまう」

　複雑な想いがその響きにはあった。五年経っても盗賊の嗅きゆう覚かくは健在でも、結局は踊り子として第二の人生も歩めなかった悔しさが窺うかがえた。

「……他の凪姫四人のことは？　何か知っている？」

「いや、拠点潰しの途中で、ベアトリスの噂は聞いた。《剣けん匠しようの里》で族長を継ついだとか。でもそれだけだな。……ん、なに？　そういや他の凪姫はどうした？　まだみんな獅子皇神殿に戻ってねぇの？」

　これまでのことを、ウィズ達は説明した。エマは驚いた。消息の分からない残り四人の凪姫。災禍の翠蛇の復活の予兆。魔神デミシアとの出会いに、異界と霊れい神しん樹じゆの存在。そして黎明衆が行おうとしている──デミシアを触媒とした、災禍の翠蛇の復活計画。

「一つ、いいか？」即座にエマが訊いた。

「お前らの旅のきっかけ、災禍の翠蛇の復活の予兆の光だけどよ。デミシアを召喚して触媒にしたなら、予兆どころか復活は完了したことにならねぇ？　まだ予兆なのか？」

「……デミシアは召喚された直後、逃げ出したと言ってた。復活の儀式は中断したまま。けれど災禍の翠蛇は、高い生命力で復活しかけている」

「ヨシュアが言うには、遅くて三年、早くて一年以内に復活するらしいです」

　はあ、とエマは長い溜息をした。

「それでも我慢できず黎明衆は魔神デミシアを触媒にする気か。ろくでもねー奴らだ」

「わたし達や騎士団を滅めつ亡ぼうさせる気でしょう。現状、凪姫が四人足りていませんし」

「世界を滅ほろぼすには絶好の機会ってわけだ。なるほど」

　髪を束たばねているリボンを、無む造ぞう作さにエマは弄いじった。それは五年前よりは落ち着いた色彩になっている。彼女なりに大人の女性を演出しようとしているのだろう。

「さて、現状確認はいいとして、次だ。──これから、どうする？」

　三人の間に、張り詰めた空気が行き渡る。ウィズはまぶたを閉じ、拳こぶしを強く握にぎり、

「今すぐ、デミシアを助ける」

　そう断言した。

「災禍の翠蛇が復活すれば、世界が再び絶望に包まれる。グレゴワールが彼女を触媒として捧ささげる前に、すぐ拠点に乗り込むべきだ」

「でもよ、簡単にはいかないぜ？」エマが冷静に指摘する。

「グレゴワールは狂ってるが組織の首領だ。あたしらの襲撃を考えないわけねぇ。策さくもあるはず。準備もなしに向かうのは、危険じゃね？」

「……それはそうだね。でも最大の問題点は、デミシアが今も衰すい弱じやくしていってる事だ」

　デミシアは考えがあるらしいが、それは自決くらいしかない。グレゴワールがそれに気づかないはずもなく、容易たやすく防がれるだろう。このままではデミシアは衰弱し、絶望し、触媒にされて終わる。けれど準備無しに向かっても、彼の策に嵌はまりかねない。

　万端の準備か、特攻か。思考の泥どろに沈しずみかけるウィズとエマに、メロフィーユが言う。

「それなら、いいとこ取りをしましょう。安全かつ迅じん速そくであり、デミシアを確実に救う、そういう手段を」

「あるのか？　そんな都合のいい手段が」

　問いかけると、メロフィーユは涼しい顔のまま返した。

「ウィズ、わたし達を誰だと思っているのですか？　わたし達は凪姫──不可能を可能にする最強の存在ですよ。それが二人もいる。やれますよね、エマ？」

「やべー、何だよその悪い顔。メロフィーユ、お前五年前にグレゴワールを倒すときも、似たような笑いを浮かべてなかったか？」

　悪そうな笑みがメロフィーユから発せられている。

　引きつった笑みのエマとウィズに、メロフィーユは頰を緩ませ、作戦案を告つげていくのだった。





　　　　　†　　†






　ベッドと、若葉と、藍あい色いろの天てん蓋がいだけがデミシアのいる部屋の全てだった。

　ノイシールの地下深くに存在する地下要塞。

　その一角、王侯貴族のごとき寝室に、デミシアはいた。

　黎明衆が魔術で建設した広大な地下要塞だった。主要な街の地下には霧幻種対策として地下避難所が造られている。それよりもさらに下層、街の北の森の擬ぎ装そう樹じゆより入り込める要塞がある。そこを黎明衆はノイシールでの拠点としていた。

　地下何層にも亘わたる内部には、分厚い壁と魔術障壁が並んでいる。デミシアがいるのはその深部だった。

　煌きらびやかなシャンデリアは、それ自体が魔術を抑よく制せいする魔術具だ。華やかな白のドレスは拘束具。デミシアが自害や逃亡の意志を抱くやいなや、麻ま痺ひ毒どくを噴ふん出しゆつさせる。

「うぅ……」

　泣く彼女のベッドに広がる霊神樹の葉は、グレゴワールが用意した物だ。デミシア召喚後に喚び寄せたそれが、彼女の衰弱を抑制している。だが効力を失えば発熱は再開し、彼女を蝕むしばむだろう。そしてそれを防いだとしても、生け贄として捧げられて全ては終わる。

「ううぅ……」

　はらはらと、デミシアの目尻から涙がこぼれ落ちる。虚むなしさと、悲しさと、自らの運命の儚さに、デミシアはベッドの上で顔をうずめてさめざめと泣く。自害の決意は、純白の拘束具ドレスによって、何度も阻そ止しされていた。

「ロウソクの輝きは燃え尽きる直前が一番激しく、また花は散り際が最も美しい！　今の貴方は天上の花々のように可憐です！　魔神デミシアよっ」

　薄い笑みを口元に浮かべ、グレゴワールが愉たのしげな様子で訪れる。

「……何をしにきた。妾わらわを笑いにきたか」

　目を赤く泣きはらしながらも、デミシアは毅き然ぜんと振り返る。

「まさか！　儀式の準備がまだ掛かるので、様子を窺いに来たのですよ！　そうしたら、私でさえ見み惚ほれる美しい泣き顔がっ！　はぁぁ……美しいですね、魔神デミシア」

「失せよ。妾がおぬしを歓迎することなどない。それとも乱暴でもするか？」

　くつくつと、黎明衆の首領は笑う。

「それは無理です！　恐れ多くて私はあなたの肌に触れることすらできない！　これでも私は敬意を払っているのですよ？　美しくも儚い少女。魔神という強大な力の持ち主。貴方には、触媒として最後を迎えてもらうだけです、魔神デミシアよ」

「……その魔神デミシアと呼ぶのをやめてもらいたい」

「なぜ？」

　グレゴワールは、わずかに首をかしげてみせる。

「貴方は自分の境遇が嫌いなのですか？」

「当然じゃ！　こんなもの、好きなわけがない」












　いつも、いつも、魔神という境遇に振り回されてきた。魔族の頂点に君くん臨りんするというその力は、デミシアに力は与えても、幸福を授さずけてくれたことは一度もない。

　──デミシア様。人間の街に攻め込もうと思います。指揮して頂けますか？

　──嫌じゃ。拒否する。

　──デミシア様。東の山脈の麓ふもとに人間の集落が見つかりました。滅ほろぼしましょう。

　──何もするな。人間達を襲ってはならぬ。

　──困ったデミシア様です。しかしいずれは我ら魔族のために、軍勢を率ひきいて頂きます。栄はえあるその瞬間のため、我らは今、準備に勤しみましょう。焦あせる必要はない。なぜならあなた様は魔族の神。その強大な《念動》の魔術は、人の希望たる勇者も、賢者も、聖者の軍勢も、血みどろに変える運命なのですから。

　──黙だまれ！

　──楽しみでなりません、人間どもとの決戦の日が。あなた様の力が真に目覚めたとき、この世界カルマベルの地は、我らの歓声で埋うまることでしょう。

　──妾は……。

　いつか、里で見た人間の笑顔が、素敵だった。

　人同士の穏おだやかな会話が、好きだった。

　人間と仲良くしたい──そんな想いが、デミシアにはいつしか芽め生ばえていった。

　だからこそ、ウィズ達との出会いは嬉しかった。真剣な瞳を浮かべたウィズも、メロフィーユも、騎士達とのやり取りも、デミシアの内で、宝石のごとく煌きらめき、温かな記憶として刻まれている。

　獅子皇という過酷な運命に立ち向かい、毅然と前に進むウィズ。それは魔神という名の宿命を持つデミシアには、眩しい憧れとして映っていた。

　けれどそれも、所しよ詮せんは儚い夢だ。デミシアは、この世界ですら災さい厄やくの引き金となっていることに涙を流す。

「く……うぅ……」

　ベッドの霊神樹の葉が、力を失った。再び苦しむ少女へ、グレゴワールが手を伸ばす。

「おっといけない。これを使いなさい。しかしこれが最後の霊神樹の葉です。再び喚び寄せる余裕は、もう私にはありません。災禍の翠蛇復活に全力を注そそがねばなりませんしね。貴方にも、覚悟を決めていただかなくては」

　デミシアに渡した葉が、彼女に触れると淡い光を発する。だがすぐに枯かれ葉のように崩れる。ベッドの上にあった葉も同じ。衰弱し過ぎた魔神の体は、すでに霊神樹の葉では十分な回復も見込めない。

「──グレゴワール様。移動の準備ができました」

　通路から幹部の一人が、報告に現れる。グレゴワールが頷き、振り返りざま、

「よろしい。では予定通りに、北方の拠点へ向かいましょう。ヴォルレイン氷脈……そこに災禍の翠蛇の死し骸がいが眠っています。今度こそ、我らの宿願を達成させるのです。ふふふ、ハハハハハハハッ！」

　高らかに両手を振り上げる。歓声が、黎明衆の幹部から逬ほとばしった。

「うぅ……」

　ベッドの上で、デミシアははぎゅっと己の胸を抱き締めた。

　怖い。災禍の翠蛇の贄にえとして使われることが怖い。

　体は震え、顔は恐怖の色に染まり、脂あぶら汗あせが、動どう悸きの乱れが止まらない。

　ウィズ達との思い出が、幻影となっては次々と流れていく。記憶は一番苦しいときに一番楽しかった頃のものを再現するらしく、目に浮かぶのは笑顔のウィズや凜りん然ぜんとしたメロフィーユ、共に戦った騎士団の顔ばかり。

　もっと彼らといたかった。たくさんの安らぎを得たかった。

「ウィズ……メロフィーユ……おぬし達と、旅をしたかった……ううぅ……ぅぅ」

「さあ、連れていきなさい。丁てい重ちように扱うのですよ」

　泣き崩れるデミシアを、幹部が担かつぎあげる。

　グレゴワールの指示が飛ぶ。駆け巡るいくつもの足音。無数の黎明衆達が現れ、凱歌を歌い、魔神という触媒を運ぶ最後の任務に、いくもの歓声が沸き上がった。

　──もう、終わりじゃ……。

　──さようなら、ウィズ。さようなら、メロフィーユ。

　──妾は、おぬし達と会えて、嬉しかった。

　涙が溢れて、止まらない。溢れ出る悲しみに、デミシアがひときわ大きな粒の涙を頰に伝わらせた、その時──。




　巨大な衝撃音が、地下要塞を揺るがした。




「──!?」

　凄まじい衝撃に、黎明衆達が浮足立つ。何事かと全員が顔を巡めぐらせる。直後、再び盛大な破砕音が、地響きと共に襲いかかった。

「ううあ!?」「何事かっ！」

「ぐ、グレゴワール様！」

　悲鳴を上げて、部下の黎明衆達が部屋へ殺さつ到とうする。

「地下要塞の入り口が、破壊されました！」

「襲撃者は現在、第二層にまで侵入っ！」

「防衛の魔術が、罠トラツプの土巨人ゴーレムが、次々と突破され、」

　再び巨大な振動が、彼らの叫びを切り裂いた。天井の一部が剝はく落らくし遙はるか頭上の方から何かが崩落する音。爆発の余よ波はを受けシャンデリアがぐらつき、部屋の外の回廊から、黎明衆の動揺が聞こえてくる。一斉に総毛立ち、グレゴワールと配下が部屋を飛び出す。

「まさか……」

　デミシアは、その力強い振動に、声を震わせて呟く。

「まさかウィズと、メロフィーユ達が……」

　デミシアのまなじりから、ぼろぼろと涙が零こぼれ落ちていく。

　胸の鼓動が、嬉しさに高鳴っていく。

「来てくれた……っ、あぁ、来てくれた……っ、ウィズっ、ウィズ……っ！」

　嬉しくて、胸が温かくて。涙をはらはらと流しながら。デミシアは笑みをこぼしていた。







「止めよ、止めよっ！」

「奴らを通すな、ここで始末──グゥッ」

「当あたらぬ、否いな、当たれど倒れない！　化け物がっ」

　獅子皇と凪姫が、黎明衆を打ちのめしていく。

　嵐のように宝剣レオスティアが舞い、銀球から石化の光線が降り注そそぐ。

　悠ゆう然ぜんと突き進む彼らの進撃を阻はばめる者はいない。立ち向かった黎明衆は火炎、氷杭、毒槍と魔術の濁だく流りゆうを浴あびせるが、尽ことごとくが宝剣や羽衣に弾かれ、反撃の斬撃や光線を受けて消え失せた。

　防衛の魔物が、通路の奥から雪崩のように躍り込むが、ウィズは不ふ敵てきに笑う。振り下ろした宝剣レオスティアの斬閃が、立ちはだかる防衛の土巨人ゴーレムを、石魔像ガーゴイルを、一撃のもとに両断する。

　メロフィーユが提案した策は、陽よう動どう作戦を絡からめた奇襲である。使い古された手だが効果は絶大。経験則から黎明衆は、獅子皇が騎士団を率ひきいると判断、襲撃に備えていたが、準備の終わらぬうちに虚きよを突つかれ、獅子皇達の進撃を許す。

「っ、ウィズ、右です」

　迷路のごとく続く通路の右方──天上付近の排気口から黎明衆がウィズへ躍りかかる。直後、彼はまとめて薙ぎ払う。三段突き、下段斬り、宝剣から生じた剣風は、衝撃波となって黎明衆を吹き飛ばす。

「馬鹿な、二人だけでっ！」

「騎士団無しだと？」

「怯ひるむなっ！　これは好機っ！　奴らを仕し留とめれば我らの──」

「遅いっ！　はぁぁぁああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、ウィズが眼前の黎明衆を弾き飛ばした。悲鳴が満ちる。増援が現れるも尽く迅雷のごとき剣閃に薙ぎ倒され、いくつもの声が重なり響き渡る。

「心地よい悲鳴ですね」

　メロフィーユが涼しい顔をして呟いた。

「そうだな。この調子だ。俺達は陽動、盛せい大だいに騒がせてやろう」







「おのれっ、獅子皇と凪姫どもがっ！」

　ノイシール地下要塞。管制の間。要塞の要かなめとなる部屋で、巨漢の幹部が激怒する。

　幾重にも魔術陣が張り巡らされた広間だった。各所の《遠えん視し》の魔術が中空に獅子皇と凪姫を映し出していた。

　防衛の幹部が歯は嚙がみする。地下要塞内に張はり巡めぐらされた各種の光の障壁、紅ぐ蓮れんの矢が猛然と侵入者に立ちはだかるが、全て無駄だった。次々と突破され、無力化され、頼みの綱の守衛の土巨人ゴーレムや石魔像ガーゴイルですら、一向に獅子皇らの進撃を止められない。

「第十二層、突破されました！」

「土巨人ゴーレム、石魔像ガーゴイル、共に四割を損失！」

「第十三層に設置のバリスタ、全弾発射──効果無しっ！」

　劣勢の報告が次々と上がる。増援の構成員が部屋内の《転移》の魔術陣により、次々と送られるが、それでも迎撃は追いつかない。

　幹部である巨漢が、握っていた指揮杖をへし折る。

「……やむをえん、『エスティエールの円環』を起動しろ」

「ハッ」

　獅子皇と凪姫の力は脅きよう威いだ。力に力では対応し切れない。だが黎明衆の強さの源は、謀略や奸かん計けいにある。

　第十五層に設置された『エスティエールの円環』は、相手の愉しい記憶や辛い記憶、その他『あらゆる感情が動いた瞬間』を喚起させる魔術具である。くらえば最後、相手は幸せ過ぎる記憶に溺おぼれるか、絶望で廃人と化すしかない。

　凪姫エマにすら通じ、捕ほ縛ばくに貢こう献けんした切札。獅子皇共に直撃させれば、全てが終わる。

「……まだか。早く起動させよ。奴らが十五層に辿り着く──」

「支し障しようあり！　エスティエールの円環、起動不可っ！」

「なに……？」

「追加報告！　第十五層の防衛障壁をはじめ、各所の土巨人ゴーレムと石魔像ガーゴイルが機能を停止！　防衛、鎮ちん静せい化か！」

　幹部が青ざめ叫んだ。

「馬鹿者が、起動し直せ！　誰が担当しているか！」

「はーい、あたしだよん」

「っ!?」

　黎明衆の一人の姿がぼやける。防衛班の中心だったその人物は、まるで陽炎かげろうのように揺らめくや次の瞬間──二つに結った髪、小柄な体軀、にやりと笑う少女となる。

「凪姫──エマっ！」

「残念。ウィズ達に気を取られて隙だらけだったな」

　瞬間、エマの体がローブの黎明衆、小柄な娘、グレゴワールへと幾度も豹ひよう変へんする。

　長身で顔に火傷やけど痕あとの青年、グレゴワールの声と姿を取ったまま、エマが笑う。

「《擬態》の魔術で忍び込まれた気分はいかがですか？　入り口警備のメル嬢から頂きました。フフハハハッ」

「──死ねっ、我らの野望を汚けがす、愚おろか者がっ！」

　幹部が飛びかかる瞬間、エマの体から錆さび色いろの霞かすみが噴出する。空間全体を覆う霞を吸った黎明衆達が、次々と意識を失い倒れていく。

《昏こん倒とう》の魔術によって、ほとんどの構成員が無力化される。残るのは巨漢の幹部を含む、とっさに口と鼻を覆っていた、高位実力者のみ。

「降参を勧すすめるぜ？」

　グレゴワールの姿で顔の火傷痕を撫なで、エマが淡々とささやく。

「笑止っ！　我らの悲願、貴様ごときでは止まらぬっ！」

「だと思った。それならお前らには、奪った《昏倒》、《雷らい霆てい》、《麻ま痺ひ茨いばら》、《混乱》、《炎えん獄ごく》、《氷帝》の魔術を味わってもらおう。どこまで耐え切れるかな？」

　グレゴワールの物真似をしたエマが高らかに笑う。体から霧や靄もや、雷撃、茨の鞭むち、灼熱の破は城じよう槌つい、無数の巨氷剣が放出される。

　奪えば奪うほどに強くなる。喰らった力を増幅し全てを薙ぎ払う力とする。

《強奪》の凪姫エマ。

　翻ひるがえる黒い牙。黎明衆の実力者達が、一斉に躍り掛かった。







　揺れるノイシールの街で、聖アヴェル騎士団の大声が響き渡る。

「急げ、少しでも街の被害を抑えろ！」

「四班、大方の処理は完了しています！」

「三班、八班、及および十一班は治安兵と協力して霧幻種の警戒！」

　彼らの任務は街民の避難補助である。獅子皇と凪姫の地下拠点攻撃は、その振動だけで街を揺らす。余波は民家を揺らし、木々を倒し、古びた家屋は倒壊すら起こす。

　魔術には復元系と呼ばれるものがあるため建物は数日で修復が可能だ──だが住民の安全確保、建物補強、夜間ゆえの光源確保など、騎士団の任務は膨大だった。

「支部騎士長！　五班の建物補強が間に合いません！」

「九班の区域の噴水が崩壊寸前、対処に増援を！」

「魔石の残数が尽きかけていると五班、六班、十班より報告っ！」

　支部騎士長ハミルトンが必死に指示を出す。獅子皇と凪姫が万全を期きして事が運べるように。彼らが全力を出し切れるように。夜の帳の中、ハミルトンは咆ほう哮こうする。

「獅子皇様や凪姫様だけが英雄だと思うな！　彼らも一人一人が英雄だ！　民衆の命と、財産を守るため、己おのれを捧ささげよっ！」

『────オオオオオ──オオォォ────っ！』

　勇ゆう猛もうな雄叫びがそれに応える。揺れるノイシールの街の中、騎士団は誇りを胸に、希望を胸に、奔ほん走そうする。







「おお……私の城が揺れている」

　ノイシール地下要塞、最奥の第二十七層。グレゴワールはデミシアを伴ともない呟いた。

　彼らの周りには、黎明衆の多数の強者達。身体強化の『霧』を顔にまとい、紅い光点を閃ひらめかせる上位戦闘員。さらに選えりすぐりの中の選りすぐり、『四し天てん水すい晶しよう』と称される最高位の幹部。加えてグレゴワールが召喚した、数あま多たの魔物達。

　二重三重に配置された陣形は、これ以上ないほどの防御力である。並の侵入者ならばハリネズミのごとき魔術の嵐に駆く逐ちくされるだろう。

　だが──。

「第二十六層、突破されました！　来ますっ！」

　入り口を守る分厚い扉が、まるで紙切れのように両断された。

　立ち上がる粉ふん塵じん。転がる扉の破は片へん群ぐん。埃が舞い、その奥に二つの影が見える。

「放ちなさい」

　グレゴワールが命令する。黎明衆と魔物からの一斉魔術が──空間を埋うめ尽つくす。猛火、氷刃、雷撃、毒の息吹ブレス、溶解液、岩の槌、凄まじい密度と速度でもって撃ち放たれ、幾千もの軌跡が宙を切り裂いた。

　入り口付近の扉がたちまち蜂の巣になる。扉を形作っていた枠が丸ごと吹き飛び、熱風と氷風と雷によって床がめくれ上がる。衝撃に耐え切れなくなった支柱の一部が、轟音と共に崩壊する。

　天地を揺るがすかのような猛攻だった。だがもちろん、災禍の翠蛇を屠ほふった英雄が、その程度で倒れるはずもなく──。

「っ！」

　粉塵の中から、陣風のごとき勢いで獅子皇が疾走する。

　速い。

　黎明衆の二割が捉とらえきれず、怒ど濤とうの剣技に倒れていく。一瞬を細切れにしたかのような超絶の間の剣技。防御陣の前衛を崩した獅子皇は、反転するや切り結んだ箇所から大きく跳び、天井を蹴り──そのまま魔物の群れの中央に、躍り込む。

　召喚された魔物達の悲鳴が飛ぶ。

　巨大な首が飛び、尾が切れ、爪が斬られ宙を舞う。サイクロプスと呼ばれる単眼の巨人が、豪腕を振るった。しかし次の瞬間、メロフィーユの銀球から、宙を引ひき裂さくように光線が発射された。

　炎をまとう猛獣が石化し、不死の怪鳥が石となり、地に落ちる。三さん面めん六ろつ臂ぴの巨人が、見上げるばかりの巨蟲ワームが、全身に光線を撃たれ、次々と沈黙していく。

「さすがですねぇっ！　獅子皇と凪姫のその力っ！　まさしく世界の英雄ゥゥゥッ！」

　劣勢にもかかわらず狂気が混ざった声でグレゴワールが笑う。用意していた戦力の三割を瞬またたく間に倒され、それでも余裕を崩さない。

　宝剣レオスティアを携たずさえて、ウィズが相対する。メロフィーユがその隣に並んだ。

　広間の中央で、獅子皇・凪姫、黎明衆の首領・魔神の少女が対峙する形となる。

「ウィズ！　メロフィーユ！」

　デミシアがよろめきながらも、眼に涙を溜ため、感極まった声で獅子皇と凪姫を呼んだ。

「デミシア、助けに来たぞ」

「うむ……うむっ！」

　胸が張り裂けそうになり、魔神の少女は言葉を詰まらせる。

　だがグレゴワールが水を差すように、大仰に高笑いした。

「フフ、思ったよりも早かったですねぇ。どうやってこの拠点を嗅かぎつけました？」

　その問いかけに応えたのは、メロフィーユだ。

「赤せき烈れつ砂さという砂を知っていますよね？　夜になれば発光する特殊な砂。北の森で、あなた達が偽装した樹の周りで輝いていました。デミシアの靴に、念のためくっつけておいて正解でしたね」

「なるほど、それを辿たどって来たと。スバラシイ。暗殺者として仕込んだ技術は、あなたの血となり肉となったわけですねぇ。じつに嬉しいですよォォ、メロフィーユ！」

「わたしもあなたを石像にするのが楽しみです」

　涼しい顔でメロフィーユが言うと、ウィズが宝剣レオスティアを構えて言い放つ。

「グレゴワール。降伏する気はないか？」

「それは愉ゆ快かいな提案ですができません！　わかっているでしょう？　我々は災禍の翠蛇を、再び降臨させたいのです！」

「ならば──決着をつけようっ！」

　獅子皇と銀髪の凪姫が、黎明衆が、グレゴワールが最後の戦いを開始する。




　風のようにウィズが跳んだ。弧を描き跳躍して、宝剣レオスティアを叩きつける。

　その背後からメロフィーユが動く。銀球に斉射を念じ、中空で網目状に配置された銀球が、次々と黎明衆や魔物を射い抜ぬいていく。

　グレゴワールが、カーバンクルと呼ばれる魔物を召喚した。リスのようなその小獣の涙には、石化を解除する力がある。しかしメロフィーユは目ざとくその姿を見つけるや、最優先で光線を撃って石化させる。

「──獅子皇と凪姫は、一つだけ勘違いをしていますねぇ」

　やがて黎明衆側の半数が無力化されたとき。脇に控ひかえていた氷の巨人二体を盾代わりに、グレゴワールは嗤わらった。

「自分達が最も高い頂にあると奢おごっている。自らこそが最高の存在だと。──だが違いますよ？　圧倒的な存在とは、いつだって人以外のモノに限られるのですから！」

「何だと……？」

　ぴくりと──ウィズ達の動きが一瞬、止まった。

　グレゴワールの手に、一つの魔術具が握られている。

　指輪だ。複雑な模様と蛇と鎖くさりの印を持つ指輪。それは《ナルシェラの聖せい槍そう》と同じく、獅子皇神殿から奪うばわれた魔術具──。

「我々が獅子皇神殿から盗みだした魔術具は、二つあったでしょう？」

　口元を歪ゆがめグレゴワールが語る。

「一つは《ナルシェラの聖槍》、魔神を弱体化させたもの。一つは《洗せん脳のう縛ばく鎖さグリム》、凪姫エマを操っていたもの」

「貴様……まさか」

「この指輪から生じた鎖は、対象の自由を奪い、傀儡と化す。……フフ、聖アヴェル騎士団は、来たる二百年後、この魔術具で六代目災禍の翠蛇を操り、自じ滅めつさせる計画を打ち立てたらしいですが──しかし」

「やめろっ！　グレゴワール！」

　ウィズが魔物達を蹴散らす。だが魔物達は津波のごとく立ち塞ふさがり、彼の斬撃を、メロフィーユの《石化》の光線を、自ら受けグレゴワールの盾となる。

「凪姫エマすら操ったこの魔術具──もしも『異界の魔神』に使えばどうなるか？　クヒッ。試ためす気はありませんでしたが、やむを得ません」

「──デミシアっ！　逃げろっ！」

　魔神の少女が──ハッとなって走りかけるがそれは叶わない。

　彼女を覆う拘束具から、麻痺毒が滲にじむ。一歩も動けない少女へグレゴワールが指輪を向けた。瞬間、虚こ空くうに幾十の鎖が生まれ、灰褐色の鎖は魔神の少女へ迫るやその手を、足を、胴を、首を、体中のありとあらゆる箇所に巻き付き縛り上げる。

「デミシア──っ！」

　昏くらい光が、指輪より鎖へ奔り抜けた。悶える少女の隅々まで行き渡った光が、架空の金属音と共に彼女を蝕む。

　ドクンッ──少女の心臓が、震える。

　痙けい攣れんするかのごとく体を小こ刻きざみに揺ゆらした少女は、抵抗し身を捩よじらせる。だが鎖から奔る昏い光が、邪悪な血液でも送るかのような光が、おぞましいほどデミシアに注ぎ込み、ビクンッ、ビクンッと少女の総身を震わせていく。

「デミシアッ！　──くそっ！」

　邪魔な魔物を袈裟懸けに斬り捨て、ウィズは手を伸ばす。

　だが、遅かった。あと一歩、届かなかった。

　ウィズとメロフィーユに向けて、昏い眼が少女から向けられる。

　それは、異界の魔神が正気を失った瞬間。理性が駆逐され、記憶を飛ばされて、優しい心を殺意で塗り潰された少女が、全てを破滅に導くべく、邪悪な意志を覚醒させる。

「デミシ──」

　黒い嵐が、少女を中心に吹き荒れた。

　黎明衆や魔物、獅子皇達が薙ぎ払われていく。

　天井や床がめくれ、黒い竜巻が、周囲全てを吹き飛ばす。

「ハ──ハハハハハハハッ！　全ての力を解放しなさいっ！　魔神デミシアよっ！」

　傀儡の鎖が虚空へ消える。視みえぬ歪んだ絆が、グレゴワールとデミシアを結びつける。《ナルシェラの聖槍》で失った力が、再び魔神の総身に戻っていく。

「さあ、さあっ！　終しゆう焉えんを呼びましょうっ！　世界が震え、混沌に満たされる時っ！　魔神デミシアよ──獅子皇と凪姫を、討うち滅ほろぼすのですっ！」

　魔神が高くおぞましく咆哮する。

　地下要塞が揺れる。

　黒い風と邪気を引き連れて。

　魔神デミシアが──殺意と涙を振り撒き、獅子皇達へ襲い掛かった。







　──バキベキッと、ウィズの右腕から歪な音が上がる。

「っ！」

《念動》の魔術によって、一瞬にして右腕が折られたウィズはそのまま壁に叩きつけられた。衝撃に顔を歪めつつ、左手で投げナイフを放つが、視えない力に砕かれる。

《念動》は、まるで不可視の巨腕だった。

　猛烈な勢いと共にウィズは何度も壁に打ち付けられる。反撃の糸口はない。打ち付けられた衝撃に壁が粉砕し、大音響が起き、砕けた壁の中で、獅子皇はついに気を失った。

「ウィズっ！」

　鋭く声を張り上げるメロフィーユの耳に、不吉な音が聞こえてくる。

　バキバキベキと。

　広間の支柱が、《念動》で根本から引き抜かれ、高々と掲かかげられ──巨大な杭くいのような塊かたまりが、メロフィーユへ向けられる。

「やめてください、デミシアっ」

　制止の声も虚むなしく、巨大な支柱がメロフィーユを襲う。

　不可視の力に投げつけられた大理石の支柱は、衝撃を撒き散らし要塞を揺さぶらせた。着弾点たる位置から、高く粉塵が巻き上がる。

《羽衣》の加護によってメロフィーユは無傷。

　だが彼女は見た。粉塵の晴れたその向こう──魔神の瞳には、殺気のみがある。

「デミシア……」

　もう、以前の彼女はいない。メロフィーユは一瞬だけ、目を瞑つむる。

「──魔神の覚醒を確認。これよりデミシアを無力化します」

　倒しはしない。《石化》は無力化に秀ひいでた魔術だ。体の一部にでも当たれば、それで彼女は解放される。エマのように後でカーバンクルの涙るい晶しようなど、秘薬で治せる。

「────」

　銀球にメロフィーユは思念を投じた。

　頭上で菱ひし形がたを成していた十三個の銀球から、光が飛ぶ。

　夜闇を切り裂くかのような光条が、一斉に魔神へと降り注ぐ。

　デミシアが石化した魔物を掲げて盾と為なす。メロフィーユの殺気から発射タイミングを先読みした魔神は、そのまま魔物を投とう擲てき──。

　灰色の塊が、メロフィーユへ迫る。

　メロフィーユは華麗にターンを描いて回避、銀球の陣形を変える──天井、中空、床下、猛烈な勢いで広がった銀球達が──生き物のように魔神を囲み、光線を発射する。

　デミシアが《念動》で周囲の石化した魔物達を振り回した。

　巨大な竜巻と化した魔物の石像群が、光線ごと銀球を打ち払う。

「──っ」

　寒気を感じてメロフィーユは横に跳ぶ。頭上、残った銀球が、不可視の巨腕に砕かれ床に散っていった。

　目に視えず気配もなく、勘かんでかわすしかない不可視の巨腕が、メロフィーユを付け狙う。

　魔石無しに無む尽じん蔵ぞうに《念動》を放つ魔神は、まさしく天てん変ぺん地ち異いそのものだ。

　その一撃一撃が天災にも匹ひつ敵てきし、地下要塞そのものが崩れかけていく。

　床がめくれ、壁が抉えぐれ、まるで巨人の爪に引き裂かれるように、メロフィーユの周囲が粉々に打ち砕かれる。

　けれどメロフィーユの紅眼に諦めはない。退しりぞくなどという弱気は意識の彼方。成なすべきはただ、デミシアの解放のみ。

　魔神が、《念動》で石化した魔物を引き寄せ、粉砕した。

　幾億もの数に達した破片の大津波が、メロフィーユを押し潰そうと迫りゆく。

　メロフィーユは十一の銀球を生じさせ、眼前で猛回転させた。

　大津波への盾とするが、銀球がたちまち壊される。羽衣の力場が全力で彼女を護る。

　凌しのぎきる──メロフィーユは追撃の不可視の巨腕を屈かがんでかわし、前へ疾走。

　魔石二十一個を投擲し、デミシアを中心に、銀球の三重円形陣を形成、時間差で光線の洗礼を浴びせかける。

　右、左、上、後ろ、右前同時、右、右斜め上、左──次々と撃つ方向やタイミングを変え、なおかつ銀球自体が、縦横移動を交えながらの猛攻に、さしものデミシアも苦戦する。

　針の穴のような隙が、生まれた。

　デミシアが《念動》で、目前の銀球を薙ぎ払う、その直後。

　彼女の左横、石像の陰の銀球へ、メロフィーユは思念を込めかけ──。

　メロフィーユの顔が、凍りついた。壁にめり込むウィズに、グレゴワールが魔物を差し向けようとしていたのだ。

「ウィズっ」

　彼を護るべく全力で駆けるが、それは悪手だった。浮遊感と圧迫感の直後、メロフィーユは《念動》で捕ほ縛ばくされてしまう。

「──助けようとした少女に、摑まれる気分はいかがですか？」

　不可視の手に捕らえられたまま、メロフィーユはグレゴワールの頭上に掲げられる。

「拳が届くなら、あなたを叩きたい気分です」

「なんとはしたない！　──メロフィーユ、命いのち乞ごいをするならば、これが最後ですよ。その美しい顔、わたしは血で染めたくはない」

「血まみれになるのはあなたです」

　メロフィーユの靴の爪先から、隠れていた刃が飛び出した。暗器の刃がグレゴワールの眉間に迫るが、横合いからデミシアが《念動》で摑み、破砕する。

　刃の破片を口に咥くわえながら、グレゴワールが狂気を瞳に宿らせる。

「フヒ、そうですか、最後まで凪姫の誇りを胸に、果はてますか」

「わたしの命は獅子皇の未来のためにあるのです。あなたには、屈くつしません」

　魔神が不可視の巨腕を振り回す。壁に幾度も叩きつけられ、メロフィーユが固く唇を引き結ぶ。

　衝撃を羽衣で相そう殺さいしきれない。メロフィーユの全身が軋きしむ。嚙んだ唇から、血が出る。

「命乞いをしなさい。でなければあなたは死にますよ？　魔神デミシアは災禍の翠蛇に比肩し得る者。その魔術には、何者も敵かなわない！」

　メロフィーユが、さらに床へ叩きつけられる。暗器がいくつかばら撒かれるが、全て《念動》で吹き飛ばされる。

「なぜ諦めないのです!?　貴方達は五年前に、災禍の翠蛇を討とう伐ばつしました。けれどこの魔神デミシアは倒せない。その力は貴方達の夢と、希望をねじ伏せるのですよ！」

　メロフィーユはそのとき、薄っすらと笑った。

「グレゴワール」

「なんです？」

「死角に注意、でないと大事な魔術、盗まれます」




「──馬鹿、やる前にそれを言うなよ！」




「っ!?」

　愉しげな声が響き渡る。壊れた天井より現れた小柄な影は、つむじ風のように召喚獣達の間を通り抜けるや、黒い牙を翻し、グレゴワールの鼻先へと肉薄する。












「凪姫エマ!?」

「遅えよっ！」

　黒い牙が翻る。グレゴワールの肩にかぶりついた牙が、彼の魔術を奪い取った。

《召喚》の魔術をその身に宿したエマが、召喚門を頭上に出現させる。

「はっはぁっ！」

　飛竜、巨人、一角獣──魔物の軍勢が雪崩のごとく現れて、付近の黎明衆を打ち払う。ばかりか、グレゴワールへ躍りかかり、火炎の息吹ブレスや太い尾で、弾き飛ばした。

「く、ハハ。凪姫エマ、《強奪》の魔術ごときでは、魔神には勝てませんっ！」

　血まみれのグレゴワールが、それでも笑いながら起き上がる。

「偉そーに。自分の力でもないくせに。お前は嫌がる女の子を操らないと、まともに勝てねーのか？」

「他人の魔術を盗むしか芸のない小娘に、言われたくはないですねぇ」

　エマは笑った。グレゴワールも笑っている。

「召喚した魔物達よ。グレゴワールを──」

「凪姫エマを──」

　二つの声が、重なり合う。

「ぶっ潰せっ！」「潰しなさいっ！」

　残っていたグレゴワールの魔物と、エマの魔物が、猛烈な勢いと共に激突した。

　太い牙や巨大な爪がぶつかり合い、火炎や毒の息吹がしのぎを削けずる。

「その意識を、奪うばうぜっ！」

　エマが体中より《昏倒》の霞を噴出させる。錆色の霞を吸った黎明衆や魔物達が、次々と倒れ伏した。

　けれどデミシアには通じない。霞に《念動》の力を及ぼさせるや、反対にエマへと吹き付ける。

「危ねっ」

《炎獄》の魔術でエマは辺りを焼き払い、灼熱の風で霞を吹き散らす。

　さらに鈍色の小さなドームを発生──エマを中心に出現したドームの中で、黎明衆たちを異変に陥らせる。

「敵はどこダ……」

「敵を殺セ」

「我らの敵に、死の鉄てつ槌ついヲ」

「敵はグレゴワールだ！　顔に火傷の痕があって、今は血まみれの優男を倒せっ！」

　エマの命令に《混乱》の魔術を受けた黎明衆が、グレゴワールへと躍りかかる。

　デミシアが間に割り込み《念動》を放つ。吹き飛ばされたローブ達だが、次の瞬間、彼らは幽鬼のごとく立ち上がり、「アアアァ」「倒ス」「ァァァアア」「我らの敵ヲ」「破滅セヨ」と喚わめき散ちらし、再びグレゴワールへ飛びかかる。

《念動》で彼らを捕まえ無力化するデミシア。それを前に、エマは跳躍した。

「その殺意を、砕くぜ！　はぁああっ！」

《雷霆》や《炎獄》、《氷帝》といった魔術が、辺りを強い光で染め上げる。三種の強大な魔術によって、三連の竜巻が巻き起こり、猛熱や吹雪、雷の嵐がデミシアへ迫る。

　あまりの威力に、天井が崩れていく。上の層から次々と床や支柱が降り注ぎ、瓦が礫れきが黎明衆や魔物達を飲み込み、悲鳴がいくつも折り重なっていった。

　しかし──。

「……マジかよ」

　柱のような粉塵が晴れた先。小揺るぎもしていない魔神に、エマは身震いする。

「《念動》で、あたしの攻撃を引き千切った？」

「■■──■■■──■──っ！」

　デミシアが、魔神にしか発音できぬ呪じゆ詛そを振りまく。不可視の巨腕によって、倒れていた魔物が投げ放たれた。狙いは──ウィズだ。

「危ねえっ！」

　だが、それは決定的な隙だった。《雷霆》で魔物は弾き飛ばしたが、エマはデミシアの《念動》により捕縛される。

　次の瞬間。凪姫二人はグレゴワールの頭上に、仲良く並べられる形となる。

「この馬鹿エマ！　わたしと同じ方法で摑まるなんて！」

「知らねーよ、うるせーよ、助けたのに怒んなよ！」

　喚く二人の声は、次の瞬間に、かき消された。

　豪速で振り上げられたメロフィーユとエマが、真っ向から激突させられたのだ。

「──っ……く」

　凄まじい相対速度が彼女らを襲う。視界が明めい滅めつするほどの衝撃に、二人の凪姫は意識が途切れかける。無数の星々が脳裏に瞬き、天地が逆さまになり、でたらめに攪かく拌はんされる感覚。それを幾重にも繰り返され、気を失いかける。

　それでも凪姫二人は、意識の糸を手た繰ぐり寄せる。

　エマは思った。メロフィーユは祈った。

　地を揺るがす攻撃を受け、二人は羽衣も戦意もまだ健在。けれど魔神を、デミシアを倒すには、あと一手が足りない。

　そもそも凪姫とは──。

　絶対の力と最高の守りを持つが、それだけで災禍の翠蛇を倒したわけではない。世界の救世主になるには、たった一つ、欠けてはならない『彼』の存在が大きな意味を持つ。

　凪姫は、『彼』がいてこそ凪姫として活躍でき、辛つらく厳きびしい死闘を、乗り越えてきた。

　凪姫は知っている。自分達だけでは世界を救えないことを。

　だから叫ぶ。

　凪姫は。メロフィーユは。エマは。

　誰より信じ、誰より心を寄せる、一人の少年の名を──叫ぶ。




「いつまで寝てやがる、ウィズ──っ！」

「あなたがいなければ、誰がデミシアを、この世界を救うのですか──っ！」




　──呼んでいる。

　誰より頼もしいはずの凪姫が、苦しげに叫んでいる。

　けれど、瓦礫の中で埋もれるウィズにはそれがひどく遠くて、意識は朦もう朧ろうとし、体はもはや一時たりとも動かない。

　──そもそも獅子皇という地位が好きではなかった。いつだって過酷な訓練と鍛たん錬れんの毎日で、子供らしい遊びなどしたことがない。

　物心がついたときには宝剣レオスティアを振り、来る日も来る日も朝起きては鍛錬をこなしてきた。昼には様々な知識を詰め込み、夜には剣を、武器を、戦うための技術を磨くために励んできた。

　全ては、災禍の翠蛇を倒すため。世界に平穏をもたらすため。




「さあ、ウィズ様。勉強致いたしましょう」

　記憶が蘇る。一番苦しくて、哀しい時の記憶がまざまざと蘇る。




「お母様のことは、残念でございます。けれど我々には、ウィズ様がいる」

　痛くて哀しい、過去の光景。




「どうか、どうか、世界に平和をもたらしてください。我らに永遠の光を。導きを」

「ウィズ様、どうか、お願いします」




　八歳の時に先代の獅子皇である母が亡くなり、後を継いでからの長い日々。剣の鍛錬は激しさを増し、周囲は英雄よ救世主よと叫んでくる。波は濤とうのような音の連つらなりは、鎖のようにウィズを縛りつける。

　獅子皇は凪姫を覚醒させるもの。

　世界を守り、人々に永と久わの平和をもたらすために闘う、運命の子。

「母様……」

　亡くなった家族を想う時間も与えられず、ただ突き進まねばならない孤独の身。

「僕は、英雄になどなれません……」

　何度もウィズは思った。自分は相応しくない。違う運命に生まれたかったと思った。

　──そんな時だった。幼き日の獅子皇の前に、一人の女の子が現れたのは。




「今日から、この娘がウィズ様の世話係になります。どうぞ、何なりと申し付けませ」

　とある日。監督役の騎士が、新しい従者を連れてきた。

　銀髪の、可愛らしい女の子だった。

　歳としは八歳のウィズと同じくらい。もしくは一つ上か。腰の辺りまでなびく銀色の髪はどんな星々より美麗で、その紅い瞳はまるで、美しいルビーのようにウィズには思えた。

　神殿にいた誰より歳の近い彼女に、幼いウィズは喜び、とびきりの笑みを見せた。

「よろしく、僕はウィズだ」

「……わ、わたしは、」

　話すことが苦手なのか、緊張しているのか。銀髪の女の子はたどたどしく挨拶する。

「わたし、メロフィーユ。獅子皇さま、お世話、します」

　彼女はまるで太陽だった。

　メロフィーユと名乗った女の子と出会って、ウィズの生活は変わった。

　銀の髪をなびかせて、応援する小さな侍女。それに応えるウィズ。彼女の声は上質の鈴すずのようで、応援されるだけで、体の奥底から力がみなぎってくる。

　訓練の中でも、一際厳しい土巨人ゴーレムとの模擬試合を、軽々とこなすことができた。

　世界の歴史をあらかた覚えるという、苦しい勉学も難なくこなせた。

　疲つかれて地べたに伸びているとき、気がつけばウィズはベッドの上に寝かされていて、首を傾ければ、そこに銀髪の侍女がいる。

「おつかれさま、です、獅子皇さま」

　たどたどしい口調で、彼女が癒いやしを与えるのだ。

　そのとき、ウィズは世界のためではなく、メロフィーユのために剣を振るっていた。

　出会ったこともない人々や、街など関係ない。獅子皇の使命も頭になく、感じるのは彼女の声と、優しい温もりのみ。

「ありがとう、メロフィーユ」

「いいえ、獅子皇さま、大変です。わたし、あなたを、助けます」

　聞けば彼女は、ヨシュアの手引で侍女となったらしい。

　獅子皇の修行に嫌気が差すウィズを見かねて、騎士団長である彼が従者を募集し、選ばれたのがメロフィーユだった。少し言葉がたどたどしく、それが欠点と言えば欠点だが、働きはベテランの侍女以上だった。

「獅子皇さま、飲み物は、いりませんか」

「疲れていませんか、獅子皇さま。わたし、薬草、調合します」

　間違いなく、ウィズにとって黄金の日々だった。母が亡くなり、リリアがそれに衝撃を受け部屋で泣き、誰にも獅子皇の悩みを相談できなかった頃。銀髪の女の子は、ウィズに温もりと、生きる喜びと、修行の楽しさを教えてくれた。

　けれど──。

　その日々は、永くは続かない。




「メロフィーユ、どこに行った？」

　一年後。銀髪の女の子が侍女となってから、それだけの月日が流れていた。すっかり無二の存在として彼女を信頼していたウィズは、銀髪の少女を探していた。

　しかし──。

「変だな。神殿がやけに静かだ。騎士が誰も歩いてないのは、おかしい……」

　数多の騎士で溢れるはずの神殿内は、闇のような沈黙に満ちていた。金属の音一つ鳴らず、人ひと気けのない広大な神殿。約束していた時間になっても部屋に現れない侍女を、探していたウィズは、眉を寄せる。

「……あ、なんだメロフィーユ、こんなところにいたのか」

　いくつもの柱が並ぶ、祭祀用の広場だった。太陽が雲に隠れ、薄暗い。

「ずいぶん探したぞ、さあ一緒に──」

　ウィズは、立ち止まる。

　そこにある、あり得ない光景に、目を見張る。

　石像。

　石像。

　ひたすら立ち並ぶ、灰色の彫像があった。剣を抜き、あるいは魔石をかざし、戦う姿勢の騎士の彫像──その中心に、探していた小さな影がある。

「……え？」

　ドクンと、心臓が高鳴った。

「噓だろ……？」

　見入るように、立ち尽くすウィズの前で。

　探していた彼女は、美しかった紅い眼を、亡霊のように向ける。

「対象者の接近を……確認。護衛の排除、完了。疲労の蓄ちく積せき……皆かい無む。増援の可能性、皆無。これより獅子皇を──抹まつ殺さつ」

　冗談のような光景に、ウィズは泣き笑いをする。

　侍女として雇った少女が、暗殺者だったという事実に、怒りすら湧いてこない。

　いくつもの銀球を従え、《石化》の光線を発射する彼女に、ウィズは思った。

　裏切られた？　──違う。

　操られている？　──違う。

　たぶん出会ってすぐにどこかで獅子皇としての直感が、戦士としての本能が、いつか来るこの日を感じ、予測し、戦う意志を備そなえさせていた。

　だから悲しさも虚しさもなく、ただこの時ウィズは、自分が当たり前の人間として生き、幸せな光景に溶け込むのは無理だと確信し──。

　好きだった少女が、亡霊のように襲い掛かってくる姿を、ただ敵として眼に映していた。

「はあああああ、ああっ！」

　宝剣レオスティアが、奔る。

《石化》の光線が、幾重にも躍る。

　世界を救うために生まれた未完の英雄と、英雄を殺すために造られた暗殺者が、黒い嵐を巻き起こし神殿を、広場を、破壊する。

　石像となった騎士達が吹き飛んだ。烈風が吹き地面は揺れ、石化の光線が、暗器の刃が、幾重にも虚こ空くうを貫いた。

　破壊に破壊を重ねた、死闘。

　終わりは、二人が初めて出会った場所だった。

　無数の花が咲き乱れ、虹のように多様な花びらが舞う庭で、ウィズはメロフィーユの腹に剣を突き刺していた。

　ウィズの背中は、光線で撃たれて、徐々に灰色に染まっていく。

「なぜ襲ったのか理由を聞こう」

　疲れきった体にムチを打ち、獅子皇は血まみれの少女に語りかける。

「わたし、暗殺者。獅子皇を殺せと、命じられた。それだけ」

「それは失敗したな。魔術も暗器も全て凌しのいだ。俺の勝ちだ」

「失敗、悲しい」

　少女は血を吐きながら呟いた。全ての魔石は使い終えていた。周囲にも、無数の暗器の欠片が転がっている。対してウィズは、石化しかけた衣服を脱ぎ、まだ未成熟な上半身をあらわにして、少女を見つめる。

　勝者と敗者。

　世界を救う者と滅ぼす者。

　敗北した暗殺者の少女は、震えていた。

「失敗した暗殺者に未来、ない。早く、とどめを」

　次々と流れる赤い水に、ウィズは放っておいても彼女は死ぬだろうと思った。けれどウィズは、首を横に振った。

「ダメだ、お前は、死なせない。俺と──獅子皇と共に、魂たましいまでぼろぼろになるまで戦って、戦って、生き抜くんだ」

　不思議なものを見るように、少女は問いかけた。

「暗殺者、仲間にする……？」

「そうだ、俺は戦力が欲しい。災禍の翠蛇を前にして、退くこともせず、怯えもせず、世界のために戦える者が欲しい。お前は強い。神殿の騎士よりも。その《石化》の魔術、世界の平和のために使え」

「無理……暗殺者、みんな、許さない。裁さばかれるの、怖い。怖い……」

「甘いことを言うな！　そんなことは許さない。お前の処しよ遇ぐうなど、いくらでもなんとかなる。誓ちかえ！　メロフィーユ！　凪姫になる事をっ！　俺と一緒に、災禍の翠蛇へ挑み、世界に平和をもたらすことを、いま宣言しろ！」

　怖くて、怯えるばかりの日だった。いつだって周囲は英雄としての未来を望んで、そのためにあらゆる苦難を押し付けていた。

　銀髪の彼女との日常は、幸せだったけれど──永遠ではなかった。そのことを知り、獅子皇の少年は──自分は救世主として生きなければならない運命を感じていた。

「早く決めろ！　お前の命が尽きる前に！　そのままではお前は何も成なし遂とげられずに終わる。だが頷けば、新しい未来が待っている！」

「新しい……みらい？」

　かすれがちに問う、少女の声。

「そうだ。人を殺して終わるだけの人生が愉たのしいのか？　そんなものでお前は満足できるのか？　俺といれば、もっともっと、苦しいことも、嬉しいことも味わわせてやる！　こんなつまらない暗殺より、百倍は楽しい──生きている実感が味わえる、最高の毎日を用意してやるっ！」

　あるいは、同じだったのかもしれない。彼女は獅子皇を殺すために教育されて、そのためだけに生きてきた。ウィズだって同じ。凪姫を覚醒させるために修練し、それに抗い、戦って、ようやく覚悟を得た。

「生きるのは辛いけれど、同時にこの上もなく楽しい。それを、お前が教えた。お前が、俺を獅子皇へと変えたんだ！　そして俺が、お前を凪姫にしてやる！　だから──」

　お前は、ここで終わるべきではないと。

　輝かしい、明日があるのだと。

　生きる喜びを教えてくれた──太陽だった少女に。

　ウィズは少女の未来を祈るように、叫びを上げる。

「誓え！　メロフィーユっ！　殺しの人形よりも世界の英雄を選べっ！　平和の使者──凪姫になると、ここに誓えっ！」

　赤い血に混じり、少女の目から、一筋の涙がこぼれた。

　それは、暗殺者として育てられた彼女の、初めて流す嬉しさの証だった。

　明日を信じ、未来へと進みたいという、ほのかな想い。

「わた、し……」

　少女は小さく、頷いた。

「わた、し……は、凪姫に、なる……っ」

　瞬間。少女は暗殺者としての過去を捨てた。

　そしてそれが、全ての始まりだった。

　ウィズが獅子皇として進み、平和の戦いへと踏み入れる、決意の瞬間──。







「……そうだったな」

　瓦礫の中、思い出の光景にウィズは呟く。

　獅子皇が世界の英雄なのではない。凪姫が世界の救世主なのではない。獅子皇は凪姫と共にあり、凪姫は獅子皇と共に戦い、人々に平穏をもたらす。そのための存在なのだと、ウィズは思い出す。

「……俺が、いなければ始まらないんだ」

　ドクン、と大きく心臓が震えた。

「俺も、凪姫も、両方が必要なんだ」

　ドクン、と総身が熱を帯びた。

　──魔神が強大？　この世の誰もが敵わない？　それは噓だ。ウィズは知っている。五年前、自分と凪姫達は、更なる脅威である、災禍の翠蛇を打ち倒している。

　メロフィーユに戦えと言った。盗賊だったエマに、力を貸せと言った。そして他の四人の凪姫も全く同じ。果たしたい願いがあるからウィズを信頼し、彼に想いを委ゆだね、彼と共に世界を平和へ導こうと、誓い合った。

　その凪姫を置いたまま果てていく──それは獅子皇として絶対にしてはならない、最大の過ちだ。

「今の俺達には、やるべきことがある」

　世界が再び暗闇に堕おち、救いを必要とした──この瞬間。獅子皇と凪姫が成すべきことは何か、簡単だ。グレゴワールを打ち倒し、魔神の少女を救うことに、他ならない。

「おおっ、うおおおっ、おおおおおおおっ！」

　風が巻き起こった。

　瓦礫が吹き飛んだ。

　広間の瓦礫が粉微塵になり払われていく。地響きと共に塵ちりが舞い上がる。

　それを突き破り──残像とともに獅子皇は疾走する。

「俺は、デミシアを救うっ！」

　宝剣レオスティアを携え、ウィズは吠ほえ猛たけり、駆け抜ける。

「見苦しいですよ、獅子皇ォォォォォっ！」

　グレゴワールの部下と魔物達が、飛びかかる。

　一角獣が、棘とげの魔獣が、光る怪鳥が迫る。ウィズは折れた右腕の代わりに左手で宝剣レオスティアを振るい、瞬く間に二人の黎明衆と、四体の魔物を斬り刻んだ。

　響き渡る絶叫。

　一瞬で切り結んだ影を置き去りにし、なおもウィズはグレゴワールへと駆け抜ける。

「貴方の戦いに意味などない。真なる平和を生み出せぬ、偽りの英雄。凪姫を作り出す機械でしかない貴方が、この期ごに及んで何をするのです？　なぜ戦うのです？」

　指揮者のように腕を掲げ、魔神へ攻撃を促すグレゴワール。

　跳躍したウィズの足元が、えぐり取られた。剝はがれて宙を舞う床を足場にし、ウィズは石化した魔物を踏み台にし、グレゴワールと魔神へと迫る。

「災禍の翠蛇のもたらす虚きよ無むこそが人々の幸せなのです。苦しさも、虚しさも、等しく包み込む優しい世界！　新たな時代が必要なのです！　私が行う。黎明衆が行う。災禍の翠蛇は、虚無の新世界の神となるのです！　古き英雄に、居場所はないのですよ！」

　グレゴワールの声に応じ、魔神が咆哮する。石化した魔物が不可視の手で砕かれる。塵に変わったそれは無数の欠片となり──灰色の雨となって、獅子皇を打ち据える。

「ぐ、うっ……」

「貴方は認めるべきなのです！　獅子皇は苦難を先延ばす、虚栄の救世主であると。二百年後の、その次の二百年後の、そのまた二百年後に災禍の翠蛇を押し付ける、壮大な詐さ欺ぎ師しであると！　それを、なぜ認めないのです！　分からない。ワカラナーイッ！」

　衝撃が走り灰色の豪雨ばかりが飛び交う視界。

「人は貴方を英雄などと持ち上げますが真実には程遠い！　貴方達が平和と嘯うそぶく世界の陰で、悲しむ人間はいる！　英雄という立場に操られ！　皆の期待に踊らされ！　一時の平穏の世界しか作れない貴方達は！　まさしく欺ぎ瞞まんの守護者なのですよ！」

《念動》が猛威を振るう。

　魔神が幾度も咆哮する。不可視の巨腕が大量の瓦礫を呼び寄せ、まるで巨大な大蛇のごとく、ウィズを壁に打ち付けた。

　それでもウィズは、不敵に笑う。

　勝てると。

　この戦いには負けないと。己を鼓こ舞ぶし、己を励まし、唇を嚙み締め、攻撃を耐え抜く。

「それは違うな、グレゴワール」

　力を込めて前を見る。

「確かにお前の言う通り、俺と凪姫が災禍の翠蛇を倒しても、世界は本当の平和には至らない。俺達が作れるのはたった二百年の安息。たったの、それだけだ。──二百年経れば再び世界は闇に閉ざされ、災禍の翠蛇は復活し、不安が覆い尽くすのだろう。それは、一つの真理だ」

　血走ったグレゴワールの眼が、狂気に歪む。

「その通りッ！　獅子皇と凪姫は所詮、偽の救世主。弱き者は救えないのです！　かつてのロニー少年のように。貴方達の作る平穏は、まさしく泡沫うたかたの夢！　なのになぜ無意味だと思わないのです？　英雄などという虚しい肩書きが欲しいのですか？　羨せん望ぼうの声が欲しいのですか？　哀れですねェェェェェ、獅子皇っ！」

　宙を覆い尽くすような瓦礫の雨が、ウィズに降り注ぐ。彼は懐から小袋を放り投げた。瞬間──光が溢れ、雄々しい翼と、輝く鱗を持つ、金剛竜が降臨する。

　オルシムが──要塞の潜入前、エマが盗んだ《縮小》の魔術によって、小型にされていた金剛竜が、猛毒の息吹ブレスを吐き散らす。

　毒の息吹で降り注ぐ瓦礫からウィズを護りながら、オルシムは強く頷く。

　行けと。リリアのために、己の使命のために、魔神娘を救い出せと。その瞳が言っている。

　ウィズは、叫んだ。

「グレゴワール、貴様は間違っている！　俺達の戦いで救われる人はいる！　暗殺者の少女。盗賊の少女。魔神の少女。そして数多の人々が──幸せな未来を築けるんだ！」

　爆発的なウィズの跳躍が、衝撃波を巻き起こす。

　流星の輝きの疾走。研ぎ澄まされ、煮えたぎり、戦神のごとく闘志に燃えるウィズの総身は、何もかもを突き貫く光と化す。

「幸福をもたらすと言いつつお前が目指すのは人々の虐殺だ！　それを獅子皇は見過ごせない！　目の前の人を救えずして、何が獅子皇かっ！　俺は──小さくとも『かけがえのない』、平和を愛する人々のために、戦っているっ！」

　魔神が即応する。グレゴワールに迫る獅子皇に殺意を向け、不可視の腕を振り乱す。

　それは、砂さ塵じんの槍だ。

　砕かれた石化の魔物を、不可視の腕で圧縮した巨大な槍は、先ほどまでの《念動》とは込められた力が違う。最後の一撃の槍は、これまで放ったどんな攻撃より勝るだろう。

　それでも。

　ウィズに恐怖など感じない。

　怖さなど捨ててきた。

　いや、怖さに怯える自分は捨ててきた。

　かつて、メロフィーユと死闘を演じたそのときに。

　あるいは災禍の翠蛇との決戦のときに。

　あるいはデミシアを救うと誓ったそのときに。

　形を変え、絶望を変え、敗北という名の恐怖は希望という光に変わり、ウィズは平和のために、人々の安寧のために、突き進む。

「ならば！　これで終わりにしましょう、獅子皇ォォォォォォォッ！」

「はぁぁああああっ！　《獅子皇奥義》──────ッ！」

　光が、

　叫びが、

　一筋の閃光と、魔神の雄叫びが、交じり合い、潰し合い、巨大な光の奔流が溢れんばかりに飛び出て──。

「《獅子皇奥義》────《閃せん龍りゆう覇は皇おう斬ざん》──────ッ！」

　それは、獅子皇の心技体が、究極まで高まった時のみ放てる最高の技。

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、放たれたその技が、魔神の咆哮も瓦礫の槍も、まとめて斬り捨てた。光の剣圧が──グレゴワールの、魔神を操る指輪を、切断する。

「ああああぁっ！」

　血ち飛沫しぶきが舞う。剣圧の余よ波はで、グレゴワールの全身に裂傷が刻まれる。

　斬られた傀儡の指輪は宙に四散し吹き飛んで、哀れな魔神を縛る鎖が、砕け散る。

「デミシアっ！」

　魔神の少女が、人形のように倒れる。

　そこへ風のように駆け寄り、優しくウィズが抱きとめる。

　涙流す魔神の少女。その瞳が、確かに獅子皇の少年を見つめ、微笑んだ瞬間。












　バキンッと。

　二人の凪姫を拘束していた、不可視の腕も掻き消えた。

「──やっと、自由に動けるぜ」

　最強の称号を冠する少女が、降り立つ。羽衣を翻し──ささやく。

「敵の残存戦力は弱い者ばかり。どちらが先に倒せるか、競争といきますか？　エマ」

　美しい銀の髪が翻る。

　薄笑いする元盗賊の少女が、黒い牙を振り回す。

　血に染まる体を揺らめかせ、瞳に狂気を含ませたグレゴワールが、

「フフ、フヒハハッ！　まだですよ、まだ我らの夢は終わらないっ。総員、戦うのです！　災禍の翠蛇の復活は、この世界の救済にして希望っ！　我々の悲願が、貴方達に、」

　メロフィーユとエマが、黎明衆を制圧していく。

《石化》と《強奪》の魔術が飛び、ごく僅かな撃ち漏らしも、オルシムの息吹が確実に仕留めていく。

　やがて、最後まで立っていたグレゴワールが倒れたとき。

　獅子皇の少年は、魔神を抱えたまま、戦いの終わりを確信した。

　しかし──。







「あ……あ……ぁ……」

　デミシアの衰弱が止まらない。戦闘が終わり、ウィズが抱き上げた直後、張り詰めたものが切れたように、彼女はぐったりとした。発熱を帯び、震えが止まらない。

「そんな……」

　熱と震えが止まらない少女を抱き、ウィズは絶望的な声を出した。

「デミシアっ！　しっかりするんだ、デミシアっ！」

　メロフィーユとエマが、急いで駆け寄ってくる。

　魔神の少女の顔を覗き込み、熱い手を取ったメロフィーユが、

「……時間、切れです……」

　ぽつりと、感情を抑えた声で言った。

「霊神樹のないままグレゴワールに操られ、限界を超えて戦い続けた彼女は、もう……」

「そんな……デミシアっ！」

　これから、たくさんの幸せが待っているはずだった。追われるばかりの生活はもう幕を閉じ、後は笑顔と楽しいばかりの瞬間が訪れるはずだった。それなのに──。

「あ……う……ぁぁ……」

「デミシアっ、返事をしろ、デミシアっ！」

　ウィズの腕の中で、魔神の重みだけが増していく。

　流れる命。

　消えていく生気の欠片。薄れる鼓動。

　呼びかけても、抱きしめても、デミシアは返事をしない。

　瞳を虚空へ向け、空いた口から、か細い息だけがかろうじて漏れる。

「くそっ、おい、お前らの魔術をよこせっ！」

　怒鳴るように、エマが、倒れている近くの黎明衆から、魔術を奪う。

「《回復》の魔術！　《除呪》の魔術！　《治療》の魔術！」

　奪った回復系魔術が、優しく魔神の少女を包み込むが、どれも効力を発揮しない。

　デミシアを蝕むものは呪いでもなければ疲労でもない。老いることが人には止められないように、デミシアが衰弱するのは異界において、絶対の摂理。天地を滅ぼす力を持っていたとしても、それだけは変えられない。

　エマが、黎明衆の長へ叫ぶ。

「グレゴワールっ！　何とかしろっ！　お前が召喚したんだろう！　救ってみせろ！」

　黎明衆の中で唯一意識がある彼が、力なく首を横に振った。

「私は、デミシアを生け贄に捧げようとしたのです。命を延ばす方法などありません。霊神樹の葉も、尽きました」

　メロフィーユが詰め寄った。

「召喚したのなら、あちらへ送り届けることもできるのでは？」

「それは無理です。魔神デミシアを召喚した際、極大召喚門は彼女に破壊されました。魔神を喚べる門は、特殊です。修復は数ヶ月を要する。この場の黎明衆にも使い手はいない。もはや、その娘に帰る手段はないのです」

「じゃあ……じゃあ……」

　エマが体を震わせると、グレゴワールは薄く笑う。

「そうです。その娘は──もうじき、天に召されるのです」

　愕然と、エマが地面に崩れ落ちた。立ち上がろうとして果たせず、その場で転ぶ。

「そんな……っ、どうすることもできないのかよっ!?」

　悲鳴は、絶叫のようだった。

　英雄よ救世主よと讃えられ、それでも不幸な魔神の少女一人すら救えない。

　それがどうしようもなく悔しくて、エマは呻くことしかできない。

「ぁ……あ……あ……、」

　ウィズの腕の中で、デミシアの呻きが小さくなる。

　体はまるで氷のようで、鼓動は弱りに弱り、瞳は空洞色。魂が抜け落ち、この世の果てに向かうその前兆。

「──一つ」

　そのとき。獅子皇の少年だけが、口を開いていた。

「一つ方法がある」

　その場の誰もが弾かれたように振り向く。絶望の渦に吸い寄せられ、今まさに地獄に落ちようとする少女を抱き、彼は言う。




「デミシアを凪姫にする。それしか方法はない」




「──ば」

　いきり立ったエマが、ウィズに摑みかかる。

「馬鹿かお前は！　そんなことしたらお前の体は……っ！」

「ああ、そうだ、砂になるかもしれない」

　獅子皇は、六人の少女しか凪姫に覚醒できない。

　それは凪姫にさせる《覚醒》の魔術が、獅子皇に負担を掛けるため。過去に存在した獅子皇のうち、六人を超えて覚醒させようとした者は、例外なく砂と化した。

　一生に六度しか使えない魔術を大切にし、獅子皇は凪姫と絆を育むために全力を注ぐ。それが八百年前から続く、変わらぬ獅子皇のあり方だった。

「……だがメロフィーユ、お前は覚えているはず、かつてお前を凪姫に覚醒させたとき、俺はお前の腹を、串刺しにした。あの重傷を救ったのは、凪姫への覚醒だ」

「確かに、そうですが……」

　凪姫はあらゆる病に掛からない。獅子皇との契約で、体そのものが生まれ変わる。七人目として覚醒できればデミシアは助かり、霊神樹の呪縛から解き放たれ、彼女はこの世界の掟に守られて、凪姫として生き続けるだろう。

「で、でもよ、七人目の凪姫なんて！」

「デミシアはっ！　俺達の世界の勝手な都合でここに喚び出されたんだっ！　なら俺達が、最後まで責任を取るのが当然だろう！」

　獅子皇は叫ぶと、エマは絶叫する。

「ダメだ、そんなの！　危険過ぎるしやらせるわけにはいかねえっ！」

　魔石を取り出し、黒い牙をエマが出現させる。

「エマっ！　《強奪》の牙を消せっ！」

「嫌だっ！　絶対にやらせねぇっ！　やっと、成長したお前に会えたんだ。ちっさくて頼りねえと思ってたウィズが、大きくなって、たくましくなってここにいるんだ。操られたあたしを助けてくれて、あたしは、お前をすごく頼もしいと思ってるんだ！」

　エマは涙を滲ませ懇願する。

「あたし達を置いていくな！　ウィズが砂になるのなんて見たくねえ！　お前はあたし達の太陽なんだ！　家族みたいに、思ってたんだ！　だから、駄目だ……っ！」

　幼い頃に親を亡くし、家族の温もりも知らず、盗むことしか知らなかった少女が、ぼろぼろと涙を流す。

「凪姫は、みんなそうだよ！　みんなどこか孤独だったんだ！　あたしもそう、メロフィーユもそう！　他の四人も同じだっ！　凪姫は獅子皇がいなけりゃダメなんだ、あたし達とお前は、一心同体だ！」

　ウィズとエマは、同時に叫ぶ。この場で一番、冷静であるはずの彼女に。

「メロフィーユ、ウィズを止めろ！」

「メロフィーユ、エマを止めてくれっ！」

　氷のように張り詰めた空気の中で、メロフィーユが下した決断は──。

「ウィズ、約束してください。リリアを悲しませることだけは、しないと」

　止めるでもなく、背中を押すでもなく、獅子皇への決意の確認だった。

「どんな結果になろうと、リリアを独りにはしないと、誓ってください」

「馬鹿やろう！　メロフィーユ！」

　エマが喚わめく。

「わたしは、ウィズが間違った道に向かわないよう、いつでも守ります。でも凪姫を覚醒させるかどうかは、ウィズ自身が決めることです」

「……ありがとう、メロフィーユ」

　穏やかに、ウィズが振り返る。

「馬鹿やろう……メロフィーユ。馬鹿やろう、ウィズ……」

　黒い牙を消失させ、力なくエマは崩れ落ちた。うっ……うっ……と、声を殺して嗚お咽えつする。

　一瞬だけ、胸に痛みを感じたウィズだったが、腕の中のデミシアと、メロフィーユを順に見つめる。

「……誓う。リリアには哀しい想いをさせない。もちろんメロフィーユにも。エマにも」

　剣を床に突き立て、魔石を取り出しながら、約束する。

「必ず、成功させるよ。新しい凪姫を誕生させて。輝く未来に進むために」

　メロフィーユは、ウィズの言葉に小さく頷く。泣きはしない。邪魔もしない。ただいつものように、凜とした、美しい顔だけを向ける。

「はい。終わったら、祝杯を上げましょう。だから──」

　──成功させてくださいね。

　一瞬だけ、メロフィーユは花のような笑顔をほころばせた。




「デミシア」

　ウィズの足元から、光の粒子が立ちのぼる。

「災禍の翠蛇が巣食うこの世界では、辛いこともたくさんあるかもしれない。悲しいこともあるかもしれない」

　金と、銀に彩られた光の帯が、何重にも宙に現れ天に舞う。

「後悔することも、きっとあるだろう。けれど──」

　無数に輪を描く光の糸が眩しいまでに周囲を照らし、ゆりかごのように、優しい海のように、広がっていく。

「これからの毎日では、僕達も共にいるよ。辛いのも、苦しいのも、全て一緒。最高に面白いことが起きれば、馬鹿みたいに笑っていよう。くだらない出来事が起きれば、笑顔で幸せを嚙みしめよう」

　最高潮に達した光の渦が、空間を、未来を、全てを眩まばゆく染め上げる。

「だから、その隣に、俺達の隣に──いてくれないか？　俺たちは、デミシアと共に、歩んでいきたいんだ」

「妾は──」

　薄く目を開けて、涙をためる少女の瞳。

「凪姫に、なりたい」

　そう答え、光は全てを包みこみ、そして契約は完了した──。













　芸術都市ノイシールは、復旧に追われていた。

　獅し子し皇おう達の地下要塞での戦い──特にエマが盗んだ複数の魔術による攻撃は、地下要塞どころか地上を揺るがし、至いたる所に破壊の痕あとを残していた。

　復元系の魔術を持つ騎士は休きゆう憩けいもそこそこに、西へ東へと奔ほん走そう。建物を数時間掛けては復元し、その他の騎士も資材搬はん送そうなど様々な雑事に追われた。

　仕し舞まいにはオルシムまで駆り出しての運うん搬ぱんだ。

「街の外でリリアの夢を見ながら、日光浴したいのに。なぜオレは、ひたすら飛んでいるのだろう。不幸だ」

　人嫌いの金剛竜は、数分に一度、そうぼやいていた。それでも街の画家の数人が、リリアの肖像画を描いて見せると、彼は黙然と資材を運びだした。

　一番働いたのは、あるいは彼なのかもしれない。




「う～～～～～あ～～～～～～」

　情けない声がこだました。中天に、太陽が高く強く昇る頃、少女は馬鹿みたいに大口を開け、屋根の上で大の字になる。

「もう疲れた～、一歩も動けない～、少しも歩けない、魂たましい抜けて、死んじゃいそう。う～～～、あ～～～、かったるい～～」

　凪なぎ姫ひめエマが、崩れた建物を必死に直していた。《強奪》で一時的に騎士から得た復元の魔術を使い、あちこちを直し回っていた。

「エマ様っ！　次は第五地区をお願いしますっ！」

　屋根の下から、何人かの騎士の声がする。

「その次は十八地区をっ！」「二十五地区もお願いしますっ！」「統政庁の入り口を綺麗にしてと連絡がっ！」「店を増築してと依頼が！」「赤ちゃんの子守をしてと懇こん願がんがっ！」

　エマは憤ふん慨がいした。

「ちくしょー、凪姫ってのは便利屋じゃねぇんだぞっ！　ふざけんな！」

　そのとき、隣から苦笑いがほころぶ。

「仕方がないのじゃ。エマはとっても頼りになる。だから、皆が声をかけてくる」

「やかましー」

　エマが、二つに結った髪を揺らし、振り返った。

　そこにはかつて、魔神と呼ばれた少女の笑顔があった。

「大体さ、あたしはお前のために奮ふん戦せんしたんだぜ？　お前も手伝うのが筋すじじゃねーの？」

　かったるいかったるい言いながら、エマは少女から新しい魔石を受け取る。

「うむ。だから新しい魔石を《念動》で運んでいるのじゃ。エマがいちいち取りに行かなくとも良いように」

「それはそうだけどさ。あたし過労でぶっ倒れそう……うへえ……誰か労いたわってくれないかな……」

「エマ様！　十四地区と二十九地区と三十三地区の方へ、」

「わーってるよ、今行くってっ！」

　屋根から跳び、くるくる回って、着地する。高い屋根の上を見上げて、

「お前も来いよ、デミシア！　街の修復は、まだまだ終わらねーんだからな！」

「うむっ！」

　晴れやかな返事の後に、少女は雲ひとつない空を見上げる。

　その体には、神々しく、眩く光る羽は衣ごろもがある。

　彼女の瞳には生気が宿り、頰は健康的な薄紅色。魔神から凪姫へ生まれ変わった少女は、胸に幸せ一杯、清々しい空気を取り込んだ。

「空気が美味じゃ。世界がこれほど優しく感じられたことはないのう」

「いーから行くぜー、さっきから同じこと言ってんなよー」

「だって嬉しいのじゃ。ずっとずっと、おぬし達といられる。それがたまらなく嬉しい。ありがとう、エマっ」

　少女は思わずエマに抱きついた。

「うわ、ばかやろー、魔石が落ちる！　つーかそのでかい胸、何だよ。まさかメロフィーユよりもデカイとは……信じられねぇ」

「エマは小さくて可愛いのじゃ。ずっと抱き締めていたい」

「むぎゅ。ち、小さいって言うなよ！　あたしは十八の淑女なんだぞっ」

　デミシアは思わず笑った。笑えることに、深く感謝した。

　抱きしめるエマの体は、暖あたたかくて、柔らかくて。

　自分の鼓動と、彼女の鼓動が混ざり合い、溶とけ合あい、命が未来に向かって紡つむがれるのが、嬉しい。

　肌を撫なでる風。香る空気の匂い。注ぐ日光。がやがや言う街の人波と、騎士の叫び声。

　憧れた人間の里の光景がそこにある。

「お、おい泣くなよ、デミシア」

　大きな胸の中で、困ったようにエマが言う。

「もう少しだけ、こうしていいかの……」

「いいけど、その分作業は遅れるからな。覚悟しとけよ」

「覚悟……いい言葉じゃ。未来があるからこそ使える言葉じゃのう。ふふ」

　輝く明日を授かった少女は、薄うっすらと涙を流して、笑った。




　デミシアは凪姫へと覚醒した。

　祈るメロフィーユとエマの前で、契約は完了し、光と無数の眩い粒子が、魔神だった少女を取り囲んでいた。光の中から、羽衣と共に現れたのは、命に溢あふれた少女の姿だ。生まれ変わった異界の少女は、潤うるんだ瞳で「ありがとう……っ」と皆に感謝した。

　泣いて、謝って、深く抱き合って──そうして、二日が過ぎている。




「でも、結局は、どういう理屈なのじゃ？」

　エマの腕の中で、デミシアは尋ねる。自らの命が救われた理由を、静かに問う。

「──説明自体は、簡単なんだ」

　人々が機材や魔石を運びながら、復興を続ける風景を見つめ、エマは答える。

「獅子皇だけが使える《覚醒》の魔術は、女性を凪姫へと生まれ変わらせる。ここまではいいか？」

「うむ」

「凪姫は獅子皇との間に、絆を育んで、契約を結ぶ。──一緒に強くなりたい。一緒に復讐したい。獅子皇のために可愛くなりたい。──何でもいい。獅子皇と、凪姫候補が、そばにいたいと強く『想う』。それを媒ばい介かいにして、獅子皇が《覚醒》の魔術を発動させる。そうやって、凪姫は誕生するんだ」

「エマもウィズを好きになったから凪姫になれたのじゃな」

「ば、ハズいこと言うなよ！」

「……違うのか？」

「そんなんじゃねーよ！　あたしはもっと違う理由！」

　紅くなってエマは否定した。悪戯いたずらっぽくデミシアが笑う。

「話を続けるぞ？　要はさ、凪姫になる時に、体の全ての不調が消えることが、重要なんだ。ううん、生まれ変わるって言った方が近いかな？　記憶もある、技術もある、心情もそのまま。けれど強力な魔術を使える肉体と、羽衣が現れる。……まあ、言ってみれば、人間より遙か高い次元に登る、ってことかな」

「高い次元？」

「そう。凪姫は、肉体的には人間ってより精霊か妖精に近い、みたいなことをウィズが言ってた。根本的に、体の作りが変わるんだとさ。女の子の姿した、ちょっとした神様？　それが凪姫なんだと」

　病に至らず傷を受けず、鉄てつ壁ぺきの護まもりと人を超えた魔術の持ち主。古いにしえの時代、天地を創った至高の存在に近づいた者。それが凪姫だ。

　そしてその凪姫への覚醒は、デミシアから異界の呪じゆ縛ばくを解くことも意味する。

　霊れい神しん樹じゆはもう必要ない。命の枯こ渇かつに怯おびえず、この世界の住人として、当たり前のように温かい未来を謳おう歌かできる体。

　その力は、魔神とは違う。魔石いらずの特性こそ失ったものの、体にはみなぎるような精力が溢れている。契約を結んだウィズの魂の鼓こ動どうすら、感じられる。

　命と絆が結び合う関係。今もデミシアは、それを感じている。

「妾は、生まれ変わったのじゃな」

　また涙がこぼれる。

「お、おい、だから、泣くなよっ。あたしの服が濡ぬれちまうっ」

「そうしたら一緒に水浴びしよう、エマ」

「やだよ、あたしは自分より胸でかい奴とは入らねぇっ」

　そうは言いつつも、決して押おし退のけない少女に、デミシアは嬉しくなる。

「もう一ついいかの」

「いいぜ。何でも聞いてくれ」

「七人もの凪姫を契約してウィズは大丈夫なのか？　獅子皇は、確か六人までしか契約できぬと聞いた。それなら──」

「……ああ。ウィズには、双子の妹がいるってこと、知ってるな？」

　デミシアは小さく頷く。

「うむ。昨日、メロフィーユに頼んで《遠話》で話させてもらった。とても可愛らしい娘じゃな。リリア……ウィズが戦う理由の一つとも聞いた。それが……？」

「そのリリアが、生まれつき体が弱い、ってことも聞いたか？」

「……うむ」

　デミシアは軽く首を縦に振る。

「じつは、ウィズは母親の胎たい内ないにいるとき、双子のリリアの生命力を奪うばって生まれてしまったんだ。だからリリアは生まれつき体が弱いし、逆にウィズは、歴代の獅子皇の誰よりも、生命力が強い」

「なんと……っ」

　驚愕して、デミシアは目を見開いた。

　それが、全ての真相である。デミシアが助かった最大の理由は、ウィズの特異体質と言うべきもの。六人という凪姫の契約の限界を、ウィズだけが超えられる。

　エマは静かに語る。

「騎士達の間では、『双星の悲劇』なんて言われてる現象だ。希望の星に降りかかった、悲しい運命。……普通、獅子皇が六人しか凪姫を覚醒させられないのは、それだけ《覚醒》の魔術が体に負担を掛けるから。だから一生に六度しか獅子皇は《覚醒》の魔術を使えないし、同じ代に凪姫は六人しかいない。けど──」

　獅子皇の代が変われば、契約は自動的に解除され、凪姫は普通の人間へと戻る。凪姫の維持すら獅子皇に負担が掛かるため、凪姫は一代につき、六人までが限界。

「ウィズはその限界を超えられる。ウィズとあたし達は、ある意味で一心同体だけど……ウィズはリリアとも一心同体なんだ。心と体だけでなく、魂の一部まで一緒。健康的なリリアの未来を代償に、獅子皇を超えた獅子皇。それが──ウィズなんだ」

　それは哀しくて、誰も悪くはない事実だ。史上で唯ただ一人ひとり、七人以上の凪姫を覚醒できる代わり、妹の命も背負うウィズ。

「……重い、宿命じゃな」

「そうだな」

「この世界で生きられなかった妾どころではない。何としてもこの世界を生きなければならないのが、ウィズなのじゃな……」

　エマが頷く。

「小さい頃、それでウィズはずいぶん悩んだらしいぜ。リリアの分まで色々背負っていても、自分は獅子皇に向いてないって。でも……」

「でも……？」

「七人以上の凪姫を覚醒させられるってことは、それだけあいつを支えられる凪姫も多いってことだと、あたしは思ってる」

　デミシアは、大きく目を見開いた。

「それは……」

「あいつは不器用で、優しくて、戦いには向いてないんだ。でも、だからって諦あきらめる必要はないし、悩んでもいいんだ。辛つらい事は独りで抱え込む必要なんてない。誰かの胸を借りて泣いてもいい。その手助けを、あたし達凪姫がするんだ。いつか──獅子皇の役目が終わるまで。あいつと一緒に、あたしらも戦う。そんな風に、思ってる」

　エマは、自分の胸に片手を添える。この気持ちが、何より尊いと言うように。

「五年前は、体が未成熟なウィズを気遣って、従来の六人までに留とどめていた。お前を凪姫にする時も、あたしは無理だと思った。そもそも七人目なんて、絶対にできるとは限らないし、ウィズが無事な保証なんて、なかったから」

　その瞳にあるのは、ウィズへの強い想い。

「でも今は、覚醒したお前を見て、そして災さい禍かの翠すい蛇じややら黎明衆がまた動き出したのを知って、やっぱり世界の平和は甘くねえってあたしは思った。獅子皇も凪姫も、限界まで突き進まなきゃならねえ。あたしらの役割は終わってないし、まだまだあたしも、ウィズも、戦わなきゃならないんだ。だからさ、あたしは──……」

　手を差し伸べる。

　それは、哀れな魔神に差し伸べる救いの手ではなく、共に戦う同志としての誘いの手。

　戦友として。盟友として。エマはにかりと笑う。

「獅子皇を超えた獅子皇、ウィズの新しい凪姫、デミシア。お前とも一緒にやっていけたらって、思うんだ」

　魔神の少女の不幸は終わり。

　けれどその先には、魔神を超える災禍の翠蛇との決戦が待っている。

　怖いか怖くないかと言われれば、無論怖い。

　繋いだ命が果てる心配は、デミシアにもある。

　けれど獅子皇と凪姫は、独りではない。どちらかが英雄なのではなく、助け合い、支え合い、そうして、新たな伝説を創っていける。デミシアには、迷うことなどなかった。

「もちろんじゃ。これからよろしく。凪姫エマ」

「あいよ。頼りにしてるぜ、凪姫デミシア」

　魔神だった少女と、元盗賊の少女は、そうして──手を取り合った。
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　ヨシュアと主だった騎士幹部達が、獅子皇神殿で会議を開いていた。

「──以上の事から、黎明衆は活動を再開。その目的は災禍の翠蛇による世界の終しゆう焉えん」

「行方不明の凪姫も、彼奴きやつらが原因だったか」

　円卓の中、一人の上位騎士が報告すると、他の上位騎士らが声を上げる。

「五年前の拠点攻略で、全ぜん滅めつしたと思っていたが」

「後ろ盾になる国家や、機関があるのやもしれぬ」

「六百年の歴史を持つ集団だ。信奉者や予備軍は世界中にいるだろう」

　騎士団長たるヨシュアが頷く。

「我ら聖アヴェル騎士団の目を掻かい潜くぐり、今日まで生き延びた狂団……首領グレゴワールを捕らえても、滅ほろびはしないだろう」

　一人の上位騎士が、ヨシュアへと尋ねる。

「そのグレゴワールは？　地下の牢獄迷宮に閉じ込めたのでしょうな」

「当然だ。最下層に押し込めてある。それと《洗せん脳のう縛ばく鎖さグリム》の残骸も現在修復中。終わり次第、グレゴワールへ傀かい儡らいの鎖くさりを放ち、黎明衆の情報を引き出させよう」

　ヨシュアは円卓の上で指を組みながら応える。即座に他の上位騎士が言う。

「有益な情報があれば良いが。記憶を魔術で抽出しても、それが真実とは限らぬ」

「三代前の獅子皇リリエール様は、それで奴らにおびき出され、殺された」

「いずれにしても」

　ざわつき始める幹部達に、ヨシュアは鋭く声を割りこませる。

「新たな凪姫が覚醒したことは、我々にとって大きな希望だ。その力と絆を、信じよう」

「そう──ですな。元暗殺者に、元盗賊に、元魔神の乙女達……異端者である彼女らと、これほど強く結ばれたウィズ様ならば、今度こそ災禍の翠蛇を──」

「討滅できる。そして残る四人のためにも、我らは貢こう献けんする。親衛隊。援護隊。管理隊。駆逐隊。研究隊……各々は真の平和を勝ち取るべく、奮ふん闘とうせよ」

　幹部である騎士達は、頷いた。

　戦いは続く。

　黎明衆がある限り、災禍の翠蛇が蘇る限り、彼らも獅子皇と凪姫のため、邁まい進しんする。





　　　　　†　　†






『に、に、兄様！　大丈夫なのですか!?』

　リリアの声が響く。心配に揺れる少女を安心させるため、ウィズは優しく声をかける。

　聖アヴェル騎士団、ノイシール支部。

　ベッドの上には、《遠話》の魔術陣が張り巡らされていた。遠く離れた獅子皇の妹の案じる声が、静かな個室に響き渡る。

『メロフィーユさんから聞きました。七人目の凪姫を覚醒させたと……その、体の方は』

「うん、大丈夫──といいたいところだけど、数日は動けないみたいだ。命に別状はないけど、立ち上がるのはおろか、自分ではご飯も食べられない。不ふ便べんで仕方がないよ」

『そ、そんなにひどい状態に……兄様、無茶をして』

「心配をかけてごめん。昨日まで、一言も話せなかったんだ。本当に、ごめんね」

　声に多少張りがあるためか、当初よりは獅子皇の妹は、安あん堵どする。

『いいえ、兄様が無事ならそれで大丈夫ですわ。……メロフィーユさんから連絡を頂いたときは心配しました。ヨシュアに頼んで、そちらに行こうかとも』

「そんな無茶な。リリアだって無理したら駄目な体だよ」

『わたくしよりも兄様が優先ですわ！　あの……それで、ご飯など、どうしてるのですか？』

「メロフィーユに食べさせてもらってるよ」

『な──』

　瞬間、リリアがなぜだか息を呑んだ。

　ウィズは、なぜそんなことを聞かれたのか首を傾かしげた。

『た、食べさせてもらった!?　そんな口移しだなんてっ！　恥はずかしい……』

「どうして口移しなんて発想になるのかな。でも、そんな発想のリリアも可愛いよ」

『きゃっ、兄様、そんな可愛いだなんて……わたくし、寝不足でひどい顔なんです。視えなくて良かったですわ』

「顔だけじゃなくて、声も可愛いよ。今日のリリアは一段と、綺麗な声だよ」

『ダ、ダメですわ兄様……そんな優しい声出されたら……』

「僕はリリアと早く会いたくて、切ないよ……」

『兄様……』

「リリア……」

「仲が良すぎてハートマークすら見える兄妹は、こちらですか？」

　買い出しから部屋に戻ってきたメロフィーユが、呆あきれていた。

「メロフィーユ、帰ったのならノックくらいしてくれっ」

「……わたしがリンゴを食べさせてる時よりも、退たい屈くつ凌しのぎに踊ってあげた時よりも、リリアと話す方が、ウィズはいい笑顔ですね。なんだかいらつきます」

「そこで怒る理由がわからない……」

「別に、なんでも」

　メロフィーユは嘆たん息そくをして、買い出ししたものを、備そなえ付つけのテーブルに広げていった。傷薬、湿しつ布ぷ、骨折治しの薬草……様々な品が並べられていく。

「はあ、まったく。あなたたちを見ていると、つくづく思います。人は過去よりも、どれだけ未来のために目を向けられるかが肝かん要ようだと。そう思います」

「突然どうしたの、なぜだか皮肉に聞こえるよ」

「皮肉ですから。せっかく看護をしようと思っていたのに、妹にかまけているウィズなんて知りません」

「待ってくれメロフィーユ。薬草そんな練ねり込こまないで、痛いっ」

　慌てるウィズの声が響き渡る。それは穏やかな時間。

　いつまでも、どこまでも、嚙み締めていきたい幸せな光景。

　胸に咲くこの温かな気持ちを、大切にしたいとメロフィーユは思う。

　立ちはだかる苦難は、まだ多い。今回の件でグレゴワールは獅子皇神殿へ護送されたものの、黎明衆そのものは健在で、残る四人の凪姫の行方もわからない。

　災禍の翠蛇の復活の兆候も、消えていない。デミシアを触媒に使わずとも、最短で一年の後に復活することが予期されている。

　世界は一見平和に見えて、密ひそかに闇に蝕むしばまれている。

　けれど、その困難に打ち勝とう。

　ウィズとリリアが、気兼ねもなく世界を旅すること。

　その日が来て初めて、世界は本当の平穏に至る。その未来のため、かつて暗殺者だった少女は、彼のそばに寄り添い続ける。

「うはーっ、街の修復、めちゃめちゃキツイ。まだ半分以上も残ってるぜ」

　エマが、デミシアと共に、部屋にやってきた。

　すぐさまリリアが声を弾ませる。

『あ、エマさん、デミシアさん。お疲れ様でした。街の修復、どうでしたか？』

「どうもこうもねーよ。忙しくて目ぇ回って、噴水に落ちたぞ」

『うふふ、相変わらずですのね』

　すでにエマとデミシアも、昨日リリアと話し、事情を伝え終えている。リリアは新しい凪姫の覚醒に驚き、エマの合流に歓喜した。エマとデミシア、その存在は、リリアにとっても新しい希望であった。

　エマの報告に、デミシアやメロフィーユが茶化した。

「エマはびしょ濡れでも、まったく色気がないのじゃな。普通は透すけて色っぽいぞ」

「踊り子の服なのに馬ま子ごにも衣装すらならないのが哀れです」

「じつは男の子でしたー、などという事実はないのか？」

　窓の外、オルシムまでもが飛びながら口を挟むと、エマが憤ふん慨がいした。

「うるせーよどうせあたしはチンチクリンだよちくしょーっ！」

　小さな笑いが、部屋に広がる。

　穏やかでかけがえのない時間。やがてリリアが、かしこまる気配をみせる。

　次の瞬間、少女の発した声には、凪姫への祈るような気持ちが込められていた。

『あの、皆さん、兄様のこと、よろしくお願いします。兄様、強いですけれど、独りでは戦えないですから。動けないわたくしに代わって、どうか──』

「うむ、当然じゃ」

《念動》の魔術を持ち、かつて魔神と呼ばれた少女がまず宣言する。

「妾らは負けぬ。運命にも、何者にも。黎明衆と災禍の翠蛇を、必ずや倒してみせよう」

「そーだぜ。あたしらに勝てる悪夢なんて無ねぇ」

《強奪》の魔術を持ち、奪えば奪うほどに強くなる少女が告げる。

「今度こそ、全部きっちり倒して終わらせるから、期待してろよ、リリア」

『はい。わたくし、残る四人の凪姫と一緒に、皆さんが帰ってくることを信じ続けていますわ。オルシムの背中に乗って、きっと、きっと……』

　熱を帯びたその声に、オルシムが静かに頷き──そして凜りんと応えたのは、《石化》の魔術を持つ銀髪の凪姫。

「その時、ウィズはもっと逞たくましくなっている予定です。そうですね、ウィズ？」

　麗しき三人の凪姫と、金剛竜。いくつもの視線の中、獅子皇の少年は、力強く頷いた。

「僕はもう迷わないし、挫くじけない。僕には最高の凪姫達がいる。メロフィーユ。エマ。デミシア。そして──行方不明のベアトリス、ネルシー、ゾネリカ、シトリン……全ての凪姫と共に、僕達は必ず帰ってくるよ。だからその日まで──」

　待っていて。リリア。

　ウィズは万感を込め、ささやく。

　一度世界を救った英雄は、もう一度世界を救う。

　獅子皇は、凪姫は、溢れる希望を胸に、新たな誓いを立てていくのであった──。









あとがき






『獅し子し皇おうと異端の戦巫女アストレア』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　朝あさ凪なぎシューヤと申します。

　前作『奈な落らく英えい雄ゆうのリベリオン』を購読してくださった方、お久しぶりです。

　新作は英雄となった少年や少女たちが、再び世界を救う物語となります。

　以下、作品の内容に触ふれます。あとがきから購読の方はご注意を。




・舞台について

　前作とは変わり、完全なファンタジー世界となります。英雄やら二百年ごとに復活する蛇へびやら、異界の魔神やら。

　色々詰め込んではいるのですが、一番大変だったのは凪なぎ姫ひめです。いや、ヒロインキャラ、見るのは好きなのですが、書くのが苦手で、言動や戦闘も、何度も修正をしました。特に戦闘シーン。

　男キャラは楽なんですよ。ウィズもグレゴワールも、どれだけ傷だらけになっても「まあ男だし」「傷も勲くん章しようだ」と割り切って書けるのですが、ヒロインが血と傷と痣あざだらけというのも少しあれですし、試し行こう錯さく誤ごした結果、現状に落ち着きました。

　そんな紆う余よ曲きよく折せつを経た凪姫なのですが、メロフィーユ、エマ、デミシア、各ヒロインのやり取りは、書いていてとても楽しい瞬間でした。特にデミシア！　当初は男の悪役の魔神を出す予定が、善玉で、ヒロインで、（お色気もある）可か憐れんなキャラに昇華できたのは担当のＧ様のおかげです。魔神や魔王と言えば作者的には『ダイの大冒険』のバーンや『クロノトリガー』の魔王など男キャラなので、書いていて新鮮でした。




・タイトルに関して

　固有名詞を考えるのが苦手です。本作のタイトルも一ヶ月くらい費ついやしました。前作でも同じくらい掛かったので、「まさか今度はそうならないだろう」と高をくくっていたら、あれよあれという間に一ヶ月すっ飛んでいました。

　ＡＩ搭載で名前決められる機器が出たら真っ先に買います。




・コメディシーンについて

　苦手ばかりの話題で恐きよう縮しゆくです。キャラのコメディシーンも同じく不ふ得え手てです。元々戦闘シーンが書きたくて応募した輩やからなので、キャラのコメディシーンは「無理無理！　絶対無理！」とか思いながら書いてます。

　個人的にはコメディが得意な作家さんは尊そん敬けいの対象です。




・噓うそについて

　先日、同期に受賞した作家さん方らと、飲食する機会がありました。若じやく輩はい者ものとしてはふむふむなるほど、と頷ける話ばかりです。

　ところが皆さん、「○○○は書けないよ。超難しいよ」みたいな事をおっしゃるのですが、作品を読んでみるとしっかりできている。作家って噓つきだよなー、などと思いました。基本、何かを否定するときの作家さんは噓つきなのでは、と思うこの頃です。




　最後に謝辞となります。度重なる修正作業に付き合って頂いた担当のＧ様。素敵なメロフィーユのカバーをはじめ、魅力的なイラストを描いて下さったそりむらようじ様。校正、営業、デザイナー、印刷所、書店等、関係者の方々。何度もおごって下さった同期受賞の羽は田た遼りよう亮すけさん。応援してくれた家族。皆様、本当にありがとうございました。

　そして何より、本作を手に取ってくださった読者の皆様に、最大の感謝を。

　次巻もますます楽しめる作品にするべく、精しよう進じんしていきたいと思っております。
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